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この報告書は,日 本 自転 車振 興会か ら競輪 収益 の一部であ

る機械工業振興 資金の補助を受けて,昭 和56年 度 に実施 した

「情報 化の推進に関す る調査 研究」 の一環 として とりまとめ

た ものであ ります。
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は じ め に

わ が 国 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スは,欧 米 に くらべ5年 ない し10年 の 遅れ

が あ る と指摘 され て い る。

当協 会 で は,わ が 国 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 発展 に 資す る こ とを 目的 と

して,昭 和54年 度 よ り,内 外 の デ ー タベ ー ス の整 備状 況 お よび デ ー タベ ー ス

・サ ー ビスの 利 用 に 関 す る文 献 の 収 集 整備 ,各 種調 査 等 を行 な って きた。

本 年 度 は 特 に,内 外 の有 識 者へ の ア ンケ ー ト調査 等 に よ って,国 際 的 視 点 か

ら,デ ー タベ ース ・サ ー ビスの 利用 動 向お よび 問題 点 の 分 析 を 行 な っ た 。 本

報告 書 は その成 果 を と りま とめ た もの で あ り,広 く関 係 方 面 の 御 参 考 に な れ

ば 幸 い で あ る。

最 後 に,本 調査 にあた って御 多用 中 に もか か わ らず 原稿 を執 筆 してい た だ いた

方 々を は じめ,ア ンケー トにご回答 い た だい た 関係 各位 に感 謝 の意 を 表 し ます 。

昭和57年3月
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調 査 の 概 要

↑ 調査 の 目的

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの ニ ーズ,流 通 機 構,国 際 デ ータ流 通(TDF)

な ど同 サ ー ビス に 関 す る問 題 点 を 整理 す る と共 に,ニ ュ ー メデ ィ アに よる デ

ー タベ ース ・サ ー ビスの可 能 性 を探 る こ とを 目的 とし ます。

2調 査 内 容

① デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の利用 の現 状

② デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの将来 の利用 予 定

③ デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの 売上 高 伸 び 率 予測

④ デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの ク リア リン グ機 能

⑤ デ ー タベ ー ス の使 用 条 件(複 製,検 索代 行 業)

⑥ ニ ュー ・メ デ ィアに よ るデ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス の可 能性

⑦ 越 境 デ ー タ流 通(TDF)を め ぐる問題

3調 査 時期 お よび 方 法

1982年1月 ～3月 にか け,郵 送 ア ンケ ー トに よ った。

4調 査 対 象

内外 の有 識 者1,500名

(日 本1,000名,海 外500名)

5本 調 査 で 用 い た関 連 用 語 の定 義

oア 一 夕ベ ー ス
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デ ータを 整 理,統 合 し,コ ン ピュ ータ処 理 が可 能 な形 態 で ひ とつ の 集 合

体 に した 情報 フ ァイ ル

。デ ー タバ ン ク

通 常 は,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスを行 う組織,機 関,部 局

。デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 者

他 人 の用 に供 す るた め,デ ー タベ ース の構 築,流 通,検 索,解 析等 の 情

報 サ ー ビス業 務 を行 う者

。デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ュー サ

デ ー タベ ー スを構 築 す る者

。デ ータベ ー ス ・デ ィス ト リビ ュー タ

デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ュ ーサ か らの 情報 を磁気 テー プあ るい は オ ン ライ

ン等 で提 供 す る者

。フ ロー カ ー

デ 一 夕ベ 「 スの情 報 を ユ ー ザ ー に代 行 し、て検 索,解 析 し,ユ ーザ ー に提

供 す る者

。な お,本 調 査 にお け るデ ー タベ ー スは,個 人 また は社 内の み で の利 用 を

目的 と して 開発 ・作 成 した ものは 除外 し,広 く外部 へ の提 供 を 目的 とし

た もの を対 象 に した 。
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A.回 答 者 の 属 性

本調 査 の特 色 は,デ ー タベ ー スあ るいは 同 サ ー ビスの有 識 者 を,世 界 か ら

1,500名 抽 出 し,回 答 を 求 め た こ とに あ る。 日本 では1,000名 に ア ンケ ー ト

を 送 付 し,203人 か ら有 効 回答 を得 た。 また,海 外 で は,500人 に送 付 し,

24人 か ら有 効 回答 を 得 た。

以 下 は,調 査 結 果 の分 析 で あ る。 な お,回 答 者 の属 性は 下 表 の よ うにな る。

日 本 海 外

回答数 % 回答数 %

デー タベース ・サー ビスの利用者であ る 126 660 6 250

デ ー タベ ース ・サ ー ビスを利 用 す る予

定 で あ る
32 168 3 125

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 者 で あ る
,

11 57 7 292

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの利 用 者 で も

あ り,サ ー ビス業 者 で もあ る
22 11.5 8 3a3

計 191
%

10α0 24
%

100.0

※ 日本 では,本 間 には無 回 答 だが,他 の 問 に回答 してい る人 が12人 い る。

他 の 分析 には,こ れ ら12人 の意 見 も入 ってい る。
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B.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 利 用 の 現 状

1文 献 ・記 事 デー タベ ー ス

書 誌(ビ ブ リオ グラ フ ィ ック),抄 録(ア ブス トラ ク ト),原 報(フ ル

・テ キ ス ト)と い う観 点 か ら み る と,や は り 「抄録 」 の利 用 が 圧倒 的 に

多い。 これ は 日本 お よび海 外 とも同 じ傾 向 で あ る。

情 報 の 内容 で は,「 科 学 技 術 文 献 」 の利 用 が最 も高 い。 これは 抄録,書 誌,

原 報 を 問 わ ず,ま た,日 本 お よび海 外 とも に同 じで あ る。

利用 形 態 をi)オ ン ライ ソIDバ ッチiii)オ ン ラ イ ン/バ ッチ 共用 の3種

に分 け る と,抄 録 と書 誌 につ い て は や は り 「オ ン ライ ン利 用」 が 圧 倒的 に 多

い6た だ し,原 報(フ ル ・テキス ト)入 手 は 「バ ッチ」 の方 が 多 くな る(海 外 は

これ もオ ン ライ ンが 上 回 って い る)。

な お,現 在 利用 中 の回 答 数 が最 も多 か った のは,日 本 では 科 学技 術 文 献 の

抄 録 を オ ン ラ イ ン利 用 してい るケ ー スで,回 答 者 の36%に な る。 これ に 同

じ く科 学技 術 文 献 の抄 録 を オ ンラ イ ン/バ ッチ共 用 で利 用 とい うケ ー スが 同

35%と ほ ぼ同 じ比 率 で続 い てい る。 海 外 で も1位 は 日本 と同 じカテ ゴ リィで

50%,2位 は新 聞記 事 の抄 録 の オ ン ライ ン利用 で 同36%と な って い る。

2、 数 値 デー タベ ー ス

日本,海 外 と もに,原 値 と二 次 加 工 値 の 利 用比 率 には そ う差 は ない。 最 も

利 用 率 が 高 い の は,日 本 で は科 学技 術 デ ー タ お よび 物性 デ ー タの 二次 加 工 値

の オ ン ライ ン利 用 とい う形 態 で 回 答者 の13%。 第2位 は 同 じ く科 学技 術 デ

ー タ お よび 物 性 デ ー タの オ ン ライ ン/バ ッチ共 用 が 同7%で 続 い てい る。

情 報 の 内容 では,日 本 の場 合,科 学技 術 デ ー タお よび物 性 デ ー タの利 用 が

第1位 で,こ れ にセ ミマ ク ロ経済,マ ク ロ経 済 と続 い て い る。 海 外 で は セ ミ

マ ク ロ経 済 が 第1位 で,マ ク ロ経 済 と ミク ロ経 済 が同 比 率 で続 い てい る・
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3画 像 デー タベー ス

内外 と もに,利 用 してい る ケ ー スは極 め て少 ない。 画像 の種 類 で は,'わ が

国 の場 合 医 学 を 含む 科 学技 術 関連 の 画像 が 最 も多い。
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表't,デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス の 利 用 の 現 状

1-(1)日 本(実 回 答 数:150)

※ 表中のカッコ内の数字は延回答数を示す。 数字の大きさは市場規模を示すものではない。(多 重回答)

文献/記 事 デ ー タベ ース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ー タベ ース 原 値 二 次 加 工 値 等

オンライン バ ッチ オンライン

&バ ッチ
(小 計) オンライン バ ッチ

オ ンライン

&バ ッチ
(小 計) オンライン バ ッチ オンライン

&バ ッチ
(小 計)

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術) 12 21 9 (42) 54 16 53 (123) 47 9 28 (84)

文献(人文・社会科学) 3 2 1 (6) 20 一 6 (26) 20 一 3 (23)

新聞記事 8 10 1 (19) 42 3 13 (58) 25 一 5 (30)

法 令 ・判 例 2 2 一 (4) 1 一 一 (1) 1 一 一 (1)

工業所有権 8 14 5 (27) 32 6 33 (71) 29 2 21 (52)

著 作 権
一 一 一 (0) 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

そ の 他 一 一 一 (0) 2 一 一 (2) 1 一 一 (1)

(小 計) (33) (49) (16) (98) (151) (25) (105) (281) (123) (11) (57) (191)

B

数

値

マクロ経済

(世 界国民経済)
9 4 4 (17) 5 1 4 (10)

「

セミマクロ経済(産 業) 9 3 5 (17) 8 2 4 (14)

ミクロ経 済(企 業 財務 〕 10 1 2 (13) 8 2 2 (12)

商品,株 ・債券の市況 7 1 1 (9) 3 一 1 (4)

科学技術 ・物性 9 10 8 (27) 19 3 11 (33)

そ の 他 1 1 1 (3) 一 一 一 (0)

(小 計) (45) (20) (21) (86) (43) (8) (22) (73)

C

画

像

自然 画 像 1 一 一 (1) 一 一 一 (0)

ビジネス ・グラフ ィクス 4 一 一 (4) 2 一 一 (2)

科学技術画像
(含 む医学)

一 5 2 (7) 4 1 4 (9)

そ の 他 1 一 一 (1)
一 一 一 (0)

(小 計) (6) (5) (2) (13) (6) (1) (4) (11)

総 計 (84) (74) (39) (197) (200) (34) (131) (365)
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1-(2)海 外(実 回答 数:14)

※ 表中のカッコ内の数字は延回答数を示す。数字の大きさは市場規模を示す ものではない。(多 重回答)

文献/記 事 デー タベ ース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ー タベ ース 原 値 二 次 加 工 値 等

オンライン バ ッチ オンライン

&パ ッチ (小 計) オンライン バ ッチ オ ンライン

&バ ッチ (小 計) オンライン パ ッ チ オンライン
&バ ッチ (小 計)

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術) 1 3 2 (6) 7 1 2 (10) 3 2 3 (8)

文献(人文・社会科学) 3 一 一 (3) 4 一 一 (4) 2 一 一 (2)

新 聞記事 4 2 一 (6) 5 1 一 (6) 3 一 一 (3)

法 令 ・判 例 一 1 『 (1) 2 1 一 (3) 一 1 『 (1)

工業所有権 1 一 一 (1) 一 一 　 (0) 一 一 一 (0)

著 作 権 1 一 一 (1) 1 一 一 (1) 一 一 一 (0)

その他 1 一 1 (1) 1 一 1 (2) 一 一 1 (1)

(小 計) (11) (6) (3) (20) (20) (3) (3) (26) (8) (3) (4) (15)

B

数

値

マクロ経済

(世 界国民経済)
1 2 1 (4) 2 2 1 (5)

セミマクロ経 済(産 業) 2 2 1 (5) 1 3 1 (5)

ミクロ経済(企 業財 務) 3 2 一 (5) 1 3 一 (4)

商 品,株 ・債券の市況 2 1 一 (3) 1 1 一 (2)

科学技術 ・物性 2 2 一 (4) 一 3 一 (3)

そ の 他 1 一 1 (1) 一 一 1 (1)

(小 計) (11) (9) (3) (23) (5) (12) (3) (20)

C

画

像

自然画像 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

ビジネス ・グラフ ィクス 1 一 　 (1) 1 一 一 (1)
科学技術画像
(含 む医学)

1 一 一 (1) 一 一 一 (0)

そ の 他 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

(小 計) (2) (0) (0) (2) (1) (0) (0) (1)

総 計 24 15 6 45 26 15 6 (47)



C.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 将 来 の 利 用 予 定

↑ 文 献 ・記 事 デー タベ ー ス

延 回 答 数 で は,日 本 で は現 在 と同 じ くや は り 「抄 録 」 の利 用が 最 も大 き い。

し か し,現 在 と将来 予 定 を比 較す る と,抄 録 お よび 書 誌 は減 少 し,「 原 報

(フ ル ・テ キ ス ト)」 の 利 用 が 増 大 し て い る 。 また,原 報 につ い て は,

現 在 は 「バ ッチ⊥ が 多 か った が,将 来 は 「オ ン ライ ン」 の方 が バ ッチを 上 回

ってい る。

海 外 の場 合 は,サ ン プル数 が極 め て 少 な いが,原 報,抄 録,書 誌 の何 れ に

お い て も,バ ッチ に よ る利 用 は 極 端 に小 さ くな って い る。 情報 の 内容 では,

日本 および酬 イ も,「 科 学技術嫌 」が第 、位で,こ れは現 在 と変 らない.

2.数 値 デー タベ ー ス

現 在 の 利用 回 答数 に比 し,数 値型の利 用 予 定 は か な り増 大 して い る。 ち な み

に,数 値 型 の延 回答 数 トー タル を 実 回答 者 数 で割 った 比率 は,現 在 が106%,

これ に対 し将来 は164%と な る。 特 に,利 用 が増 大 す るのは,「 科 学技 術 デ

ー タお よび物 性 デ ー タ」 で,原 値 と二 次 加 工 値 を 合 わせ る と,現 在 のL7倍

に もな る。

3画 像 デー タベー ス

伸 び 率 とい う点 か らみ れば,こ の 分野 が 最 大 とい う結 果 が 出て い る。 日本

の場 合 は,現 在 も将 来 も,実 回答 者 数 が ほ ぼ 同一(現 在150・ 将来150)な

の で,単 純 に延 回 答数 を 比較 す る と,自 然 画 像13倍,ビ ジネ ス ・グ ラフ ィ

ック ス4.3倍,科 学技 術 お よび 物 性 デ ー タ4.3倍 とな る。

サ ンプル 数 が 少 ない が,海 外 で も この 分野 の伸 びは期 待 され る。
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表2デ ー タベー ス ・サー ビス の将 来 の 利用 予 定(5年 先 の見 込 み)

2-(1)日 本(実 回 答数:149)

※ 表中のカッコ内の数字は,延回答数を示す。数字の大きさは市場規模を示すものではない。 (多重回答)

文献/記 事 デ ータベ ー ス 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ー タベー ス 原 値 二 次 加 工 値 等

オン ライン バ ッチ オンライン

&パ ッチ
(小 計) オン ライン バ ッチ オン ライン

&バ ッチ
(小 計) オンライン バ ッ チ オンライン

&バ ッチ
(小 計)

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術) 14 12 28 (54) 33 7 33 (73) 24 10 25 (59)

文献(人文・社会科学) 8 4 3 (15) 12 4 7 (23) 12 5 4 (21)

新 聞記事 11 3 11 (25) 25 3 14 (42) 12 1 7 (20)

法令 ・判例 3 1 6 (10) 4 1 4 (9) 3 一 4 (7)

工業所有権 8 8 12 (28) 15 7 15 (37) 13 2 7 (22)

著 作 権 1 一 ・2 (3) 1 2 2 (5) 2 1 1 (4)

そ の 他 一 1 1 (2) 1 一 2 (3) 一 一 一 (0)

(小 計) (45) (29) (63) (137) (91) (24) (77) (192) (66) (19) (48) (133)

B

数

値

マクロ経済

(世 界国民経済)
13 3 5 (21) 9 4 3 (16)

.

セミマクロ経 済(産 業) 16 6 8 (30) 14 5 5 (24)

ミクロ経 済(企 業 財 務) 14 3 6 (23) 15 4 4 (23)

商 品,株 ・債券の市況 5 4 1 (10) 4 1 1 (6)

科学技術,物 性 15 11 21 (47) 27 5 21 (53)

そ の 他 1 1 一 (2) 一 一 一 (0)

(小 計) (64) (28) (41) (133) (69) (19) (34) (122)畠
→一

C

画

像

自然 画像 2 一 4 6 3 1 3 (7)

ビジネス ・グラフ ィクス 7 1 5 13 8 一 5 (13)
科学技術画像
(含 む医学)

13 2 12 27 21 1 19 (41)

そ の 他 1 一 1 2 2 一 1 (3)

(小 計) 〈23) (3)
'(
22) ,(48) (34) (2) (38) (74)

総 計 (132) (60) (126) (318) (194) (45) (149) (388)



ー

さ

ー

2-(2)海 外(実 回答 数:8)

※ 表中のカッコ内の数字は.延 回答数を示す。数字の大きさは市場規模を示すものではない。(多 重回答)

文献/記 事 デ ー タベ ース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ー タベ ース 原 値 二 次 加 工 値 等

オンライン バ ッチ オン刻 ン
&ハ ♪チ (小 計) オンライン パ ッチ オ ンライン

&バ ッチ (小 計) オ ンライン バ プ チ オンライン&バ
ッチ (小 計)

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術) 1 一 5 (6) 2 一 3 (5) 2 一 4 (6)

文献(人文・社会科学) 1 1 1 (3) 一 一 1 (1) 一 1 1 (2)

新聞記事 一 1 3 (4) 1 一 2 (3) 一 一 3 (3)

法 令 ・判 例 1 一 1 (2) 1 一 一 (1) 一 一 一 (0)

工業所有権 一 1 一 (1) 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

著 作 権 1 一 一 (1) 1 一 一 (1) 一 一 『 (0)

そ の 他 一 一 一 (0) 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

(小 計)、 (4) (3) (10) (17) (5) (0) (6) (11) (2) (1) (8) (11)

B

数

値

マクロ経済

(世 界国民経済)
1 一 2 (3) 1 一 2 (3)

セミマクロ経 済(産 業) 1 1 2 (4) 一 1 2 (3)

ミクロ経 済(企 業 財務) 1 1 1 (3) 1 1 1 (3)

商 品,株 ・債券の市況 1 一 一 (1) 一 一 一 (0)

科学技術 ・物性 1 1 1 (3) 一 1 1 (2)

そ の 他 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

(小 計) (5) (3) (6) (14) (2) (3) (6) (11)

C

画

像

自然 画像 一 一 1 (1) 一 一 1 (1)

ビジネス ・グラフ ィクス 一 一 1 (1) 1 一 1 (2)

科学技術画像
(含む医学)

1 一 1 (2) 1 一 1 (2)

そ の 他 一 一 一 (0) 一 一 一 (0)

(小 計) (1) (0) (3) (4) (2) (0) (3) (5)

総 計 (10) (6) (19) (35) (9) (3) (15) (27)



D.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 年 間 売 上 伸 び 率

現 在,何 らか の デ ー タベ ース を コマ ー シ ャル ・ベ ー スで提供 してい る企 業 に'

所属 して い る有 識 者 に対 し,今 後5年 間 に特 に利用 が 拡大 す る と見込 まれ るデ

ータ ベ ース に つい て
,そ の年 間 平均 売上 伸 び 率 を予 測 して もら った。

各 デ ー タ ベ ー ス毎 の単 純 平 均 値 を 示す と集計 表 の よ うにな る。

1日 本

サ ンプル 数 が 少 ない ため,あ くまで 目安 だ が,文 献 ・記 事 デ ー タベ ース の

オ ン ラ イ ンあ るいは オ ンライ ン/バ ッチ兼 用 の伸 び 率 が高 い。 最 大 の 伸び 率

が予 測 され た のは,工 業 所有 権情 報 の 書誌 的 情 報 で,オ ンラ イ ン/バ ッチ兼

用 の場 合 で300%と な ってい る。

2.海 外

日本 と対 象的 に,数 値 デ ータベ ー ス の伸 び 率 が 全般的 に大 きい。 特 に,経

済 情報(マ ク ロ,セ ミマ ク ロ,ミ ク ロ とも に)は,原 値 にせ よ二 次加 工 値 に

せ よ,オ ン ライ'ンで100～250%と い う伸 び率 が示 され てい る。
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表3デ ー タベー ス ・サー ビス の売 上 高 伸 び率(向 う5年 間 の 年間 平 均 値)

3-(1)日 本(実 回 答 数:20)(多 重 回 答)

文献/記 事 デ ータ ベー ス 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デー タベース 原 値 二 次 加 工 値 等

オ ン ラ イ ン バ ッチ
オ ン ラ イ ン

&バ ッチ
オ ン ラ イ ン バ ッチ

オ ン ラ イ ン

&バ ッチ
オ ン ラ イ ン

・

.パ ッ チ
オ ン ラ イ ン

&パ ッチ

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術) 40.3% 105% 28.8% 105% 375% 175%

文献
(人 文 ・社会科学)

53.3% 18.8% 33%

新 聞 記 事 122% 188% 21% 125% 20.0%

法 令 ・判例 10% 46.7%

工業所有権 76.7% 10% 105% 15% 35% 55% 30.0%

著 作 権 10%

そ の 他 50%

B

数

値

マクロ経済

(世 界国民経済)
20% 8% 20% 7%

セミマクロ経 済(産 業) 20% 1t7% 20% 15%

ミク ロ経 済

(企 業 財務)
24% 24% 25%

商 品,株 ・債券の市況 177% 10% 16%
.

科学技術 ・物性 10% 110% 30% 10%

そ の 他 30%

C

画

像

自 然 画 像 20%

ビ ジ ネ ス ・グ ラ フ ィ

ク ス
30% 20%

科学技術画像
(含 む医学)

10% 20% 5%

そ の 他



ー

冨

ー

3-(2)海 外(実 回 答 数:8)
(多 重回答)

文献/記 事 デ ー タベ ース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ータ ベ ース 原 値 二 次 加 工 値 等

オ ン ラ イ ン バ ッチ オ ン ラ イ ン

&パ ッチ
オ ン ラ イ ン

・

バ ッチ オ ン ラ イ ン

&パ ッ チ
オ ン ライ ン バ ッチ オ ン ラ イ ン

&バ プチ

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術) 10% 20% 15% 15% 18% 10% 10%

文献
(人 文 ・社会科学)

70% 20% 100%・

新 聞 記 事 25% 50%

法令 ・判例

工業所有権 25% 26%

著 作 権

そ の 他 10% 15% 30% 10% 30%

B

数

値

マク ロ経 済

(世 界 国民 経済)
100% 200%

セミマクロ経 済(産 業) 100% 200%

ミク ロ経 済

(企 業財 務)
100% 50%

商 品,株 ・債 券 の市 況 25% 5%

科学技術 ・物性 25% 15%

そ の 他

C

画

像

自然 画 像

ビ ジ ネ ス ・グ ラ フ ィ

ク ス

科学技術画像
(含 む医学)

そ の 他



E.ク リ ア リ ン グ 機 能 と ク リ ア リ ン グ ・セ ン タ ー

τ 必 要 な ク リア リン グ機 能

デ ータベ ー スの利 用 に際 しては,多 様 な ク リア リング機 能 が 必 要 にな る。

各機 能 につ い て,最 も必 要 と してい る ものを チ ェック し て もら った と ころ,

日本 では デ ー タベ ー ス 内 容 の概 要(分 野,蓄 積 デ ー タの 範 囲,更 新 周期 な ど)

を,回 答者 の73%が 一 番 必 要 な機 能 と してい る。2位 は,デ ー タベ ース ・

メ ニ ューで同6 .9%。 一 方,海 外 で は,1位 は 日本 同様 デ ー タ ベ ー ス内容 の

概 要 で 同89.5%だ が,第2位 は デ ー タベ ー ス内容 の評 価(デ ー タ量,コ ー

ド表 な ど)が84%と い う高 い 比 率 で 続 い てい る。

表4.デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス の ク リ ア リ ン グ 機 能

4-(1)一 番 必 要 な ク リア リン グ機 能

ク リ ア リ ン グ 機 能
日本(実 回答数:184) 海 外(実 回答 数:19)

回 答 数 回答比率 回 答 数 回答比率

i)デ ー タ ベ ー ス ・メ ニ ュー 127 69.0% 11 58.0%

iDコ ンタ ク ト先 79 430 10 53.0

[li)料 金 ・契 約条 件 79 43.0 11 58.0

iv)使 用条 件(時 間 帯etc.) 50 270 8 42.0

デ ー タベ ース 内容 の概 要

v)(竃 蓄積データの範囲 更新醐) 134 73.0 17 89.5

・Dぞ≠ 窟 壁 灘 、,.) 82 45.0 16 84.0

アク セス 方式v①

(コ マ ン ド,付 加 加 工 処 理機 能)
60 33.0 13 68.0

デー タ項 目 の関連vi‖)

(関 連 す るデ ータ項 目間の変換規則etc.)
58 32.0 7 370
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〔回 答者 か らの コメ ン ト〕 一 最 も必 要な ク リア リング機 能 一

日 本 ・'

。 複 数 の デ ィス ト リビ ュータが 同 一 の デ ータベ ース を提 供 す る ケー ス が増

大 して い る。 どれ を 利用 した らいい の か判 断 に迷 う。

。 同一 の文 献 が ,複 数 の文 献 デ ー タベ ー ス に オー バ ー ラ ップ し てい るが,

各 々 の関 連 づ けが 明確 に され るのが望 ま しい。

。 検 索 者 に と っては ,各 デ ー タベ ー ス の特 長 と欠 点 を知 るの が重 要 。 従 っ

て,実 際 の例 に よ る評 価 を行 った デ ィレク タ リィが ほ しい。

。 ク リア リン グで必 要 な デ ー タベ ー スが判 っ て も
,実 際 に アク セ スす るの

が 容 易 で ない 。 こ の部 分 を 何 とか して欲 しい。

。 デ ー タベ ー スの 内 容 の 評価 が最 重 要 にな る。 質 の悪 い デ ー タベ ー スが 蓄

積 され てい くのを 防止 す る こ とに もな る。

。 統 一 し た コ マ ン ド で 全 ゆ る デ ー タベ ー ス に ア クセ スで き る こ とが望 ま

し い 。.

海 外

。SSS(州 統 計 サ ー ビス)の よ うな政府 機 関 も,ク リア リン グ ・セ ンタ

ーの機 能 を提 供 す る のが 望 ま しい
。

。 デ ー タ項 目 の関 連 につ い て の機 能 が最 も重 要 にな る(提 供 側 か ら言 え ば
,

新規 カス トマ ーの 獲得 に重 要)。

。 効 率 的 に デ ー タベ ー スを利 用 す る には
,全 て の機 能 が 同 一 レベ ル で重 要。

2ク リア リン グ ・セ ン ター の成 立 可 能 性

ア ー タベ ース の エ ン ド・ユ ー ザ ーに と って,必 要な情 報 を得 るの に ど の デ

ー タが最 も よい か
,そ れ は ど こか ら ど うや って 入手 で き るか が案 内 され れば

都 合 が い い。 つ ま り,前 述 の ク リア リン グ機 能 を 一 括 して提 供 して くれ る機

関 が あ れば,デ ー タベ ー ス の有 効 利 用 に好 適 とな ろ う。 こ うした機 関 は ク リ

ア リン グ ・セ ンタ ー(あ るい はDD/D=DataDictionaryDirectory)

一15一



と呼 ば れ る。

こ こで は,オ ン ライ ン ・ク リア リン グ ・セ ンタ ーが,商 用 ベ ース で成 立す

るか ど うか の可 能 性 を 問 うた。 同 時 に,セ ンタ ー よ りむ し ろ,デ ィ レク タ リ

ィあ るい は ガ イ ドブ ックな ど 出版 物 で 済 む場 合 もチ ェ ック し て も ら った。

(1)日 本

デ ー タ ベ ー スを ① 文 献 ・記事DB② 数値DB③ 画 像 ・映 像DBの3

種 に分 け る とダ オ ン ライ ン ・ク リア リング ・セ ン タ ーの成 立可 能 性 が最 も

高 い の は,文 献 型 の デ ー タベ ー ス(延 回答 数83)。 同 時 に,こ の種 の デ

ー タベ ー スは ,ガ イ ドブ ックで済 む とい う指 摘 も最 も多 い(同103)。

(2)海 外

日本 の 場 合 は,ガ イ ドブ ック とオ ン ライ ン ・セ ン ター の成 立 可 能性 比 率

が,3種 の デ ー タベ ー ス の何 れ もが 大 体 同 じ比 率 だ が,海 外 では,数 値 型

、と画像 ・映 像 型 につ い ては,オ ンライ ン ・セ ンタ ーの可 能性 が大 き く上 回
層

ってい る。 な お,海 外 で も成 立 可能 性 あ りとい う回 答 が最 も多 か った の は,

文 献 ・記事DBの オ ン ライ ン ・セ ンタ ー一(延 回 答 数14)。

〔回 答者 か らの コ メ ン ト 〕 一 ク リア リング ・セ ンタ ー の成 立 可 能 性 一

日 本

イ)全 体

。DD/Dの 必 要 性 は 痛 感す るが,単 独 ビジ ネ ス と して の成 立 は 現 時点

で は 困難 。

。 複 数 のDD/Dセ ン ターが 出来 た場 合,今 度 は そ の どれ を 選 ぶ か迷 う

こ とにな ろ う。

。DD/Dセ ンタ ーが検 索 代行 まで を行 うこ とが 望 ま しい。 また,そ の

場 合は成 立 可 能 性 大 。

。 広 く浅い ク リア リングは 国立 等 の 中立 的機 関が 行 な い,高 度 な機 能 は私

企 業 が 競争 で行 な うとい う役 割 分担 が 望 ま しい。

。 当 面 あ るい は 基 本 的 には ガ イ ドブ ックが 用 い られ,将 来 は ク リア リン
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「

グ ・セ ンタ ー と両立 す るの で はな い か。

。 ガ イ ドブ ックの 出版 とセ ンタ ー運 営 を同 時 に で き る ど ころ な ら成 立 す

る。

。 デ ー タベ ー ス の数 が も っ と増 大 しない と商 売 と して は成 立 しない。

。 「情 報 の価 値 」 が 確 立 し てい ない 日本 では 成 立 しに くい。

ロ)文 献 ・記 事 デ ー タベ ー ス

o

o

o

o

o

ビジネ ス とし て成 立 す るか ど うか は 料金 に よ る。

営 利 を 目的 としな い 公 共機 関が 行 うこ とが 肝 要。

現 状 で 十 分。

ガイ ドブ ック以 外 は難 しい ので は な いか。

オ ン ライ ン ・セ ンター 自体 の運 営 費用 はDBサ ー ビス業 者 側 が持 ち,

ユ ー ザ ーは 無 料 で利 用 で き る よ うにすべ き。

ハ)数 値 デ ー タベ ー ス

。 デ ー タの 更 新 が勝 負 に な るの で,ガ イ ドブ ックで は 遅 い。

。 オ ンラ イ ン ・セ ン ター につい ては,公 的機 関 のサ ー ビスが望 ま しい。

二)画 像 ・映 像 デ ー タベ ー ス

。 デ ー タベ ースが 少 な い のを 別 問題 とす れ ば ,必 要DBへ の 接近 が 複雑

にな る可 能 性 もあ り,こ の意 味 で 成立 可 能性 大 と言 え る。

。 今 後 は,こ の タ イ プ の デ ー タベ ー スが増 大 す ると思 わ れ る とこ ろか ら,

ク リア リン グ機 能 の提 供 も有望 視 され る。

海 外

。 コス ト的 に個 々の 機 関(or企 業)が 提 供 して い た ので は 無 理。 統一

的 に提 供 で きれ ぽ 効 率 が ア ップす る。

。 ク リア リン グ ・セ ンタ ー に よ って ,デ ー タベ ース の質 の 向上 あ るい は

DBの 入 手 の迅 速 化 が もた ら され る。
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4-(2)ク リ ア リ ン グ ・ セ ン タ ー の 成 立 可 能 性

4-(2)一(i)日 本(実 回 答 数:176)

〈多重回答〉

デ ー タベ ース の種 類

成 立 不 成 立

ガイ ドブック

(出 版 物)

オ ン ラ イ ン

ク リア リング

センター

ガイドブック

(出 版 物)

オ ン ラ イ ン

ク リア リング

センター

文献 ・記事 デ ー タベ ース 103 554% 83 44.6% 186
100%

18 42.9% 24 571%
42
100%

41.9% 372% 32.7% 33.8%

数 値 デ ー タベ ース 81 509% 78 49.1%
159
100%

16 4輻0% 23 59.0%
39
100%

32.9% 35.0% 29.1% 324%

画 像 ・映 像 デ ー タベ ー ス 62 50% 62 50%
124
100%

21 46.7% 24 53.3%
45

100%

25.2% 278% 38.2% 33B%

合 計 246 525% 223 475%
469
100%

55 43.7% 71 56.3%
126
100%

100% 100% 100% 100%

4-(2)一(ii)海 外(実 回 答 数: .21)

〈多重回答〉

デ ー タベ ー スの種 類

成 立 不 成 立

ガイドブック

(出 版物)

オ ン ラ イ ン

クリア リング

センター

ガイ トブ ック

(出 版 物)

オ ン ラ イ ン

ク リア リング

センター

文献 ・記事 デ ー タベ ー ス 14 50% 14 50%
28
100%

1 100%
1
100%

56% 40% 25%

数値 デ ー タベ ース 7

〕

36.8% 12 63.2%
19
100%

1 100%
1
100%

28% 34.3% 25%

画像 ・映像 デ ー タベ ー ス 4 30.8% 9 69.2%
13
100%

2 667% 1 333% 3
100%

16% 25.7%

.

50% 100%

合 計

・

25 41.7% 35 58.3%
60
100%

4 80% 1 20%
5
100%

100% 100% 100% 100%
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F.デ ー タ ベ ー ス の 使 用 条 件 に つ い て

デ ー タベ ー スの使 用 に関 しては,様 々な条 件 が 考 え られ るが,こ こで は複 製

と検 索代 行 業 につ いて の意 見を 求 め た。 な お,複 製お よび検 索代 行 業 の定 義 は,

巻末 の 資 料参 照。

1複 製

日本 お よび 海外 か ら の 回答 につ い て,ほ ぼ 同 じ傾 向が 出 て い る。 即 ち,日 本

では,「 組織 内 につい ては 全 く自由 に認 め る」 の を支 持 して い るの が 回答 者 の

57%(海 外 は 同50%),次 に,「 何 らか の 条 件つ きで 認 め る」 が 日本42

%,(海 外 同38%)で あ る。

〔回 答 者 か らの コメ ン ト〕

日本

O

O

O

O

O

O

当 面 は 全 く自由 に し,将 来 何 らか の 条 件 を つ け るべ き。

営 利 を 目的 に しな い ことを基 本 と し て 自由 にす べ き。

(部 数 な ど)チ ェ ックの し よ うが な い。

利 用 の 範 囲 を限 定 す るこ とが 肝 要 。

原 則 と して,複 製 は認 め るべ きでな い 。

利 用 者 か ら料 金 を と るべ きで あ る。

海外

O

O

O

O

O

O

コ ピーの度 に ロイ ヤ ル テ ィ ・チ ャー ジを 課 すべ きで あ る。

コ ピー につ い ては ,ど こで も全 く 自由 に認 め るべ きで あ る。

一 定 の 組 織 内("onelocation")で のみ認 め るべ き。

部 数 あ るい は組 織 の 中の 範 囲限 定 な ど,何 らか の条 件 が 必要。

内 部 使 用 な ど,制 限条 件 が 必 要。

教 育 上 必 要 な場 合 の コ ピーに つ い ては,特 別 な ア レ ンジが必 要。
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表5デ ー タベー スの 使 用 条件 に つい て

5-(1)複 製

日 本 海 外

回答数 回答率% 回答数 回答率%

組織内 にっいては全 く自由に認 める 114 57 12 50

部数,範 囲な ど何 らか の条件つ きで 認
め る

83 42 9 38

そ の 他 2 1 3 12

計 199 100 24 100

2検 索 代 行 業

日本,海 外 と も,検 索 代 行業 の 必 要 性 を支 持 す る回 答 が 非 常 に 多 い。 日本 で

は 回 答 者 の90%(海 外86%)が 必 要 として い る。

〔回 答者 か らの コ メ ン ト〕

日本

。 デ 三 夕ベ ー スの 種 類 の増 大 に よ って エ ン ド ・ユ ーザ ーが 独 自で適 切 な検

索 を 行 な うのが 困難iに な って きた。

。 適 切 な検 索 に よ る コス ト節 減 も期 待 され る。

。 利 用 頻 度 の 少 ないDB,あ るい は一 時 的 にDBを 利 用す る場 合 に必 要 と

な る。

。 専門 外 の分 野 のDB利 用 の際 必要 。

。 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の 利 用 拡大 の た め に も必 要。

。 現 在 の と ころは,信 頼 で き る(代 行)業 者 が な い。

海 外

。 デ ー タベ ー スを小 規 模 に,あ るいは 一 時 的 に利 用 す るユ ーザ ーに と って

は,効 率 ア ップの た め に必 要。

。 エ ン ド・ユ ーザ ーの 多 くに と って,効 率 よ くデ ー タベ ー ス に アク セ スす
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るの は困 難 。

。 効 率 面 だ け でな く,セ キ ュ リテ ィの面 か ら も厳 しい コ ン トロー ルが 要 求

され よ う。

。 デ ー タベ ー スが 法 的 に保 護 され て いれ ば,プ ・デ ューサ お よび ユ ー ザ ー

相 方 に と って,代 行 業 は望 ま しい。

5-(2)検 索代 行 業

日 本 海 外

回答数 回答率% 回答数 回答率%

必 要 で あ る 162 90 19 86

不 用 で あ る 15 8 3 14

そ の 他 4 2 0 一

計 181 100 22 100

一21一



G.ニ ュ ー メ デ ィ ア に よ る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 可 能 性

ニ ュー メデ ィアの 定 義,分 類 は まだは っき りして い な い が,こ れを デ ー タベ

ース あ るい は 同 サ ー ビス との関 連 に お い てみ る と き,家 庭 お よび企 業 両 分野 に

対 す る情 報 サ ー ビスの 媒 体 とし て注 目 され てい る。 こ こで は一 応,④CATV

(ペ イTV含 む),◎ サ ブス ク リプ シ ョンTV◎ ビデ オテ ックス(ビ ュー デ

ー タ)㊤ テ レテキ ス ト ㊤ ビデオ デ ィス クを ニ ュー メ デ ィア と して と りあ げ,

各 々が家 庭 あ るい は企 業 に対 して,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス と し て(コ マ ー

シ ャル ベ ー スで)成 立 す るか ど うか の可 能 性 を調 べ た。

な お,提 供 情 報 につ い て は,④ 映 画,ス ポ ー ツ中継 な どの娯 楽 性 の 高 い情 報

と⑧ 株価,気 象,旅 行 情 報 な どい わ ゆ る広 く浅 い デ ー タベ ー ス情 報 に分 け,各

々 の情 報 の タ イ プ毎 の 可 能 性 につ い て調 べ た。 また,期 間 につ い ては,① 現 在

お よ び近 い将 来(1985年 まで)と ②将 来(1985年 以 降)に 分 け た。

1成 立 可 能 性 の 高 い ニ ュー メデ ィ ア

(1)現 在 お よび 近 い 将 来(1985年 まで)

まず,ニ ュー メ デ ィア全 体(5形 態)に つ い て,日 本 で は 家庭む け の成

立 が延 回 答 数379,同 不成 立 が806で 各32%対68%と い う比率 に な る。

同様 に,企 業 む け につ い て も,43%対57%と い う比 率 で不成 立 が 多 い。

何 れ の 分野 にお い て も,近 い 将来,特 に家庭 む け に ニ ュー メデ ィア に よ る

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスが 成 立 す る可 能 性 は 少 な い とい う結果 にな る。

これ に対 し,海 外 の場 合 には,全 くの逆 の結果 が 出 てい る。 これ は ペ イ

TVや サ ブス ク リプ シ ョ ンTVな ど既 に発 展 してい る米 国 か らの 回答 が,

全 体 の64%を 占め てい る こと に も起 因 して い る と思 わ れ る。 ちな み に,

家 庭む け をみ る と,成 立 が81%,不 成 立19%と 圧 倒 的 に成 立 可 能性 あ

りを支 持 して い る。 企 業 む け で も,成 立70%,不 成 立30%と な って い

る。
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な お,家 庭 む け の成 立 可 能性 の最 も高 い の は,日 本 では テ レテ キ ス ト

(文 字 多 重)の32%(延 回答 数 に よ る比 率),こ れ に ビデ オ デ ィス クが

28%で 続 い て い る。 一 方,海 外 で は,や は りCATV(含 ペ イTV)が

22%で トップ。 た だ し,サ ブス ク リプ シ ョンTV,ビ デ オ テ ックス,テ

レテキ ス トが 何 れ も21%と ほ ぼ横 一 線 で並 ん でい る。

企 業 む け では,日 本 では ビデ オテ ック ス(23%)と ビ デオ デ ィス ク

(21%)が 成 立可 能性 が 高 い。 海外 の場 合 は ビデ オ テ ックス(24%),

CATV(含 ペ イTV)と テ レテキ ス トが 各 々20%で 続 く。 内外 と も,

ビデ オ テ ック ス に対 す る期 待 度 が 大 きい 。 また,日 本 で は,ビ デ オ デ ィス

クに対 して,家 庭 む け/企 業 む け相 方 で他 の メデ ィア に比 し可 能 性 大 とい

う結 果 が 出 てい るが,海 外 で は そ れ程 で も ない。

(2)将 来(1985年 以 降)

85年 以 降 の 可 能 性 とな る と,日 本 で も家 庭む け で67%が 成 立 可 能 性

あ り と回答 して い る。 海 外 で は成 立 が82%。 企 業む け にな る と,日 本 が

65%,海 外 が67%と ほ ぼ 同 じ レベル にな る。

メ デ ィアの種 類 では,日 本 の場 合,家 庭 む け で も企 業 む け で も,ビ デ オ

デ ィス ク の比 率 が減 少 して い る。 これ に対 し,海 外 では,企 業 む けで ビデ

オ デ ィス クの可 能 性 を支持 す る比率 が 増 大 してい る。

2CATV(ペ イTV含 む)

(1)日 本

現 在 お よび近 い将 来(85年 以 前)に つ い ては,家 庭 む けお よび企 業 む

け 相 方 の デー タベ ー ス ・サ ー ビス として成 立 す る可能 性 は 小 さい。

将来(85年 以 降)に つ い ては,全 体 と しての 意 見 では,家 庭 む け では

66%が 成 立,34%が 不 成 立,ま た企 業 む けで は63%が 成 立,37%

が 不成 立 とな る。 サ ー ビス ・メ ニ ュー別(A:映 画 な どの娯 楽 情報,B:

株 価 な ど デー タベ ー ス情報,Aお よびB:両 情 報 を提 供)に み る と,家 庭
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む け では 何 れ も32～34%で ほ ぼ 同一 の成 立 可 能性 とな る。 企 業 む け で

は,'娯 楽 情 報 の比 率 が 低 い のは 当 然 と して,デ ー タベ ー ス情 報 が42%と

最 大 の比 率 にな って い る。

同一 メ ニ ューに つ い て,成 立 か 不 成 立 か の 比率 をみ る と,家 庭 む け で は

映 画 な ど の娯楽 情報 が成 立72%で トップ。 企 業 む け で は デ ー タベ ー スが

成 立78%で トップ。

(2)海 外

成 立可 能 性 の時期あ るいはサー ビス ・メ ニ ュー別 可 能性 とも に,日 本 とは

極 め て大 きな差 異 が 出 てい る。

まず,現 在 お よび近 い将来 で も,家 庭/企 業 相 方 で成 立 可 能 性 が 大 きい。

ち な み に全 体 として の意 見 で は,家 庭 む け で成 立 が85%,企 業 む け で 同

69%と な る。85年 以 降 の将 来 につ い て も,こ の成 立 可 能性 比率 は ほ ぽ

同 じで あ る。

サ ー ビス.メ 三 ユー別 につい ては,時 期 的 要 素(85年 以 前あ るいは 以

降)と 対 象(家 庭 む け あ るい は企 業 む け)を 問 わ ず,最 も可 能 性 の高 い の

は娯 楽 情 報 と デー タ ベ ー スを 両 方扱 って い るケ ー ス にな って い る。 また,

同ニ メ ニ ュー につ い て の成 立,不 成 立 の 比 率 を と る と,企 業 む け には デ ー

タベ ー スが成 立88%(近 い 将来),同80%(85年 以 降)と 期 待 され

て い る。

3、 サ ブ ス ク リプシ ョ ンTV(STV)

STVは テ レ ビ電 波 に ス ク ラ ン ブル を か け て(暗 号 化),こ れ を解 読 器 を

通 して 見 る方 式。 日本 で は馴 染 み が な い せ い カ㍉ こ こで もCATV同 様,日

本 と海 外 か らの回 答 にか な りの差 異 が 出 て い る。

(1)日 本

CATV同 様,近 い将来 にお い ては 家 庭 む け,企 業 む け を問 わ ず,成 立

可 能 性 を 支 持 した 人 は 少 な い 。85年 以降 につ い て も,家 庭 む け で は,
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成 立52%,不 成 立48%と わ ず か に成 立 可 能 性 が上 回 ってい るに過 ぎな

いo

(2)海 外

近 い 将 来 お よび85年 以 降 の 将来,あ るい は 家庭 む け お よび企業 む け を

問 わ ず,成 立可 能 性 を支 持 した 回答 数 が 大 き く上 回 って い る。 サ ー ビス ・

メ ニ ュー と し ては,何 れ の場 合 も,娯 楽 情報 と デー タベ ー ス情 報 を一 緒 に

提 供 す るの が成 立 可 能性 大 とな る。 、

4ビ デ オテ ック ス(ビ ュー デー タ)

(1)日 本

近 い 将来 に お い ては,家 庭 む け では成 立可 能性 を支 持 して い るの は わず

か26%に 過 ぎな い。 企 業 む け で も48%に と ど まる。 しか し,85年 以

降 につ い ては,家 庭 む け で77%,企 業 む け で72%が 成 立可 能 性 あ り と

回答 し てい る。

(2)海 外

海 外 で は イ ギ リス のPrestelや 米 国 のDowJonesのNews/Retrieval

あ るい はColhpuServeのCISな ど,既 に 商用 化 され て い るサ ー ビスが

あ る。

こ のた め,こ こで もCATV,サ ブス ク リプ シ ョンTV(STV)同 様,

日本 とは か な りの差 異 が 見 られ る。 ちな み に,近 い 将来 の 家庭 む け では,

88%が 成 立 可 能 性 あ りを 支持 してい る。

5.テ レテ キ ス ト

(1)日 本

今 回 と りあ げ た ニ ュー メ デ ィアで は,近 い 将来,日 本 で 成立 す る可 能性

あ りとい う結果 が 出た 唯一 の メデ ィアで あ る(た だ し,家 庭 む け のみ)。

ち なみ に,家 庭 む け成 立 とい う回 答 率は51%。85年 以 降 につ い ては,
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家 庭/企 業 む け相 方 とも,成 立 支 持 が 多 くな る。

(2)海 外

海外 の場 合 に は,ビ デ オ デ ィス クを 除 くメ デ ィア とほ ぼ同 様 で,成 立可

能 性極 め て大 とい う結 果 が 出 てい る。

6.ビ デ オ デ ィ ス ク

(1)日 本

現在 お よび 近 い将 来 にお い ては,不 成 立 の比率 の 方 が高 い もの の,他 の

メデ ィ ア と違 っ て,成 立 と不 成 立 の差異 が そ れ程大 き くは ない 。 例 え ば,

家 庭 む け では,成 立 支持44%,不 成 立 同56%と な っ てい る。 企 業 む け

で も,各 々43%,57%と ほ ぼ 同 じ。 将来 につい ては,特 に家 庭 む け で,

成 立65%と い う支 持率 にな る。

(2)海 外

近 い 将来 お よび85年 以 降 の将 来,あ るい は家 庭 む け お よび 企 業 む け を

問 わず,成 立 支持 が 多 い のは 他 の メ デ ィア と同 じだが,そ の 比率 が か な り

違 って い る。 既 ち,他 の メデ ィアで は,82%～88%と い う比率 で成 立

支持が高いが・近い将来 において・ま・成立支持が家庭/企 業むけ相:方とも

63%に と ど ま って い る。

〔回 答者 か ら の コ メ ン ト〕

最 も多か った の は,や は り料 金 に 関す る もの で あ った。 ニ ュ ー メデ ィアの

普 及 は,何 よ り もまず,料 金 次第 に よ る とい うもの。 以 下 ・主 な項 目を ま と

め てみ る。 な お,類 似 の コメ ン トは,ひ とつ に統 合 して あ る。

日本

。 家庭 む け のサ ー ビスは,料 金 体 系 次 第

。 受像 料 お よび通 信 の コス トが い か に低 下 す るか に よ る。

。 企 業 む け サ ー ビスは,OA(オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン)と の関 連 で,

意外 に早 く導 入 され るの では な い か。
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。 図 面や原 報 の マ イ ク ロフ ィル ムが,ビ デ オ デ ィス ク化 の方 向 に進 む だ ろ

う。

。 各 種 ビデオ デ ィス クの メデ ィ アと して の可 能 性は 非 常 に大 きい。

。 日本 で は百 科 辞 典 的 使用 法が 要 請 され よ う。

o

o

o

学 校,家 庭,企 業 にお い て,教 材 と して利 用 され よ う。

日常 の生 活 にお い ては,そ れ程 の情 報 は 必 要 と しな い。

コマ ー シ ャル ベ ー ス で成立 す るた め には,特 定 の専 門分野 に提 供情 報 を 限

定 す るこ とが 肝 要 。

。 日本 の風 土 にお い ては,家 庭 む け有 料 の ニ ュー メデ ィアは成 立 しない 。

。 利 用 率 は あ ま り上 昇 しな い だ ろ う。

。 家庭 にお け る生 理 的 ・情 緒 的 生活 パ タ ー ンは 今 後 も そ う変 化 しない。 従

って,ニ ュー メ デ ィ アの利用 も,単 純 な もの以 外 は 成 立 しな い。

。 テ レビ とVTRで 充分 。

。 業 界 内 の ハ ー ドお よび ソフ トの規 格 統一(標 準 化)が 先 決 。

。 メデ ィア間 の 互 換 性,融 合 性 の検 討 が 必要 。

海 外

。 技 術 的 には・,こ こ に と りあ げ て い る全 て の ニ ュー メ デ ィアが既 に可 能 に

な って い る。 しか し,経 済 的 な 成立 可 能 性は 別 問題 。

。 ビデ オデ ィス クは 高 品質 なTVセ ッ トが な けれ ば,テ キ ス トな ど の孟 宗

で は 有効 でな い 。

。 ビデ オ デ ィス クは 旅 行 や 映 画 な どのアプ リケーシ ョンでは 有効 。 しか し,

株価 や天 気 予 報 な ど迅 速 な ア ップデ ー トを伴 な うもの は 無 理。

。 近 い将 来 の利 益 転 換 は 無 理 と して も,全 て の メデ ィアが 成 立可 能性 あ り。

。 ユ ーザ ー ・サ イ トとデ ー タベ ー ス側 の 会話 機 能 が 重 要 にな る。
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表6ニ ュ ー ・ メ デ ィ ア に よ る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 可 能 性

6-(1)日 本(実 回 答 数:168)〈 多重 回 答 〉

ニ ュ ー ・ メ デ ィ ア

現 在 お よび近 い将 来

(1982～85年)の 可 能性

将 来(1985年 以 降)
の 可 能 性

家 庭 む け 企 業む け 家庭 む け 企業 む け

成 立 不成立 成 立 不成立 成 立 不成立 成 立 不成立

CATV

(含 むPay-TV)

A 26 53 15 60 54 21 32 41

B 11 63 54 32 51 27 61 17

Aお よびB 21 73 23 55 53 32 52 26

(小 計) (58) (189) (92) (147) (158) (80) (145) (84)

SubscriptionTV

A 14 57 15 53 47 26 31 34

B 9 61 45 34 30 37 65 13

Aお よびB 13 81 29 48 43 49 58 31

(小 計) (36) (199) (89) (135) (120) (112) (154) (78)

VideoteX
(Viewdata)

A 16 49 19 50 54 13 32 31

B 16 47 55 24 48 18 59 9

Aお よびB 26 69 37 44 70 21 62 20

(小 計) (58) (165) (111) (118) (172) (52) (153) (60)

Teletext

A 35 35 16 48 45 17 24 33

B 37 33 36 30 49 13 46 16

Aお よびB 49 49 38 46 63 22 57 31

(小 計) (121) (117) (90) (124) (157) (52) (127) (80)

Videodisc

A 56 29 24 46 61 11 31 30

B 14 55 41 33 34 35 45 22

Aお よびB 36 52 37 45 50 33 52 31

(小 計) (106) (136) (102) (124) (145) (79) (128) (83)

(合 計) (379) (806)
1

(484) (648) (752) (375) (707) (385)
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「

6-(2)海 外(実 回 答 数:22)

〈多重回答〉

一
ニ ュ ー ・ メ ァ ィ ア

現 在 お よび近 い将 来

(1982～85年)の 可 能性

将 来(1985年 以 降)

の 可 能 性

家庭 む け 企 業む け 家庭 む け 企 業 む け

成 立 不成立 成 立 不成立 成 立 不成立 成 立 不成立

CATV

(含 むPay-TV)

A 6 1 2 3 5 1 2 3

B 5 1 7
'

1 5 2 4 1

Aお よびB 18 3 11 5 14 1 9 4

(小 計) (29) (5) (20) (9) (24) (4) (15) (8)

SubscriptionTV

A 5 1 2 3 6 1 3 3

B 5 1 5 2 6 2 5 2

Aお よびB

(小 計)

17

(27)

2

(4)

9

(16)

5

(10)

14

(26)

1

(4)

11

(19)

2

(7)

Videotex

(Vi・wdata),' .

A 6 1 3 2 5 1 4 1

B 5 2 6 1 5 2 4 1

Aお よびB 17 1 14 2 14 2 13 1

(小 計) (28) (4) (23) (5) (24) (5) (21) (3)

Teletext

A 7 2 2 4 6 1 2 3

B 8 2 8 1 5 2 4 1

Aお よびB
'13

2 10 3 13 2 10 3

(小 計) (28) (6) (20) (8) (24) (5) (16) (7)

Videodisc

A 9 1 5 3 6 1 4 2

B 2 6 6 3 5 3 5 ゴ

Aお よびB 8 4 8 5 12 ・4 12 3

(小 計) (19) (11) (19) (11) (23) (8) (21) (6)

(合 計) (131) (30) (98) (43) (121) (26) (92)
、

(31)
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H.越 境 デ ー タ 流 通(TDF)を め ぐ る 問 題

国境 を越 え るデ ー タ の 流通 が 拡 大 す るに伴 な って,様 々な 問 題 も出現 し,

OECDな ど国 際 レベ ル で の論 議 や 解 決 策 の模 索 が 進 め られ てい る。 ア ンケー

トでは,問 題 点 を 大 き く①経 済,② 制 度,③ 社 会,④ 政 治,⑤ そ の他 の5分 野

に分 け,現 在 何 が最 も問題 にな って い る のか,あ るいは将来解決 を要 す る問 題 は

何 か を チ ェ ック して も ら った。

1日 本

現 在 の大 きな 問 題 と して は,制 度 面 の問 題 が 延 回答 数 で58%を 占め て ト.

ップ。 制 度 面 の 問題 と して は,① 通 信 制 度 の不 統 一,② 通 信 料 金 体系 の不 統

一 ,③ デ ー タの 法 的 保 護 の未 確立 の3点 を取 りあ げ た が,こ れ らは 何 れ も延

回 答 数 に対 し て①22%,②16%,③20%と い う大 きな 比 率 を 占め た。

これ が将 来 の問 題 点 とな る と,ト ップが 社 会 面 の 問 題(プ ライ バ シ ィ侵 害

の不 安 あ るいは 情 報 化社 会 の脆 弱 性)と な り,制 度 面 お よび 政 治 面 の問題 が

ほ ぼ 同 じ比 率 で2番 手 につ け て くる。

な お,現 在 は と もか く として,将 来 問 題 にな る とい う比 率 が大 き くな るの

は,経 済 面 の 問 題 の うち雇 用 問 題 の発 生 が トップ。

2.海 外

現 在 の大 きな 分 類 で は,日 本 同 様制 度 面 の問 題 が トップ。 しか し,個 々 の

問題 で は,通 信 制 度 の不 統一(回 答数 比19%)に 次 い で,社 会 面 の問題 の

うち,プ ライ バ シ ィ侵 害 の不 安 が17、5%で 第2の 問 題 にな って い る。

〔回答 者 か らの コ メ ン ト〕

日本

。 日本 とし ては 知 的 資源 を 活 用 し,積 極 的 に経 済 優 位 を 確 保 す る必 要 もあ

る。
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o

o

o

o

o

o

o

o

o

新 た な雇用 形態 が 出現 す る可 能 性大 。

通信 制 度 お よび料 金 面 の国 際 的調 整が 必 要 。

デ ータを 法 的 に保 護 しす ぎた 場 合 の問 題 も考慮 してお く要 あ り。

イ ン テ リジ ェン ト化,暗 号 化,著 作 権 な どを 含め,法 制 化は 急 を 要 す。

デ ータベ ー ス ・サ ー ビス網 が よ くダ ウ ンす る。

情報 流 出入 の不 均 衡 が政 治的 コン フ リク トに発 展 しか ね な い。

海 外 デ ー タベ ー ス の有 効 利 用 の 促進。

海外 デ ー タベ ー スへ の依 存 と 「情 断」 の不 安 。

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス産 業 の 寡 占化 が促 進 され る。

海外

。 イ ン7
1オ メー シ ョン ・ リ ッチ とイ ン フ ォメ ーシ ョ ン ・プiア の ギV－ ップ

が,個 人,企 業,ブ ル ー プ,国 家,国 際 的 レベ ルで拡 大 す る。

。 デ ー タを 国 家 レベ ル で コン トロー ルす るの は困難 。 何 故 な ら,海 外 の衛

星 に よ って 地質 リソー ス ・デ ー タが収 集 され た り,デ ー タが 海 外 に運 ば れ

て処 理 され た り,ニ ュースメデ ィアがあ る国 の特 定 な デー タ だけ 公表 す る よ

うな こ とが考 え られ るか ら。

。 開発 途 上 国が 情 報 の価 値 を 評 価 しつ つ あ り ,政 治的,文 化 的 問題 が 出て

く る。

。 各 国間 の政 治的 思 惑 が か らむ と非 常 にや っかい な問 題 とな る。

。 コ ン ピュ一一タ ・イ リタ ラシ イ(illiteracy)の 問題 。
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表7越 境 デー タ流 通(TDF)を め ぐる問題 〈多重回答〉

分野 問 題 点

日 本(回 答数161) 海 外(回 答数19)

現 在 将 来 現 在 将 来

回答数 回答率% 回答数 回答率% 回答数 回答率% 回答数 回答率%

経

済

TDFに よる経済格差 の増大 30 7.4 46 10.9 5 6.8 9 11.5

雇用問題 の発生 6 1.5 31 7.3 3 4.0 5 6.4

(小 計) (36) (&9) (77) (182) (8) (1α8) (14) (17.9)

通信制度 の不統一 89 22.1 24 5.7 14 19.0 11 14.1

通信料金体系 の不統一 63 15.5 20 4.7 9 12.1 4 5.1

データの法的保護 の未確立 80 19.9 59 14.0 12 16.2 9 11.6

(小 計) (232) (57.5) (103) (244) (35) (47.3) (24) (308)

社

会

プ ラ イバ シ ー侵 害 の不 安 51 12.7 65 15.4 13 17.5 14 17.9

情報化社会 の脆弱性 32 7.9 64 15.2 5 6.8 9 11.6

(小 計) (83) (20.6) (129) (3α6) (18) (24.3) (23) (29.5)

政

治

国家 主権,国 防上の危機 27 6.7 62 14.7 6 8.1 8 10.3

南北格差 の増大 21 5.3 40 9.5 2 2.7 5 6.4

(小 計) (48) (120) (102) (242) (8) (1α8) (13) (16.7)

その他 4 1.0 11 2.6 5 6.8 4 5.1

計(延 回答数) (403) (100.0) (422) (100.0) (74) (10σ0) (78) (100.0)
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llデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 利 用 動 向 と 問 題 点

A.内 外 に お け る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 発 展 と 将 来 の 展 望

1デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の 現 状

1.1デ ー タ ベ ー ス の 分 類

本 格 的 な デ ー タ ベ ー ス の 分 類 が な さ れ た の ち は1977年 のFirst

InternationalOn-LineInformationMeeting(London)で あ っ

た 。 そ こ で はEUSIDIC(欧 州 情 報 流 通 団 体)か ら 図!の よ う な プ

一 夕 ベ ー ス の 分 類 が 提 示 さ れ た
。 そ の 後,米 国 で はLINK社(現IDC子

会 社)やC.A.Cuadraら に よ り図2bよ うな 分 類 が な さ れ た 。 両 者 に 共 通 す る

の は,

① 文 献 抄 録 な ど の い わ ゆ る 文 献 デ ー タ ベ ー ス をBibliographicfile

あ る い はReferenceDatabaseと よ ぶ 。

② 数 値 デ ー タ や 全 文 デ ー タ(Ful1Text)を 含 む デ ー タ ベ ー ス をData

Bankあ る い はSourceDatabaseと よ ぶ 。

な ど で あ り,本 質 的 な 差 は な い 。 上 記 ② の デ ー タ ベ ー ス は 欧 州 で は,フ ァ

ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス(FactDatabase)あ る い は フ ァ ク ト ・バ ン ク(狭 義

のDataBank)と よ ば れ て い る 。

そ こ で こ れ ら を ま と め て 統 一 的 な 表 現 に し た の が 表1で あ る 。 そ こ で は

情 報 の 案 内 を 目 的 と す る デ ー タ ベ ー ス を(広 義 の)文 献 デ ー タ ベ ー ス,事

実 を 直 接,掲 示 す る デ ー タ ベ ー ス を フ ァ ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス と 定 義 す る 。

文 献 デ ー タ ベ ー ス が 上 記 ① に,フ ァ ク ト ・デ ー タ ベ ー ス が 上 記 ② に 相 当 す

る 。 以 下 本 文 で は こ の 分 類 を 採 用 す る 。 な お,デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス 業

連 絡 懇 談 会 で の 分 類 も 本 質 的 に は 同 一 で あ り,参 考 の た め に 図3に 掲 げ る 。

一33一



B=c酬
UNINDEXEDINDEXEDFACTBANKSTEXTBANKS

「 一 ー 一 ⊥一一－rr-一 ー －L-－
WITHOUTWITHBANKSOFBANKSOF

VOCABULARYVOCABULARYEXTRACTEDUNPUBLISHED

CONTROLCONTROLFACTSFACTS

-
WITHWITH

ABSTRACTSABSTRACTS

DATABASES－
図1EUSIDICの 分 類

REFERENCEDatabases

Bib|iographic

Referral

SOURCE Databases

Numeric

書誌事項及び抄録.

その他の案内情報

Textual-Numeric

Properties

FullText

数値.

数値と文章の組合せ

物理的 ・化学的性質

全文(文 献 ・論文)

図2LINK社 の分 類

表1デ ー タ ベ ー ス の分 類

デ ー タ ベ ー ス の 種 類 情報の主要素

(広 義 の)

文献 デ ー タ

ベ ー ス

(狭 義 の)文 献 デ ー タベ ース 文字情報 文献抄録

そ の他 の案 内デ ー タベ ース 文字情報
所属目録

機関案内

フ ァク ト ・デ ー タ ベ ー ス

文字情報
1

人や もの に関す る リス ト,デ ィ レ

ク トリー,辞 書 ・事 典

全 文情 報(法 令,議 事 録)

数値情報
社会活動の諸指標及びその統計

実験 ・観測で得られるデータ

物質の構造式
画像情報

地図 ・設 計図

出所:日 本 デ ー タ通信 協会
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「

映像情報

動画情報

文 献 情 報

統 計 デー タ(経 済 ・社 会… …)

特 殊 デー タ(観 測 ・実 験)

心 電 図.X線 写 真,RS写 真,設 計 図,

不 動 産 図面

(自 然 観察)ぐ 実験 観察)

(趣 味)(ス ポー ツ)(教 育)… …

(自 然 音 声)(人 声)(機 械 声)

(風 物 音)(音 楽)… …

図3.デ ータベ ー ス ・サ ー ビス業 連 絡 懇 談会 の 分類

L2 .デ ー タ ベ ー スの数

現 在,世 界 で利 用可 能 な デ ー タベ ー ス数(オ ンライ ン,オ フ ライ ン双 方

を 含 む)は 約1,400で あ る61976年 か ら の文 献 デ ー タベ ー ス,フ ァク ト

・デ ー タ ベ ー ス の数 の推 移を 表2に 示 す 。

表2デ ー タベ ー ス数

1976 1977 1978 1979
、

1980

文 献 デ ー タベ ー ス 337 422 533 565 654

フ ァ ク ト ・
一.

ア 一 夕 ベ ー ス
149 368 568 715 755

合 計 486 790 1101 1280 1409

出所:文 献(2)

デ ー タ ベ ー ス の 総 数 は1976年 よ り4年 間 で3倍 に 増 加 し て お り,こ こ

2,3年 で,年 率 約10%の 伸 び を 呈 し て い る 。 フ ァ ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス は

1978年 に,文 献 デ ー タ ベ ー ス よ り 多 く な り,1976年 よ り4年 間 で 約5
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倍 と,め ざ ま し く増 加 して い る。 こ の こ とは後 に述 べ るデ ー タ ベ ー ス ・サ

ー ビスの市 場 で も顕 著 で あ り,ま た デ ー タベ ー スの ユ ーザ ー の フ ァク ト ・

デ ー タベ ー ス志 向 を 示 して い る とい え よ う。

次 に表3は これ らの デ ー タベ ース を 分野別 に整 理 し,そ の 比 率 を表 わ し

た もの で あ る。

表4は オ ン ライ ンで サ ー ビス され るデ ー タベ ース の分 野 別 の内 訳 で あ る。

オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス数 は,1982年 初 め には約960に 増 加 して い る。

な お表 中 の 「学際 的 」 分野 とは,政 治,法 律,新 聞 な どを 指 してい る。

表3分 野 別 の デ ー タ ベ ー ス数 の比 率

デ ー タ ベ ー ス

の種 類

分野

文献 デー タ
ベ ー ス

フ ァ ク ト ・デ ー タ

ベ ー ス

合 計

(文献/フ ァクト)

科
学
・

技
術

一 般 12' ぎ 7'

自 然 科 学 26
69%

20

16
47%

23
も7%

工 学 25 20

医 学 ぴ 8 7

人 文 科 学 9 ↑
19%

G
・4%

銑 ・%社 会 科 学 10! 税

経済 ・経営 4 34 20

そ の 他 9 4 6

合 計 100% 100% 100%

出所:文 献(8)

表4オ ン ラ イ ン ・デ ー一夕 ベ ー ス 数 と 比 率

デ ー タベ ー ス

の種 類

分野

文 献 デ ー タ

ベ ー ス

フ ァ ク ト ・デ ー タ

ベ ー ス
合 計

科学 ・技術 128(51%) 30(9%) 158(27%)

経 済 ・経 営 21(8%)' 256(78%) 277(48%)

社会 ・人文科学 37(15%) 8(2%) 45(8%)

学 際 的 66(26%) 34(11%) 100(17%)

合 計 252(100%) 328(100%) 580(100%)

出所:文 献(7)に 一 部 加 筆
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表3,4か ら科 学 ・技術,経 済 ・経 営 の デ ー タベ ース が 全体 の約70%

を 占め て い るこ とが わ か る。 さ らに文 献 デ ー タベ ー スで は科 学 ・技 術,フ

ァク ト ・デ ンタベ ー ス では経 済 ・経 営 分野 の デ ー タベ ー スが 多 い ことを 特

徴 と して い る。 これ ら は特 に オ ンライ ン ・デ ー タベ ー スで は顕 著 で あ る。

な お,日 本 で利 用 で き るオ ン ライ ン ・デ ー タベ ー スの 分 野 別一 覧表 は 参 考

文献(1),(4)に 掲 載 され て い るので参 照 され る と よい 。

1.3デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス と 専 門 業 者

デ ー タ ベ ー ス は オ ン ラ イ ン の 場 合 図4の よ うな 流 れ で ユ ー ザ"一－va伝 達 さ

れ る 。 そ の 間 に い く つ か の 専 門 業 者 が 介 在 す る 。

① デ ー タ ベ ー ス ・ プ ロ デ ュ ー サ ー(DatabaseProdueer>`

デ ー タ ベ ー ス の 作 成 業 者 で 世 界 に480業 者 と 推 定 さ れ る 。

② デ ー タ ベ ー ス ・デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー(DatabaseDistributor)

デ ー タ ベ ー ス の 加 工 ・提 供 を 行 な う。

オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー は 世 界 に170業 者

存 在 す る と い わ れ る 。

③ 通 信 業 者(CommonCarrier:VAN)

通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 提 供 を 行 な い,外 国 に は 代 表 的 業 者 が6社 存 在 す

る(C.A.Cuadraに よ る)。 日 本 で は,国 内 で は 電 電 公 社,海 外 と の

通 信 は 国 際 電 電 が 独 占 で あ る 。 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー の 中 に は,通 信 業

者 の ネ ッ ト ワ ー ク に 依 存 し な い で,独 自 の 専 用 回 線 に よ り 情 報 提 供 を 行

な う業 者 も あ る(G.E.InfomationServicesのMARK皿,TheSe-

rviceBureanCompanyのSBCな ど)

④ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ ブ ロ ー カ ー(InformationBroker)

情 報 仲 介 業 者,イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ リ テ ー ラ ー と も よ ば れ る 。 元 来,

ド キ ュ メ ン ト ・デ リ バ リ ー(ド キ ュ メ ン ト ・ フ ァ イ ン デ ィ ン グ)と よ ば

れ る1次 資 料 の コ ピ ー ・サ ー ビ ス を 行 な っ て い た が,オ ン ラ イ ン ・デ ー
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タベ ー ス の時 代 の到 来 に よ り,自 分 で 直接 で きな い ユ ーザ ー の た め に検

索 を代 行 す る業 務 を 始 め,ビ ジネ スに成 長 して い る。C.A.Cuadraに

よれば 世 界 に約140業 者 うち90が 米 国 に存 在 す る。

日本 で は本 格 的 に代行 検 索 を行 な うイ ンフ ォ メー シ ョン ・ブ ロー カー

は な い。 わず か に 日経SVPが 特 定 の デー タ ベ ー ス の検 索 を 行 って い る

にす ぎ ない。 そ れ も1982年 に な ってか らで あ る。 そ の他,一 部 の デ ィ

ス トリビュ ー タ ーや 販 売 代理 店 が代 行 検 索 を行 な ってい る。(例:JICST,

丸善,紀 伊 国 屋)

外 国 で の動 向 を 分析 す る とイ ン フ ォメー シ ョン ・ブ ・一 カ ーが デ ー タ

ベ ー スの 流通 促 進 に果 た した 役 割 は 大 き く,間 接 的 な デ ー タ ベ ー スの利

用 層 を 広 げ,ひ い ては デ ータベ ー ス ・サ ー ビス産 業 に貢 献 してい る。 日

本 で イ ン フ ォメ ー シ ョン ・ブ ロー カ ーが育 た ない のは,デ ー タベ ース の

検 索結 果 の第 三 者 へ の提 供 を 禁 止 す るデ ィス ト リビ ュー タあ るい は そ の

代 理店 が多 い か ら で あ る。

デ ー タベ ー スの 量 的 な 増加 に よ り,適 切 な デ ー タベ ー スを で きる だけ

低 コス トで,精 度 の高 い 検 索 を行 な うため には イ ンフ ォ メ ー シ ョン ・ブ

ロー カ ーが 必 要 で あ る。 特 に デ ー タベ ー スの 利 用頻 度 が 少 な い ユ ー ザ ー

や 自機 関 に イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・スペ シ ャ リス トが い な い ユ ーザ ー には

そ の要 請 が 大 きい。 日本 で も近 い将 来 の 出現 が期 待 さ れ る。

表5に 代 表 的 な 専 門 業 者 の例 を あ げ る。
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表5 代表的な専門業者

専 門 業 者 業 者 名 国籍 デ ー タベ ー ス(シ ス テ ム)名

デ ー タ ベ ー ス ・ ChemicalAbstractsService 米 CASEARCH(化 学)

プ ロデ ュ ーサ ー
Predica3ts,1ロc. 〃 PTSPROMT(経 営)

Busines⑨1ロteτnatiCロa1 〃 BI!DATA(経 済}

Inst三tutionofElectricalEngineers 英 INSPEC(電 気)

DerwentPuUications 〃 WPH特 許}

CATED 仏 ARIANE(建 築)

東京商 工 リサーチ 日 TSR(財 務)

日本経済新聞社

日本科学技術情報センター(JICST)

〃

"

NEEDS(経 済,記 事)

JIC・T翠鍵 麟 ㌣ ・、.

デ ー タベ ー ス ・ G.E.InformaUonServicesCo. 米 MARK・ 皿

デ ィ ス ト リピ ュ ー ク ー DIALOGIロformationServices,1ロc. 〃 DIALOG

SDC(Sy`temDevelopmentCorp・) 〃 ORBIT

DataRe30urce5,Inc.' " DRI

TheNewYorkTimegInformation
Ser▼iceCo.

〃 TheNewYoτkTimes

InfoτmationBank

B【itishLibrary 英 BLAISE
「

BPO(英 国郵電公社} 〃 PRESTEL
「

IDC(lntemat三 〇na1Dokum組tationsgesels一 西独 IDC

chaftfUrChe【nie)

JICST 日 JOIS'∬

日本特 許情報 セ ンター(JAPATIC} 〃 PATOLIS

日本SDC
" SEARCH-J

市況情 報 セ ンタ ー
〃 QUICK

通 信 業 者 Telenet 米 TELENET

Tymshare " TYMNET

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ FIND/SVP 米

ブ ロー カ ー InformationOnDemand 〃

FreehnceRese肛chServices
〃

SVP 仏
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1.4日 本 に お け る デ ー タ ベ ー ス 利 用 の 現 状

(1)サ ー ビ ス ・ シ ス テ ム

現 在,日 本 で 利 用 可 能 な 商 用 オ ン ラ イ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス を

表6に 示 す 。

表6 日本 で 利 用可 能 な オ ン ライ ン ・サ ー ビス

デ ィス ト リビ ュー ター サー ビス(シ ス テ ム)名 提供 され る主 なデ ータベース 料金体系

日本科 学技術情報 センター JOIS－ 口 科学技術 の文献 デ ータベース 従量制

日本特 許情報 セ ンター PATOLIS 国内特許,実 用 新案 や米 国特許 な ど(文 献 デー
タベース)

従量制

日本経済新聞社 NEEDS-TS 日本のマ ク ロ経 済,ミ ク ロ経済,米 国 のマク ロ
経 済,株 価(フ ァク ト・デ ータベー ス)

会員制

電電公社 NEEDS-IR 新聞 ・雑誌 記事(文 献デ ータベー ス) 従量制

電電公社 TSR-BIGS 国内の企業の財務概要 従量制

市況情 報 セン ター QUICK 株価(国 内,海 外)市 況
外国為替(フ ァク ト・デ ータベー ス)

会員制

日本SDC SEARCH-J 世界 の特許,医 薬,化 学 などの文献 データベース 会員制

αE.lnfomationService

Co.闇

(電 通 国 際 情 報 サ ー ビス)

MARK－ 皿 国内外の マク ロ経済,産 業統 計,株 価 な どフ ァ

ク ト・デー タベ ース

従量制

DIALOGInfo㎜tion

Services,Inc

(丸 善,紀 伊 国 屋)

DIALOG 約100種 の科 学技術,経 済,経 営,社 会 ・人

文科学,学 際的 な文献 データベ ース

従量制

CISCorp.

(紀 伊国 屋)

CIS 化学 構造,ス ペ ク トル,毒 性な どの フ ァク ト ・
デ ータベース

会員制

SDC

(日 本SDC)

ORBIT 約60の 科学技術,経 済 ・経営,社 会 ・人文科

学,学 際的な文 献デー タベース

従量制

◆

TheN.Y.Times

InformationServiceCo.

(日 本 経 済 新 聞 社)

TheNY.Times

InfomationBank

(TheInfomationI畑nk)

凡Y.Times紙 他 約90種 の新聞,雑 誌の 文献

データベース

従量制

CDC

(日 本CDC)

SBCDataBase
Service
(CALL)

米 国企業 の財務 デ ータベース,米 国経済統計 デ
ータベースな ど

(フ ァク ト・デー タベース)

会員制

Dr.Dvorkovitz&

Associates

(ド ボ ル コ ビ ィ ツ ・ア ン ド ・

ア ソ シ エ ー ツ 日 本代 表)

DDAService 約4万 件の ライセ ンス技術情報
(文 献 デー タベース)

会員制

DRI

(日 本 経済新 聞社)

DRI 米国,欧 州 の経済統計,産 業情 報な ど 会員制

CAS(ChemicalAbstracts

Service)

(化 学 情 報 協 会)

CASONLINE CASが 収集 した数 百万件の化 学物質 の構 造な

どの ファク ト・デ ータベース

従量制

目本電子計算 JIP/BRS 世 界の医学,電 気工学 な どの文献 デー タベース 従量制

InteractiveDataCorp・

(野 村 総 合 研 究 所)

InteraetiveService 世界の経済統計,産 業情報など 会員制

/
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こ れ ら の サ ー ビ ス は 主 に2つ の 形 態 に 分 け ら れ る 。

① 国 内 の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー の サ ー ビ ス:

JOIS－ 皿,PATOLIS,NEEDS-TS,NEEDS-IR,QUICK,

SEARCH-J,JIP/BRSの よ う に 国 内 の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー が,

国 内 ま た は 海 外 で 作 成 さ れ た デ ー タ ベ ー ス を 提 供 す る ・

こ の サ ー ビ ス の 特 徴 は 日本 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス で あ る 。 従 っ

て 文 献 デ ー タ ベ ー ス の 場 合 は 漢 字 ・ カ ナ 混 じ り の 出 力 が 得 ら れ,フ ァ

ク ト ・デ ー タ ベ ー ス で は 国 内 経 済 統 計 や 企 業 財 務 デ ー タ,株 価 な ど 日

本 国 有 の デ ー タ が 提 供 さ れ る 。

② 海 外 の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ ー の サ ー ビ ス:

フ ァ ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス シ ス テ ム の 代 表,例 え ばMARI(皿

DRI,hteractiveService,CALL,CIS,CASONLINEで あ り,

文 献 デ ー タ ベ ー ス はDIALOG,ORBIT,TheInformationBank

な ど に よ り提 供 さ れ る 。

こ れ ら の シ ス テ ム の う ちMARK皿,CALL,な ど は 専 用 回 線 に よ り サ

ー ビ ス さ れ て い る 。 そ の 他 は1980年9月 の 国 際 電 電 に よ るICAS

(国 際 コ ン ピ ュ ー タ 通 信 一サ ー ビ ス)に よ り サ ー ビ ス 可 能 と な っ た 。

現 在 は 日,米 間 の 通 信 サ ー ビ ス に 限 定 さ れ て い る の で 米 国 の デ ィ ス ト

リ ビ ュ ー タ ー か ら の デ ー タ ベ ー ス の み の 利 用 に 限 定 さ れ て い る が,

1982年4月 に 欧 州 と の 通 信 サ ー ビ ス が 開 始 さ れ る 予 定 で あ る 。

(2)利 用 者 数

ICASの 開 始 に よ り米 国 の 豊 富 な デ ー タ ベ ー ス が 日 本 に 進 出 し た 。 と

り わ け,米 国 の 三 大 文 献 デ ー タ ベ ー ス,DIALOG,ORBIT,BRS(BRS

は 現 在JIP/BRSに て'サ ー ビ ス;近 い 将 来ICASに て サ ー ビ ス さ れ る 予

定)は 日 本 の ユ ー ザ ー 拡 大 を 喚 起 し た 。 因 にDIALOGの ユ ー ザ ー 数 は

丸 善 経 由 で1200(パ ス ワ ー ド数),紀 伊 国 屋 経 由 で1000(パ ス ワ ー

ド数),ORBITが900(パ ス ワ ー ド数)で あ る 。
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一 方
,国 内 の デ ー タ ベ ー ス も 増 加 の 一 途 を た ど り,漢 字,カ ナ サ ー ビ

ス に よ りJOISは 約800(パ ス ワ ー ド数),PATOLISは520(パ ス

ワ ー ド数)の ユ ー ザ ー を 獲 得 し て い る 。

これ らの ユ ー ザ ー間 には 重 複 が あ る と考 え られ るが,現 在 の文 献 デ ー

タ ベ ー ス の ユ ー ザ ー 数 は 約1000と 推 定 さ れ る 。

利用 され るデ ー タベ ー ス

 

③

ユ ーザ ーに対 して行 な表7は 日本情報処理 開発協 会が データベース

った利 用動 向調 査 の結 果 で あ る。 回 答1,277社 の うち171社 が バ ッチ ま

たは オ ンライ ンで デ ー タベ ー スを 利用 して い る。 文 献 デ ー タ ベ ー スは科

学 技 術 分野,フ ァク ト・デ ー タベ ース(数 値 デ ー タベ ー ス)で は 産業 ・

経 済 ・社 会 な ど の分 野 の デ ー タベ ース の利用 頻 度 が 高 い。 これ で わ か る

この傾 向は1.2で 述 べ た 世 界 の デー タベ ース の作成 分 野 の 特 徴 と符号 す

る 。

全 産業 ・デ ー タベ ー ス利用 の現状表7

実 文 数 画 映 音 延
献 値

利 用 情 報 情 情 べ
回 報 報

像 像 声
利 科 特 産そ 科 産そ 回

答 学 業の 学 業の
用 ■ 許

・他
.

・他 答

方 社
技
術 分

経分
済野

・

技
術

涯分
済野

●

情 情 情

社

業 式 分 社 分 社
種

数 野 野 会 野 会 報 報 報 数

社 数 82 24 22 14 14 57 5 0 0 114

現
バ ッ チ

在
% 100 293 2(蕊8 1z1 1Z1 45.1 57 α0 α0 1590

の 社 数 116 50 55 15 21 48 11 0 1 179

利 オ ンラ イ ン

用 % 100 451 284 129 18.1 4t4 95 α0 α9 1543

状

況
社 数 171 64 55 26 54 75 15 0 1 264

実 計

% 100 3Z4 510 152 199 427 ス6 α0 α6 1544

出 所:文 献(9)
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1.5デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスの 市場

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの動 向 を 分析 す る際 に,ユ ーザ ー の利用 状 況 に

関 す る デ ー タが 必 要 で あ るが,1.4(2)・(3)で 述 べ た ユ ーザ ー数 や ア ン ケー ト

調 査 結 果 な ど位 で,き わ め て不十 分 で あ る。 そ こ で本 文 で は デ ー タベ ー ス

の提 供 側 の情 報 に よ りサ ー ビスや 利 用動 向 を 分析 す る。

(1)海 外 の 市 場

海 外 の デ ー タ ベ ー スの 市場 を網 羅 し た調 査 結 果 は ない が,デ ー タベ ー

スの先 進 国,米 国 と欧 州 にお け る市場 につ い て紹 介 す る。

米 国 で はIDC社 の調 査(文 献(3))に よ って,オ ンライン ・デー タづ 一

ス の売 上 高(デ ィス トリビュー タ)は1980年 で約8.2億 ドルである。.そ

の うち フ ァク ト ・デー タベ ー スが7.5億 ドル,文 献デー タベースが7千 万

ドルであ る。 ファク ト ・デ ー タ ベ ー スの 中 で は 信 用情 報が 最 も大 き く(約

40%),以 下 財 務,経 済,不 動 産 情 報 で つづ く。 経済(営)・ 社 会 ・

科 学 分野 は 全体 の94%を 占め 学 際 分 野,科 学 ・技 術 分野 の 順 に な って

い る。 、

一 方
,文 献 デ ー タベ ー スに つい ては,図 書 館 の カ タ ログ情 報,新 聞 な

どの学 際 分野 が51%を 占め て お り,つ い で科 学 ・技 術(29%),社

会 、.人文科 学 分 野 とな ってい る。 学 際 分野 で の デ ー タベ ー スが,科 学 ・

技 術 分 野1よ'り も,大 き な 市 場 を 有 し て い る こ とは 新 た な傾 向で あ り・

今 後 日本 の 市場 の動 向を 予 測 す る際 に参 考 に な るで あ ろ う。

欧 州 に つ い て はF,。st&slillivan社 の 調 査 が 市場 規 模 を 推定 し て

い る(文 献 ⑩ を 参 照)。 そ れ に よ る と 欧 州 の フ ラ ン ス,西 ドイ ツ,イ

ギ リス,他7カ 国 の オ ンラ イ ン ・オ フ ラ イ ン双 方 の デ ー タベ ース市 場 は

1979年 に 約5.9億 ドル であ る。西 ドイ ツ,フ ラ ンスが 約1・5億 ドル ・イギ

リスが1.4億 ドル とほぼ均衡 した市場 で あ る。 分 野 別 にみ る と市場 情 報 が

48%を 占 め,つ い で信 用 情 報(24%),経 済(10%),財 務,科

学 ・技 術 の 順 に な ってい る。
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(2)日 本 の市 場

日本 のデ ー タベ ー ス市 場 を 正 確 に記述 した ものは 皆 無 で あ る。 わず か

に通 産 省 の 特 定 サ ー ビス業実 態調 査 の 中の 情 報提 供 サ ー ビス業 に デ 一 夕

ベニ ネ も'ザLゼ ズが含まれて ・・ピ 情 報 提供ザニビナ業 磯 波 は

1979年 に316億 ド ル と な っ て い る 。

2デ ー タベー ス ・サー ビス の将 来

2.1海 外 の動 向

(1)ユ ー ロネ ッ ト(Eur.onet)'

ユ ー ロネ ッ トは 図5 ,表8の よ うに現 在,36の ホ ス ト,291種 の デ

ー タベ ー スを約2 ,000の ユ ー ザ ーに提 供 して い る。1981年 に大 幅 な拡

充 が あ り,ホ ス ト数 で13,デ ータ ベ ー ス数 が170,ユ ーザ ー数 が1000

の増 加 を み てお り現 在 に至 って い る。 同一 デ ー タ ベ ー ス内 の 情報 量 に つ

い て もた とえば 代 表 的 な ホ ス トで あ るESA-IRSで は1981年 に約11

%の 増 加 を み てい る。

ユ ー ロネ ッ トとは 別 に国際 づ ケ ッ ト交換 サ ー ビス(IPSS)が 進 ん で

お り,近 い将 来 ζれ とユ ー ロネ ッ トとの接 続 が な され,全 世 界へ の ネ ッ

トワー ク接続 が 可 能 とな るで あ るで あ ろ う(図6参 照)。 日本 か ら も

ICASが 欧 州 に も伸 び1982年 か ら ユ ー ロネ ッ トの デ ータ ベ ースが 利 用

で き る よ うにな る。
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表8EURONETDIANEの 分野 別 デ ー タベ ー ス数(1981年)

順位M デ ー タベ ー スの 分野
デ ー タベ ー ス

数

1

順位M デ ー タ ベ ー ス の分 野
デ ー タベ ー ス

数

1 経 済' 65 37 化学 ・化合物 12

2 統 計 47 38
'

電 磁 気学 12

3 ビジネス情報 43 39 経 営 工学 12,

4 財 政 42 40 数 学 12

5 化学 ・理論 ・応用 4i 41 動物学 ・獣医 学 11

6 生 物 学 40 42 特 許 11

7 工 業 技 術 33 43 労 働 ・賃金 ll

8 医 学
亀

33 44 機械工学 ・理論 ・応用 10

9 環 境 32 45 出版 目録 9、

10 法律 ・法規 32 46 心理学/精 神医学 9

11 貿'易 30 47 新聞 ・時事情報 8

12 物理学 ・理論 ・応用 28 48 熱 力 学 8

13 公害 ・騒音 26 49 航 空 学 7

14 司法関係情報 26 50 宇宙 工学 6

15 エ ネル ギ ー 26 51 天文学 ・天体物理学 6

16 政 治 ・行政 24 52 教'育 6

17 金属 ・金属工学 24 53 市況 情 報 6

18 薬 学 21 54 林 業 5

19 図書館・情報科学 21 55 生体 計 測 4

20 電 子工学 20 56 革新技術情報 4

21 地球の科学 20 57 企 画 .4

22 建築 ・構造 19 58 ゴ ム 4

23 計算機利用 ・デ ータ処理 19 59 社 会 学 4

24 水 19 60 織物 ・繊維 4

25 農 学 18 61 会 議 録 3

26 社会 科 学 18 62 言 語 学 3

27 法 律 学 i7 63 人工衛星 ・衛星工学 3

28 毒 物 学 16 64 標準 ・規格
・3

29 原子 力科学 ・工学 15 65 通 信 3

30 漁業 ・水産技術 14 66 哲 学 2

31 海 洋 学 14 67 歴 史 2

32 生 化 学 13 68 研究 機 関 2

33 食品科学 ・工業 13 69 シ ソ ー ラス ・術 語学 2

34 政 治 学 13 70 芸術 ・工芸 1

35 運 輸 13 71 地 理 学 1

36 都市 工学 13 72 翻 訳 デ ィ レ ク ト リ 1

、
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(2)ビ デ オ テ ック ス

電 話 回線 を 用 い,家 庭 の テ レ ビ受 像機 が 端末 機 とな る画 像 デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビスは 英 国 で1979年 に開 始 され た。 これ がPRESTELで あ る。

PRESTELに は 英 国航 空,国 鉄,気 象 庁,証 券 取 引 所,大 英 図書 館,連

邦 農 業 局 の他 米 国 の 情 報 サ ー ビス業 な ど200以 上 の機 関 が情 報 提 供 を 行

ない,ニ ュー ス,交 通,レ ジ ャー,出 版,ス ポ ー ツ,学 術 文 献 な どの24

時 間 サ ー ビスが な さ れ てい る。

この よ うな画 像 通 信 シ ス テムは'ビ デ オ テ ック ス(VIDEOTEX)と よば

れ てい る。 日本 で もキ ャ プ テ ンシ ス テ ム開発 研 究 所 が キ ャ プ テ ン(CAP-

TAIN)を 開発,実 験 中 で1983年 に実 用 化 の 予定 で あ る。 これ らの デ

ー タベ ー スは 家 庭 情 報,娯 楽 情報 が 多 いが,科 学技 術 の 画 像 デ ー タベ ー

ス.サ ー ビス と して注 目を集 め てい るのが 米 国BRS社 のVIDEOPAT-

SEARCHで あ る。 これ は 米 国 の特 許 明細 書 の.図面 を ビデ オ テ ックス に

収録 し,テ キ ス トど図 面 の双 方 が検 索 で き る。 そ の他 化 学 関 係 で は 化学

物 質 の構 造 表 現 や ス ペ ク トル の 図形 出力 も可 能 とな ってい る。 前 者 の代

表例 がCASONLINEで あ る。 この よ うな新 しい メ デ ィア(ニ ュー ・

メ デ ィア)だ よ'るデ ータ ベ ー ス ・サ ー ビスは今 後 情 報 サ ー ビス に人 な る

イ ンパ ク トを一与え るで あ ろ う。

(3)フ ァク ト ・デ ー タベ ー ス の増 加

既 に1.2で 述 べ た よ うに今 や フ ァク ト・デ ー タベ ー スは そ の数 にお い

て 文 献 デ ー タベ ー スを凌 駕 して い る。 これ は文 献 デ ー タ ベ ー スで は 所 詮

情 報 の案 内 に留 ま るか ら で ∴直 接 ・事 実 を 知 りた い ユ ー ザ ー に と っては

フ ァ ク ト ・デ ー タベ ー ス を 望 む か ら で あ る 。 さ ら に数 値 デ ータ ベ ース

は 文献 デ ー タベ ー ス に な い,デ ニ タベ ース作 成 の容 易 さ,デ ー タ加 工,

分 析 が 可能 な どの 利 点 を 有 し,単 な る検 索以 外 の利 用 法 も開発 され てい

る。 文 献 デ ータ ベ ー スの フ ァク ト化 の傾 向 は 次 の2つ に み られ る。 第1

は 図7に み られ る よ うに文 献 デ ー タベ ース と共 に統 計 デ ー タベ ー スの よ
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う な フ ァ ク ト ・ デ ー タ ベ ー ス が 入 り,文 献DBMSに て サ ー ビ ス さ れ る こ

と に な っ た こ と で あ る 。 第2は フ ル ・ テ キ ス ト ・デ ー タ ベ ー ス で あ る 。

既 に,N.Y.Timesは 新 聞 の 全 文 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を 開 始 し た 。

こ れ ら の 傾 向 は 今 後 も 加 速 さ れ る と 思 わ れ る。 ま た,フ ル ・ テ キ ス ト化

さ れ な い 文 献 情 報 は 次 に 述 べ る 電 子 ド キ ュ メ ン ト ・デ リ バ リ ー シ ス テ ム

を く み こ む よ う に な る で あ ろ う。

④ 電 子 ドキ ュメ ン ト ・デ リバ リー

文 献 デ ー タベ ー ス の検 索 後,必 要 な1次 資料 を い か に早 くユ ーザ ー-va

提 供 す るか が デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス に付 随す る課 題 の一 つで あ った。

そ れ を解 決 す るた め に計 画 され た のがADONIS計 画 で あ る。 こ れは オ

ン ラ ンダのElsevierSciencePublisher社,PergamonPress

社 な ど大 手6出 版 社 が 共 同 で 図8の よ うなDOR(デ ィジ タル光 学

記 録)デ ィス クを使 用 し原 資 料 を 提供 す る シス テ ムで あ る。 受 付 か ら発

送 まで24時 間 以 内 で,し か も複 写 料 金 と同程 度 にサ ー ビスす る も の

で科 学 技 術,医 学 関 係1500社 を 対 象 に し てい る。

また,世 界 最 大 の プ レス ・デ ー タバ ンクの提 供 者 で あ る西 ドイ ツの

GrunertJahr社 は1985年 まで にDORを 用 い て350万 ペ ー ジ を蓄

積 す る実 用 シ ス テ ムを 開発 中 であ る。

この よ うな電 子 ドキ ュ メ ン ト・デ リバ リ方 式 が 確立 す る と今 後 の ライ

ブ ラ リ,な どの情報 サ ー ビス に大 変 革 を もた らす で あ ろ う。
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2.2日 本 の動 向

(1)日 本語 デ ー タベ ー スの増 加

1981年 か ら 日本 語 デ ー タベ ースの 作成 には 目を み は る もの が あ る。s

NEEDS-IR,テ ク ノパ ・1クの よ うな 新 聞 情報,TSR-BIGSの よ うな

企 業 情報,そ れ にJOIS－ 皿 で の い くつ か の科 学 技 術 文 献 情報 な どい く

つ か の 日本 語(漢 字)デ ー タベ ー スが 誕生 した。 こ の背 後 には 安 価 な ポ

ー一夕 ブル 漢 字 端 末機(月 額2万 円以 下 の リース料 金)の 普 及 を 見逃 す こ

とは で きな い。

しか もJIS第2水 準 まで カバ ー され て い る。 今 後 もデ ータ ベ ー ス ・

サ ー ビスの発 展 を 支持 す る もの と して文 献 デー タベ ー スの 中 の 日本 語 デ

ー タベ ー スが ます ます重 要 性 を増 加 す るで あ ろ う。
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(2)情 報 収 集 範 囲 の拡 大

1982年 にICASが 欧 州 まで伸 び る予 定 で あ る。 前 編 で述 べ た ユ ー ロ

ネ ッ トの豊 富 な デ ー タベ ー スが 日本へ 進 出す るで あ ろ う。 既 に フ ラ ンス

の テ レシス テ ム ズ社 が科 学 技 術!特 許,法 律 な ど広 範 な デ ー タベ ー ス ・

サ ー ビスを 日本 に て展 開 す る こ とを 決定 してい る。

1ごの よ う'に世 界 の過 半 数 を 占 め る欧 州 の デ ー タベ ー スが 日本 に進 出す

る と米 国 のデ ー タ ベ ー ス と共 に,日 本 の ユ ーザ ー には デ ー タベ ー スの適

切 な採 用 法 が 求 め られ る こ と にな る。

(3)社 内 デ ータベ ー ス化

上 記 の よ うな 外 部 デ ー タベ ー スの 利用 と共 に,発 達 したDBMS技 術 を

自社 デ ー タ に適 用 し,社 内 デ ー タベ ー スを作 成 す る効 率 が最 近 高 ま って

い る。 フ ァク ト.デ ー タベ ース 特 に 数 値 デLタ ベ ー ス で は 比較 的 早 く

か ら社 内 デ ー タベ ー ス化 が 図 られ て い るが,文 献情 報 に つ い ては 殆 ん ど

未着 手 とい って も よい。 そ の デ ー タベ ース化 の際,二 つ の方 法 が あ る。

① 商 用DBMSを 導 入 し,自 社 コ ン ピ ュー タ ーで文献デ ータベースを作成。

た とえば,FAIRS-1',ADABAS,STAIRSな どの商 用DBMSが こ

れ に該 当す る。

②DIALOG,ORBIT,BRS`な どの オ ンライ ン ・シス テ ム上 の プ ライ

ベ ー ト ・フ ァイル に 自社 デ ー タベ ー スを作成 。

い ず れ の方 法 で も最 適 シス テムを 選 択 しな けれ ば な らず,ユ ーザ ーの

デ ー タベ ー スの利 用 経 験 や ノ ウハ ウを生 かす 検 討 の 必 要 が 迫 ら れ よ う。

(4)ド キ ュメ ン ト ・デ リバ リー の効 率 化

文 献 デ ー タベ ー ス の検 索 後一 次資 料 の注文 は 従 来 テ レ ック スや 電話 に

よ っ てい た が,1981年 にJOISで は 端 末 機 か らの注 文 が 可 能 とな っ

たた め に1982年 にな りICASを 通 してDIALOGを 利用 す る場 合 に

DIALORDERと よばれ る同様 な発 注 が可 能 とな った 。 これ らは海外

で は既 に実 施 され てい るの で遅 れ ばせ な が ら よ うや く海 外 の利 用 レベル

に到 達 した とい え る。 今 後 は 前節 で述 べ た電 子 ドキ ュメ ン ト ・デ リバ リ
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一の方 向 へ進 む で あ ろ う。

(5)分 散 型 デ ータ ベ ー ス ・シ ス テム

増 加 す るデ ー タベ ー ス の個 々の利用 が進 む 過 程 で そ れ らを 統合 化 し,

利 用 す る ニ ー ズ も生 じ て き た 。 こ の よ うに,分 散 さ れ た ホ ス ト ・

コ ン ピュー ター を ネ ッ トワー クを介 して相 互 に利 用 す る シ ス テムを 分散

型 デ ー タベ ース ・シス テ ム と よぶ 。 この よ うな シ ステ ムの具 体 的 な構 築

が 国 の プ ロジ ェク トに よ り推進 さ れ始 め た。56年 度 の科 学 技術 庁 の振

興調 整費 に よ る 「ネ ッ トワー ク共 用 に よ る化 合 物 情 報等 の利 用 高 度 化 に

関 す る研 究 」 が そ れ で あ る。 化学 物 質 に関 す る広 範 な 情 報 を 図 の よ うに

コ ン ピュ ー ター ネ ッ トワー クで結 合 され た各 デ ー タベ ー スか ら簡単 な操

作 で 収 集 す る シ ス テ ムで あ る。 この プ ロジ ェク トは5年 計 画 で進 め られ

て お り,将 来 は 民 間 に も広 く情報 提 供 す る予 定 であ る。 今後 の進 展 に期

待 した い。

辰 一一 一二 一コ

1内 」容 マズズペ クMレ

NHRス ヘツフトル

赤外ズ《eクHL
___」

惣鑑《彊濠 蕊繭 「

靱 譜1ス㍑
灘 観

夕嵐繭で 三:
ノ認識[藝

図9化 合 物 総 合情 報 シ ス テムの 概 念 図

出所:日 本工 業 新 聞(1981年11月27日)
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(6)利 用 者 と提 供 側 の動 向

表9,10に 日本 の デ ー タ ベ ー ス利用 者 と提供 者 の5年 後 の予 測(計

'
画)に つ い て の調 査 結 果 が ま とめ られ て い る。 これ らに よれば,顕 著なか

つ 両 者 が一 致 す る点 は,文 献 デ ー タベ ー スにお け る産業 ・経 済 分野 の デ

ー タ ベ ー スの提 供 ,利 用 増 大 で あ る。 特 に数 値 デ ー タベ ー スの科 学 ・技

術 分野 の ニ ーズ の大 きさ で あ る。 全般 に数 値 デ ー タベ ー ス に対 す る ニー

ズ や提 供 意 欲 が 高 く,市 場 の フ ァク ト・デ ー タベ ー ス化 の傾 向 は今 後 も

っ つ くで あ ろ う。

表9デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス利用 の現 状 と5年 後 予 定(社 数 比)

出所:文 献(9)
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デー タ ベ ース提供 可 能 性 の現 状 と5年 後 予定(社 数 比)

出所:文 献(9)
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B.デ ー タ ベ ー ス の 効 果 と サ ー ビ ス提 供 側 へ の 期 待

'1.デ ー タ ベー ス の効 果

11デ ー タベ ー スの 多 面 性

デ ー タベ ー スは そ の デ ー タの 内容 に よ って文献 デ ー タ ベ ー ス,非 文献 デ

ー タベ ー ス
,あ るい は フ ァク トデ ー タベ ー スな ど,ま た,そ の形 式 に よ っ

て,ビ ブ リオ デ ー タベ ー ス,フ ル テ キ ス トデ ータ ベ ー ス,数 値 デ ー タベ ー

スな ど,種 々の 分類 が な され て い る。

現 在,600近 い デ ー タベ ー ス が オ ンライ ンで利 用 で き る よ うにな ってい

るが,そ の過 半 数 は非 文献 デ ー タベ ースで あ る。 数 値 情 報 を 中 心 とす る こ

れ らの非 文献 デ ー タベ ース は二 次 資料 の デ ー タベ ー ス化 を 主 流 とす る文 献

デ ー タベ ース の発 達 とは別 個 の 開発 の経緯 を た ど って来 て,提 供 してい る

経 営 体 も利 用 者 層 も異 な ってい る。

DIALQGのPredicast8Time'Seriesな どの 統計 情 報 の一 部 の例 外

を 除 い て,非 文 献 デ ー タベ ー スの流 れ は二 次 資 料 の 出版 や 情 報 提 供 サ ー ビ

スの 流 れ とは別 の組 織 にあ った。 また,こ れ らの デ ー タベ ー ス の基 とな る

フ ァク トデー タに つ い て は,デ ー タの 分野 プ発 生 源,収 集 手 段 とそ の機 関

に よ って個 有 の事 情 が存 在 し,こ れ らを一 括 し,統 一 的 に論 ず る こ とは か

な りの困難 が あ る。

発 生 と開発 過 程 の歴 史 的 背 景 の違 い に よ って,デ ー タの取 扱 い,流 通 な

どの統一 あ る機 関 の 発 達 は まだ 見 られ てい ない もの の,ユ ー ザ ー の企 業 内

情 報 部 門 では,デ ー タベ ー スを積 極 的 に活 用 し よ うと して い る部 門 と して,

その 利用 を 文 献 デ ー タベ ー ス とか フ ァク トデ ー タベ ー ス の何 れ か に制 限 す

る理 由は 何 もな い。 そ の 担 当部 門が 技術 系 の 情 報 部門 で あれ ば ビジネ ス デ

ー タベ ー スや経 済 統計
,予 測 デ ー タの 利用 は 今 まで持 って い なか った情 報

源 の拡 大 で あ り,又 社 内 の サ ー ビス対 象 の拡 大 に つ なが る。 また,銀 行 ・

証券 会 社 の調 査 部 とか経 済 研 究 所 な どの よ うに経 済 デ ータ,数 値 デ ー タの
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利用 が主 流 だ った 利 用機 関 に と っては,技 術 情 報(新 聞 ・雑誌 の ニ ュー ス

情報 や特 許 情 報 を 含 め て)の 利用 は,技 術 動 向 や企 業 動 向 を予 測 し解 析 す

る上 で 有 力 な道 具 とな り得 る。

す で に,こ の よ うな利用 を してい る生産 会 社 の技 術 情 報 部 門 や,経 済 研

究 所 の報 告 が み ら れ る よ うにな った。

1.2二 次 資料 の 性 格 とそ の比 較

学術 情報 の場 合 は,論 文 な どの生産 者 で あ る研 究 者 は そ の情 報 を 必 要 と

す る要 求 者 で もあ る.即 ち 論 文 は 一定 の形 式 を も って学 術艦 や 会 議 論

文 集 で流 通 し,あ るいは 二 次 資料 化 さ れ て,再 び研 究 者 唖 る一 つ の 閉鎖

環 で あ る。 こ の 中 で,大 量 の資 料 の 中 か ら必 要 とす るもの の みを 選 択す る

検 索 の問 題 と,そ の環 系 の 中 の情 報 の 流通,即 ち コ ミュ ニケ ー シ ョンの 問

題 が存 在 す る。

研 究者 間 の 情報 交換 の手 段 は,① レター に よる交 信,② 学会 で の発 表 と

交 流,③ 会誌 に よ る発 表 と配布,の 一 次 情報 に よ る流 れが あ る。 しか し,

過 去 の 蓄積 の上 に 新 しい理 論 櫨 開す る学 問 として の 本 質 か ら ・大量 の情

報 を 収 集 し蓄積 す る機 能 と広 く情 報 を伝 達す る機 能 を 持 つ 抄 録法 ・索 引誌

の 利用 は 不 可 欠 な もの で あ る.P…e1)vaよ る一 次 資料 の数 が3・ ・を 越

えた 、82・ 年 代va抄 録誌 の発 生 をみ,そ し て ・ その 抄 録 線 引 に よ る手 段

に よ って も1人 の 人 間 が 目を通 す限 界 を越 え て し ま った現 在,次 に来 るも

のは これ ら二 次資 料 の デ ー タベ ー ス化で あ る と して い る・(図 一1)

現 在 の と こ ろ,学 術 情 報 の検 索 は 印 刷版 二 次 資料 に よ るマ ニ ・ アル検 索

と コン ピ ュー タ検 索 が 並 行 して行 わ れ てい る。 この うち コ ン ピ ュー タに よ

る方法 を バ ッチ検 索 と オ ン ライ ン検 索 に分け て ・三 者 を 比 較 した ものを表

一 に 示す 。

1)P,i,e,D.T.,Litt1・S・i・ncea・dBigS・i・nce・(1963)
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表 一1検 索 方 式 の 比較

項 目 マ ニ ュア ル 検 索 パ ッ チ 検 索 オ ン ライ ン検 索

用 具 冊子体二次資料 磁 気 テ ー プ ・計 算機 端末機 ・電話回線

処 理 時 間
簡 単 な もの ・は や い

複 雑 な もの ・時 間 がか か る

自家 処 理 の 場合,は やい

外部 依 頼 の 場合,1～3週

間

数 分 ～数十 分 でお わ る。

(オ フ ライン プ リン トの入

手 は数 日)

処 理 量 量 に限 界 が あ る。 大量処理可能 1回 に1質 問

複 雑 さ

、

一元的な索引の利用 論 理 演算,ウ ェイ ト付 可 能 論理演算可能(索 引も出せ
る)

途 中 の

自 由 度
途 中 で方 向 を修 正 で き る。 結 果 を見 る まで狙 った と う

りか ど うか 判 らな い。

試 行 錯誤 的 に 目標 の 結果 に

しぼ って ゆ く。

使 い 方
資料特有の構成により索引
を引く。

コー デ ィン グ,電 算 機 オ ペ

レー シ ョン の専 問 家が 必要

検 索 キイ の選択,フ ァイ ル

の構 成,シ ス テ ム ・コ マ ン

ドの使 い 方。

分 野 の
選 択 性

分 野 毎 の資 料 を 用い る。 分野毎のDBを 保有するか
指定する。

シス テ ムで提 供 され る フ ァ

イル の 中か ら使 う。

主題の調整
自分 で調査 す る。 依頼者 と検索者の認識を一

致させることが必要

自分で操作できる。
(依 頼者 ・検索者が別であ
れば左と同じ)

価 格
比較的安 い(資 料費 を含'一

めると経費大)

内部処理 ・経費大
外部依頼 ・1回 数万円

1件1回 数 千 円

ス ペ ー ス
書架配列、大 磁 気 テ ー プのみ ・小

(電 算 機 を 含め る と ・大)

端 末機 ・電話 機 ・小

特 性

SDI用 とRS用 は 別 の 資

料 の 方 が よい。

SDIプ ロ フ ァイル1回 入

力 すれ ば,あ とは 自動 出力,

RSは 同 じDBを 蓄積 して

用 い る。

SDI,RS何 れ に も用 い

る。(左 欄 と同 じ)

SDISelectiveDisseminationofInformation(選 択 的 情 報 提 供)

RSRetrospectiveSearch(遡 及 検 索)
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デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスは 従来 か ら の バ ッチ検 索 時代 を 経 て オ ン ライ ン

時 代 に入 った と云 え る。 オ ンラ イ ン化 に よって デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスは

顧 客 の増 大 と拡 が りを 見 る こ とが で き,産 業 と して の展 望 が 可 能 とな った

と思 われ る。

1.2.1二 次 資料 の効 果

一 次 資料 の二 次 資料 化の 効 果 と しては 次 の点 を挙 げ るこ とが で き る。

(1)日 常 的 に通 覧 で きる一 次 資料 の範 囲 を こえ て 大量 の情 報 を検 索 対

象 にで き る。

(2)と くに対 象 分 野 が 多岐 にわ た る学 際 的 な 広 い 分野 を 検 索対 象 にで

き る。

(3)入 手 す べ き資 料 の質 を判 断 し,価 値 あ る情 報 を選 択 で き る。

(4)多 国 語 の文 献 の 中 か ら資料 を選 択 で き る。 自国語(又 は 英語)で

内 容 の概 要 を 知 る こ とが で き る。

(5)広 い 分 野 にわ た って新 しい研 究 動 向 を 把 握 で き る。

(6)過 去 の情 報 につ い て さか のぼ って検 索 で き る。

(7)そ の 分野 で 有 力 な雑 誌(コ ア ・ジ ャー ナル)を 探 す 手段 にな る。

以 上 の よ うな 利点 の反 面,次 の欠 点 を 指 摘 す る こ とが で き る。

(1)一 次 資料 を 索 引 ・抄 録 し,編 集 し,印 刷 す る処 理 の プ ロセ スが 加

わ るた め,ど うして も一 次 資料 の 出版 時期 と タイ ム ラグが生 じ る。

(2)各 種 の二 次 資料 は それ ぞ れ の 編集 方針 に従 って作 成 し てい るので,

利 用者 の ニ ーズ と合 わな い場 合 必 要 な文 献 が欠 落 す る危険 が あ る。

(採 録 資 料 の網 羅 性 と記 事 の選 定 規 準)

(3)二 次 資 料 間 で 編集 や構 成上 の相 違 が 大 き く,利 用 が 必 らず し も容

易 で な い。

(4)二 次 資料 か ら検 索 した オ リジナ ル文 献が 入手 で きない場 合 も多 い。

(5)数 値 情 報 を 収載 した 資料 で は,検 索 上 の概 念 が 同一 で も一 致 しな

い 数値 が あ った り,デ ー タの性 格,誤 差,背 景 等 利 用 に際 して の注
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意 が 必 要 で あ る。

1.2.2デ ー タベ ー スの効 果

以 上 の二 次 資料 とし て の性 格 を 持 った もの を機 械 可読 形 式 の デ ー タベ

ー ス化 した もの は 更 に次 の様 な特 徴 を備 え る。

(1)検 索 の実 行 時 間 が大 巾 に短 縮 され る。

(2)マ ニ ュ アル検 索 で は 不 可 能 な よ うな,複 雑 な 多 種概 念 の検 索が 容

易 にで き る。

(3)嵩 ば る冊 子 体 の保 存 が 不 要 に な る。 また,重 い 本 を 取 り出 さな く

て も大 フ ァイ ルを す ば や く検 索 で き る。

(4)大 規 模 な 図 書館 を 除 い て,通 常 の場 合,保 有 して い る冊 子 体 資料

よ りデ ー タベ ー スサ ー ビスに よ って提 供 され る もの の方 が,広 範 囲

で 多 くの情 報 源 を 有 し てい る。

(5)情 報 は 必 要 な と きに購 入 す れ ば よい。

(6)索 引 ・抄 録 の 為 の タ イ ム ラ グは 解 消で きない が,編 集 ・印刷 に起

因 す る タ イ ム ラ グは解 消 で き提 供 まで に要 す る期 間 が 若 干 短 縮 で き

る。

以 上 の よ うに,利 点 ば か りで な く,も ち ろ ん欠 点 も発 生 す る。

(1)ま だ 蓄積 期 間 が 短 く,最 近 の もの(多 くは1970年 以 降 か ら)し

か検 索 で きな い。

(2)抄 録 部 分や 図 を 出 力上 で入手 で きな い デ ー タベ ー スが まだ 多い の

で,そ の ま ま資料 の 質 を判 断 で き ない場 合 が 多い。

(3)二 次 資 料 として の 性格 ・特 徴 を知 った 上 で,デ ー タベ ー ス化 に際

して の デ ー タ項 目 とそ の性 質,そ して その デー タベ ー スが 検 索 シ ス

テ ム に状 容 され た場 合 の検 索 上 の 制 限 条件 や特 徴 を 知 って い な い と

完 全な検 索 が で きな い。

(4)オ ン ライ ン検 索 で は,使 い 方(接 続 手 順 や コマ ン ド体 系)を 知 ら

な け れ ば な らな い。
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(5)一 見 コス ト高。 従 来 の 情報 コス トの上 に 使用 料 を支 払 うこ とにな

るので,経 費 増 とな る場 合 が多 い 。

L3現 場 か らの報 告

日本 で は,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス利 用 につい て の 報告 が まだ 少 な い が ・

以 下 二 三 の例 を のべ る。

ソ ニー㈱ の技 術 情報 セ ンタ ー では,社 内 の エ ン ドユ ー ザ ー に対 し て ア ン

ケー トに よ って オ ン ラ イ ン検 索 の効 果 測 定 を行 った。1)そ の 中 では,効 用

と して 「資料 調査 時 間 の 短 縮」 が一 番 多 く,そ の 短縮 期 間 を平 均6.5日 と

報告 して い る。 こ の数 字 は 予 想 外 に大 きい。 これ を 金額 に直す と年 間何 億

とい う効 率 化 に該 当す る とい う。 また,こ の ア ンケ ー トで は 依 頼 目的 と し

て 「動 向把握 を した い」 とい うのが 半 分以 上 あ り,こ れ か らの 使 わ れ 方 の

傾 向を 示 し てい る。

三 井 金 属鉱 業 図 書室 で の実 験2)で は,あ る テ ーマを い くつ か選 び 出 して

Chemica1Abstractsと い うアメ リカ化学 会が 出 し てい る抄 録 誌 を,手

め く りで検 索 した。 そ の結 果,4年 分を 見 るのに104時 間 か か った。1日

7時 間 と して15日 間 を 要 した こ とに な る。 同 じ こ とを オ ン ラ イ ン検 索 を

した と ころ,10数 分,約4,000円 で終 り,そ の結 果 も手 め く り検 索 をは

るか に越 え る良い 結 果 を 得 た とい う。

も う一 つ の例 と し て,住 友 化 学 が,同 じ くChemicalAbstractsの 磁

気 テ ー プを購 入 して検 索 実 験 を した 結果 が あ る。 この 実験 は,研 究 員 を 数

十 人 動 員 して そ の研 究 員 の研 究 テ ー マ につい て手 め く りで抄 録 誌 を 検 索 し

た。 そ の結 果 を研 究 者 自身が 評価 した ところ42.8%の 文 献が 漏 れ てい た

とい う回答 が 出た。 同 じ テ ー マ につ い て情報 検 索 の専 問 家 が コ ン ピュー タ

i)コ ン ピ ュー ト ピ ア16(186)p.19(1982.3)

2)専 問 図 書 館Ma87.p.23(1982)
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検 索 を した結 果 を,手 め くり検 索 を した研 究 員 に 評価 を し て も ら った とこ

ろ,こ ち らの 方 は僅 か2.3%が 漏 れ て い た にす ぎなか った。 この結 果 に基

づ い て住 友 化 学 は,住 化情 報 セ ンタ ーの 設立 に踏 み切 った と云 わ れ てい る。

ア メ リカの 国 立 医学 図 書 館(NLM)で は1964年 か ら,MEDLARS

(MedicalLiteratureAnalysisandRetrievalService)の テー

プを用 い て バ ッチ検 索 サ ー ビスを 開 始 し てい る。 これ が一 般 に公 開 され た

コ ン ピュ ー タ利 用 に よ る遡 及検 索 サ ー ビスの最 初 の ものであ る。,当時NLM

で の検 索 所 要 時 間 は1件 あ た り平 均2週 間 で,利 用 者 が 申込 を してか ら結

果 を 入手 す る まで約6週 間 を 要 して い た とい う。NLMで は このMED-

LARSを オ ン ライ ン化 し てMEDLINEと 称 した サ ー ビスを1972年 に開

始 してい る。

1.4オ ン ラ イ ン検 索 の経 済 効 果

オ ン ライ ンに よ る情報 検 索は,従 来 か らの マ ニ ュアル に よ るも の よ りも

経 済 的 に ど の位 メ リ ッ トが あ るの だ ろ うか,と い う問 い に答 え る こ とは 容

易 では な い。

オ ン ライ ン検 索 の経 費が 正 当 で あ る こ とを 証 明す る た め の1つ の モ デル

をICIのFlynnら が発 表 してい る。1)ICIの1977年 の年 間検 索 回数

を マ ニ ュ アル に よ る もの1851回,オ ンラ イ ン検 索 に よ るもの2591回 に

つ い て 費用 を 算 出 し比較 して い る。 そ れ に よ る と マ ニ ュ アル検 索 の 費用 は

1件 当 りの平 均 値 で26.7ポ ン ド,オ ンラ イ)/検 索 で は21.5ポ ン ドとな

って い る。 コス ト効 率 は マ ニ ュ アル検 索 の コス トか ら オ ン ライ ン検 索 の コ

ス トを 引 い て 計 算 し,そ の差 を オ ン ライ ン コス トに対 す るパ ーセ ン トとし

て表 わ してい る。 この場 合 の コ ス ト効 率 は24.1%と な る。 詳細 は 表 一2

に示 した。 マ ニ ュ アル検 索 の平 均 所 要 時 間 とか,労 務 費 の算 出な ど単 純 に

1)Flynn,T.etal,JofInformationScience1(2)77-84(1979)
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表 一21CIの 計 算

検 索 回 数

マ ニ ュ ア ル1851

オ ン ラ イ ン2591

平均検索時間

4時 間

50分 間

予備調査時間

端末接続時間

出力の整理編集な ど

オ ンラ イ ン接 続 時 間=1132時 間=4528質 問

オ ン ライ ン支 出=£68,483

1質 問 当 りの支 出=£16.

人件費

マ ニ ュ ア ル 検 索1回 の コ ス ト=£26.68

オ ン ラ イ ン 検 索1回 の コ ス ト=£21.5

オ ン ラ イ ン検 索 の コス ト効 率=24.1%

20分 間

15分 間

15分 間

デ ー タ ベ ー ス+回 線 料 £15

端末 機 レンタル料 £

年 間 £10,000200日 稼 動 と し て

い か な い 要 素 もあ るが1つ の モ デ ルを 示 して い る。

金 額 的 な 比 較 では 前述 の よ うに な るが,現 実 には 情 報 費用 の低 下 と な っ

て表 わ れ る こ とは まず な く,オ ン ライ ン費用 は従 来 の情報 費用 の上 に付 加

され る形 でふ えて し ま うこ とが 多 い。

ICIの 報告 で は こ の点 を オ ン ライ ンに よ る実 質 的 な 生 産 性 の改 善 と し

て 把 え て い る。1件 の サ ーチ に要す る人 間 の労 力は,マ ニ ュアル で4時 間,

オ ン ライ ンで0.83時 間 と計算 し,1年 間 の サ ーチ件 数 を4528件 とす る

と,マ ニ ュ アルの場 合 は,こ れ を 全 部 まか な う為 には12.07人/年 間 必 要

とな るが,こ れを オ ン ライ ンで 実 行 す れ ば2.5人/年 とな り,結 局9.57
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人/年 の生 産 性 向 上 とな る。

この計算 モ デ ル は マ ニ ュ アル 検 索 とオ ンラ イ ン検 索 を単 純 に くらべ て い

るが,現 実 に は カー ド形 式 の二 次 資料,マ シ ンソー トの道具 や,バ ッチ検

索 な ど も問 題 と資料 に よ って使 い 分 け る場 合 が 多 い ので これ ほ ど単 純 で は

な い。 また 個 々の デ ー タを 見 て も,マ ニ ュ アル サ ーチ の平 均 所 要 時 間4時

間 は異 論 のあ る と ころ だ ろ う。 前述 の よ うに,ソ ニーや 三 井 金 属 の 例 の よ

うに数 日 とい う単 位 の調 査 もあ る。 総 合 的 な大 が か りな調 査 では 数 日間 は

常識 で あ るが,反 面手 近 か な索 引誌 や デ ー タ ブ ックを し らべ れ ば す ぐ解 決

す る こ と もあ り,こ れ を オ ン ライ ンを 用 い れ ばか え って時 間 と費用 が か か

るこ とにな る。 この よ うに非 常 に 巾の 広 い仕 事 で あ り,平 均 値 を 出す こ と

は 容 易 で は な い。 この意 味 で マ ニ ュ アル サ ーチ の4時 間 とい うの は大 胆 な

推定 では あ る。

同 じ よ うに,オ ンライ ン検 索 の所 要 費用 の 推定 も不 確 定 な 要 素 が 多 い。

中 で も質 問 式 の作 成 時 間(Pre-terminaltime)及 び,後 処 理,編 集,

検 討 の時 間 な どそ の 専 問分 野 と質 問 の 内容 に よ って,も ち ろ ん検 索 者 の優

劣 に よ って も大 き く左右 され る。

さ ら に,国 内 の他 の事 情,主 に通 信 料 金 の相 違 に よ って異 な って くる。

オ ンラ イ ンが 発 達 した 米 国 で は 市 内料 金 は 日本 よ りか な り高 い が,長 距 離

の市 外 料 金 は安 い,従 って 一 既 に両 者 の比 較 は しに くい。 通信 料 金 を 除 い

た検 索 費用 は,各 々の デ ー タ ベ ー スベ ン ダー の料 金 表 が 揃 ってい る ので 比

較 しや す いが,当 然繁 用 す るシ ス テ ム とデ ー タベ ー スは異 な るので 機 関 に

よ って経 費は 異 って くる。Bennent1)とRouse,andLannom2)の 報 告 を

ま とめ て 表 一3に 示 す。

ICIほ どの情 報 部 内 で は 必 要 と思 わ れ る マ ニ ュ アル 用 の 資 料 は 完 備 し

1)Bennent,J.H【.;Online1(2)9-22(1977)

2)Rouse,S.;Lannom,L.W.;OnlineRev1(2)117-132(1977)
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表 一3ア メ リカ の ユ ー ザ ー の 利 用 経 費

調 査 例

オ ペ レー タ名

Bennent

(1977)

INFORM*

Bennent

(1977)

ERIC

Rouse&Lannom

(1977)

ERIC

BRS 10,24$ 5,27$ 7.85-11,63$

Lockheed 25.82 5.43 7.55-13.64

SDC 25.91 5.84 8.06-20.47

*Bennentの 例 は月 間5時 間 とい う高 め の料金 に よ ってい る。

(科 学技 術 庁編,科 学 技術 情 報 の機 械 化,(1981)P.74よ り 引 用)

てい る と思 うが,日 本 の企 業 の 規 模 では,通 常 の図 書室 で も,専 問 領域 の

二 次 資 料以 外 は 利 用 の効 率 が 良 く全 て揃 え て い る訳 で は な い の で こ れ ら の

資料 は デ 三 夕ベ ー スサ ー ビスを通 し て のみ利 用 で き る こ とに な る。

2デ ー タベー ス ・サ ー ビスの企 業 内情 報部 門へ の影響

2.1情 報 活動 とは

「情 報」 とい うコ トバは い ろ い ろ な場 面 で 用い られ る。 コ ン ピュ ータ の

運 転 も情 報 処 理 とい うし,ご く普 通 の事 務 室 の仕事 も情 報 の処 理 ・伝 達 と

い う。 とい うこ とは,本 来 情 報 の専 門 家 とい う特別 な 人 が 企 業 内 に存 在 し

て い るので は な く,企 業 内 の どの セ ク シ ョンに属 してい て も,そ の仕 事 は

情 報 の発 生,処 理 伝 達,配 布 に関 係 し,多 かれ 少 かれ 情報 活動 を行 な って

い る とい え る。 た だ,情 報 部 門 にい る担 当者 は ,情 報 に直 接 関 与 して い る

比 率 が 高 い とい うに す ぎな い。

この よ うに考 え る と,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの普 及 に つ れ て ,多 くの

人 が そ の利 用 を 自分 の仕 事 に生 か して ゆ くこ とにな る。 今 まで の情 報部 門

の仕 事 が,従 来 の 情 報 活動 の枠 を 出な い の で あれ ば ,専 門 家 と し て の情 報
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活動 は 希 薄化 され る とい う心配 が あ る。

2.2情 報 部門 の仕 事 の拡 が り

オ ンラ イ ン検 索 サ ー ビスは コ ン ピュー タ技 術 と通 信 回 線 に よ って検 索 の

即 時 化,大 量 処 理 を可 能 に し,従 来 にな い使 い 方 を 工 夫 し てゆ けば,新 し

い情 報 を 創 造 して ゆ け る可 能 性 を も って お り,情 報 部 門 の評価 を変 え させ

る有 力な 道具 とな るだ ろ う。 現 在,既 に企 業 内 に デ ー タベ ー スサ ー ビス の

利 用 が浸 透 して ゆ くにつ れ て,そ の仕事 の 拡 が りは 当 初 の予 想 を 越 え て種

々 の部 門 へ影 響 を お よぼ しつ つ あ る。 旧来 か らの コ ン ピュー タシ ス テ ム部

門,調 査 部 門,企 画 部 門 な どの機 能 とオ ー バ ラ ップ しな が ら,オ ン ライ ン

情報 処 理 の機 能 を 使 い こな して好 結 果 を 出し て い る企 業 も多 い 。

折 か らのOAブ ー ムを反 映 して,パ ソ コンあ るいは マ イ コ ンの オ ン ライ

ン端末機 とし て の利 用 は ご くあ た りま えの こ と とな り,デ ー タベ ー スサ ー

ビスば か りで な く,豊 富 な ソフ トウ ェ アを 利用 で き るTSSに よる情報 処

理 シ ス テ ムを 自社 内 に作 る こ とが容 易 に な った。

社 内 に端末 機 操 作 に慣 れ た人 が ふ え て くるにつ れ て,こ の こ とが また,

便 利 な使 い 易LX社 内情 報 の検 索 シス テ ムやTSSシ ス テ ムの要 求 水 準 とな

っては ね 返 って く る。 こ こか らDBMS(デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トシ ス

テ ム)へ の関 心 を 呼 び お こ し,使 い易 いDBMSへ の 要 求 とな る。 また,ソ

フ トウ ェアば か りで な く,デ ー タ項 目に も影 響 を 及 ぼ し,化 学 会 社 で行 な

う化 合 物 の 管 理 シ ス テ ムで は,CAS(ChemicalAbstractsService)

の 化合 物 登 録 シ ス テ ムで登 録 してい るRegistryNumberの 入 力 や,構

造 式 の 図形 出力 の要 求 は ご く普 通 の こ と とな って い る。

化 学 の分 野 で の コ ン ピュ ー タ ーを 中心 とした業 務 の 拡 が りを表 一4に 示

す 。 こ の表 で は経 済 ・経 営 の デ ー タバ ンクの利 用 か ら,有 機 合成 デ ザ イ ン

の実 行 な ど巾の 広 い こ とが わ か る。 そ して,こ れ らの仕 事 の大 部 分 が研 究

室 の一 隅 の端末 機 か ら可能 とな って い るので あ る。 さ ら に,端 末 機 の イ ン
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「

表 一4化 学 分野 のD.B応 用 の拡 が り

情 報 の 種 類 デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム な ど

A ① ビジネス情報

ニ ュ ー ス,経 済,経 営 Predicast,PROMTete

産業情報,市 場情報 CIN,N.Y.Times,、

情 統計,財 務 デ ー タ Needs-IR新 聞 情報 他

報
検 ②技術情報 JICSTFile,

索
文献情報,特 許情報 C.A.Search,CPI^,

(

フ

ァ
研 究 リポ ー ト NTIS,他 多数

イ ③化学物質情報 CASOnline
ル
・

サ
全構造検索

SANSS,

TSCAInventory'1・i ,St

i 部分構造検索 Chemnameな ど

乙 ④化学物質数値 データ ToxcicologyDataBank

↑ ス ペ ク トル デ ー タ RTECS

1

ー
物性値検索 IR-SPAN,MASSな ど

1

ー

⑤化学物質構造 CHEMICS,

Ψ 自動解析,構 造決定 XRAY76

推 ⑥ 自動計測,分 析 ラ ボ ラ ト リー オ ー ト メ ー シ ョ ン

算 物性計測
■

計 ⑦構造活性相 関 ・ CHEMLAB
算 MLAB

推算,検 定,計 算 Hansh.Methad

⑧有機 合成 デザイ ン

Ψ
DrugDesign
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テ リジ ェン ト化,社 内 コ ン ピュ ー タ との オ ンラ イ ン化,な ど に よ って,企

業 の 実 情 に合 った 使 い 易い 情 報 シ ス テ ムへ と発 展 させ る こ とが で き る。

この よ うな傾 向 に対 して,従 来 の ドクメ ンテ ー シ ョンを 中 心 と した情 報

担 当 者 の役 割 は 何 だ ろ うか。 彼 らが 持 ってい る二 次 資 料 の知 識 ・オ ン ライ

ン検 索 の技 能,な どを 基 に,新 しい 情報 シス テ ムを 作 り上 げ て ゆ かね ば な

ら ない。

例 えば,化 合物 辞 書 フ ァイル やCASOnlineの よ うな 化 合 物 の デ ー

タ項 目 と,社 内 の 化合 物 デ ー タの管 理 シ ス テ ムを結 合 させ る何 らか の キ イ

を持 たせ てお くな どの要 求 も当 然 出 て くる。 そ して,RegistryNumber

の利 用 者 へ の 普及 と相 ま って,社 外 の汎用 デ ータ ベ ー ス と社 内 の 管 理用 デ

ー タ フ ァイル を有 機 的 ,総 合的 に使 って ゆ く傾 向 が 出て くるだ ろ う。

2.3新 しい 情 報 サ ー ビス の展 開

図 書室 とか 資料 室 と呼 ば れ る情 報 サ ー ビス部 内 は,基 本 的 には 受動 的 な

情 報 サ ー ビス で成 り立 って い る。 しか し,受 託 のみ に応 ず る受 身 の業 務 ば

か りでな くデ ー タベ ース ・サー ビスを有効 に使 って 自主 的 でユ ニ ー クな サ ー

ビス業 務 を展 開 す る こ とが で きる。 受 託業 務 は 突 発 的 に発 生 し,計 画的 に
`

準備 で きな い が,能 動 的情 報 サ ー ビスは,情 報 部 内 が主 体 的 に計 画 し,自

らの ペ ー スで 実 行 で き る。 受託 を 全 く無 くす こ とは で きな いが,キ メの細

か い ニーズ を 先取 り した サ ー ビスに よ って受託 件 数 を へ ら し,且 つ,情 報

部 内 の評 価 を 高 め る こ とが で き る。

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス には い ろい ろ な デ ー タ と機 能 が あ り,こ れ らを

うま く使 うこ とに よ って能 動 的 サ ー ビスの や り方 は い くらで も考 え られ る。

SDIの 機 能,動 向調査,計 算 機 能 と組 み 合 せ た情 報 の解 析,な どで あ る。

(a)尋 問 分 野 の 拡 大

従 来,科 学 技 術 情 報 を扱 って い た情 報 部 内 で は,ビ ジネ ス デ ー タベ ー

ス を使 用 す るこ とは ご く特殊 の場 合 を除 い て まれ で あ った。 経 済,経 営,
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業 界 情 報,さ ら には 法 律,政 治関 係 の デ ー タベ ー スは 企 業 内 の技 術 情報

部 門 の 従来 の利 用 者 の範 囲を こえ て,企 画 部門 や トップ マ ネ ー ジ メ ン ト

へ の利 用 を 当然 考 え て よい。 む しろ利 用 を促 す べ きで あ ろ う。 しか し,

これ らの人 々は 情 報 につ い ての 基本 的 な理 解 が十 分 で な い場 合 が 多い 。

「情 報 」 とい え ば機 密 な もの,人 の知 らない ア ナバ 的 な もの しか情 報

の価 値 に ない とい うよ うな誤 解 を してい る人 もい る。 情 報 が そ の よ うな

性 質を も ってい る こ とは事 実 で あ るが,別 の一 面,即 ち 情報 の個 々 の持

ち 分を 減 少 させ る こ とな く流通 させ るこ とがで き る共 有 性 の あ る こ と の

方 が重 要 で あ る。 これ が情 報 の公 共 性 につ なが り,デ ータベニス ・サー ビ

スは この公 共性 に 立 脚 して い る。

そ し て,こ の デ ー タベ ー ス ・サー ビスで用いること ので き る ビジネ ス情

報 は,新 聞 情報 か ら,ミ ク ロの財 務 情報 まで,中 途 半 端 な コ レクシ ョン

よ りもは るか に総 合的 で,任 意 の情 報 を選 択 で きる。

以 上 は,技 術 情 報 部 門 の場 合で あ るが,立 場 を か え てみ れば,経 済研

究 所 や 銀 行,証 券 会 社 の調 査 部 に と って も,統 計 情 報 の他 に技 術 情 報 を

任 意 に使 い こなす こ とは新 しい 戦 力 に ちが い ない。

(b)ビ ブ リオ4ト リックス の応 用

デ ー タベ ース ・サ ー ビス に用 い られ るデ ー タは,数 年 に わ た っ て 大

量 に蓄 積 して ゆ くこ とに な る。 これ に,コ ン ピュー タ本 来 の 計算 機 能 を

併 用 す れ ば,い ろ い ろ な統計 解析 が可 能 で あ る。 現 に端 末 測 か ら もデ ー

タを 入 力 し,デ ー タ ベ ー スか ら の デー タ と共 に計算 して,表 や グ ラ フで

結 果 を 出力 す るオ ン ライ ンシ ス テ ム も稼 動 中 であ る。

(c)パ ー ソ ナル ・フ ァイル の構 築

既 存 の デ ータベ ー スは 端末 機 か ら簡単 に利用 で き るが,ニ ーズ に 密着

した情 報 サ ー ビス を よ り完 全 に行 な うには,自 社 内 で 発 生 す る情 報 の 利

用 を 考 えな け れば な らな い。 しか も会 話 型 の オ ンラ イ ン検 索 の便 利 さ に

慣 れ た ユ ーザ ーが,社 内情 報 シ ス テ ムだけ が昔 な が らの カ ー ドシ ス テ ム
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や バ ッチ処 理 で満 足 す る筈 は ない 。

オ ン ライ ン検 索 シス テ ムの 中 に は,パ ー ソ ナル ・ファイルを登録 できる

もの もあ る し,条 件 さ え と との え ば エ ン ドユ ーザ ーは そ の利 用 を 考 え る

だ ろ う。 又,端 末 機 さ えあ れ ば,TSSサ ー ビスを通 して優 れたDBMS

を利 用 で き る。 折 か ら の マ イ コ ン ブー ムで あ る。 音 響 カ ブ ラー さえ つ け

れば,ど の マ イ コ ンで もイ ンテ リジ ェ ン ト端 末 に早 変 りす る。 小 型 の パ

ー ソナ ル な検 索 シ ス テムが 日常 的 な もの にな る 日が くるに ちが い な い。

情報 部 門 が この潮 流 に ど う対処 す るかが,そ の セ ク シ ョンの将 来 を きめ

る1つ の ポ イ ン トに な るだ ろ う。

(d)フ ァク トデ ー タのQ&Aシ ス テ ム

現 在,日 本 国 内 で 流通 し てい る医薬 品 数 は 約4万 品 目と もい われ,こ

の うち病 院,診 療 所 で用 い られ る医療 用 医 薬 品が 約1万7千 か ら2万 品

目 ぐらい で あ る。 保健 医療制 度 の普 及 に よ り,医 療 用 医薬 品 の ほ とん ど

は薬 価 基 準 収載 品 目で,そ のほ とん どが現 在 も使 用 され てい る こ とにな

る。 これ らの 医薬 品 のす べ てが 同 一 の 施設 で使 用 され てい るわ け では な

く,一 施 設 で 繁用 され る医薬 品は 平均 的 に500～1000品 目程度,大 病

院 にあ って も2000～3000品 目 ぐらい で あ る。 しか し個 々の 医薬 品 に

関 す る情 報 量 は,学 問 の進 歩,医 療 の 高度 化 に 伴 い増 加 し,膨 大 な もの

とな って い る。

これ らの 情報 は 多 方 面 に わた り,ま た 情報 源 も国 あ るいは 製薬 企 業 で

あ った り,医 学 文 献 や学 会 発 表 な どで あ った りす る。 この よ うな 情報 源

の 多様 化 は,診 療 を 行 な う医 師 あ るい は 医薬 品 の供 給,管 理,調 剤 な ど

を行 な う薬 剤 師 が 情 報 を 活用 しなが ら 医療 業 務 を 行 な う時の多 大 な障 害

となっそい る。 この よ うな医療環境か ら医師,薬 剤師な どへ医薬品 情報 サ ー ビ

ス シ ス テム の 実現 が望 まれ てい る。 海外 で は,著 名 な もの と して,フ ラ

ハ リ
ン ス のBIAM(BanquedInformationAutomatiseesurles

M6dicaments=医 薬 品 の 自 動1ヒ 情 報 バ ン ク)が あ る 。 日 本 で はJAPIC

－72一



(JapanPharmaceuticalInformationCenter,日 本 医 薬 情 報

セ ンタ ー)とMEDIS-DC(医 療 情報 シス テム開発 セ ンタ ー)が 共 同 で

医 薬 品情 報 シ ス テ ムの開 発 に着 手 して い る。

化 学 分野 では 化 合物 情 報(ス ペ ク トル デ ー タ,毒 性 デ ー タか ら法 規 制

の 条 文 まで)の デ ータを 各 所 の コン ピュー タ に格 納 し てあ るデ ー タベ ー

スの ネ ッ トワー ク に よる共 用 の研 究 が56年 度 か ら5ケ 年計 画 で行 わ れ

て い る。 科 学技 術 庁 が 中 心 にな って,各 省 庁 研究 機 関 の 共 同研 究 とな っ

て い るが,こ の うち,医 薬 品 デ ータ ベ ー ス の作成 を厚 生 省 か らJAPIC

ぺ 委 託,バ イオ ケ ミヵ.ル ・デー タベースの作成 を厚 生 省 ・国立 衛 生 試,安

全 デ ー タベ ース を 化学 物 質安 全性 情 報 セ ンタ ーが 受持 っ な ど,全 体 で7

つ の デ ー タベ ー ス と辞 書 フ ァイ ル化 を 開 発 中で あ る。 これ が完 成 す る と,

そ の 利 用価 値 は 高 い と思 わ れ る。 現在,主 流 を な し てい る文 献 ビブ リオ

デ ー タベ ー スに よ る調査 は や が て フ ァク トデー タベ ー ス に よ って直 接 デ

ー タを 得 られ る よ うにな るだ ろ う
。 こ の時,企 業 内 情報 部 門は も う一 度

イ ンパ ク トを経 験 す る にちが い ない。

医薬 品 と化合 物 デ ー タに つ い て のべ た が,企 業 の技 術 サ ー ビスの 側 面

で い ろ い ろ・な実 例 が あ る。 染 料 や 顔料 の 色 の 世界 で は 色調 の再 現 に難 し

い 技 術 を 要す るが,最 近 は ℃CM(コ シピ ュ一一ター ・カラー ・マ ッチ ング)

の シ ス テ ムに よ って,染 料 の 使 用量,染 色 温度,配 合割 合 な どを 計算 す

る。 染 料 メ ー カ ーが 自社 製 品 の染 料 を デ ー タベ ー ス化 しオ ンラ イ ンにの

せ て染 色 屋 さん に端末 機 を お い て技 術 サ ー ビスを行 ってい る。 これ な ど

も フ ァク トデ ー タベ ー ス と計算 サ ー ビス の例 の一 つ で あ る。

こ こで は,情 報 サ ー ビスは研 究 開発 や技 術 開発 を こ え て直 接顧 客 サ ー

ビス に結 び つ い て い る。 そ して,そ の担 当者 は 全 国 に散在 し,人 数 も多

く,そ の 持 ち込 む情 報 ニ ーズ は雑 多な もの であ る。 医薬 品情 報 に限 らず,

国 民 の教 育 水 準 の上 昇 や,消 費者 保 護 の強 化 につれ て,企 業 内 ユ ー ザ ー

の み な らず,顧 客 へ 直結 した情 報 サ ー ビスが 必 要 とな って きてい る。 毒
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性 デ ー タや 副作 用 デ ータ,誤 用 に対す る救 急 処置 の方 法,法 規制 に関 す

る回 答 な ど,デ ー タベ ー スサ ー ビスは今 後 ます ます重 要 性 を ま して く る

もの と思 わ れ る。

3サ ー ビス 例へ の期 待

3.1ユ ー ザ ーか ら の評 価 項 目

利 用 者 か らの サ ー ビス に対 す る評 価 項 目と しては 次 の よ うな もの が あ げ

られ よ う。

a.デ ー タ リソー スの 質 と量

iデ ー タベ ー スの種 類 の豊 富 さ

"11

…川

～

V

.W

分野内の収録情報 の網羅性

データの信頼 性,正 確性

更新の頻度,速 報性

検 索キイの使い易 さ,網 羅性,適 格性(と くに変 化に対す る対応性)

新技術,新 事象への追 従性

b.サ ー ビスの質

適 切 な 利用 料 と課 金 体 系i

‖

…川

.W

V

V

.W

利用者教育および コンサルタ ン ト機能の充実

マニュアル,説 明書類 の質,わ か りやす さ。

機密保護機能 の充実

提供 時間

一 次資料入手 の容易 さ

責任体制 の明確化

c.シ ス テ ムの技 術 的 要 素

i検 索 シ ス テ ムの信 頼 性

iiレ ス ポ ンス タイ ムの即 時 性

川 コマ ン ド体 系 の 充 実 と使 い易 さ
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ivガ イ ダ ンス機 能 の充 実

V端 末 を 含む シ ス テ ムの操作 性

vj出 力形 式 の 柔軟 性

vil数 値 デ ー タ の 分析 ツ ール の充 実

測 通 信 回 線 シ ス テムの 信頼 性

以 上 の項 目は,使 う側 の 立場 の相 違 に よ って力 点 の お か れ方 が異 な るだ

ろ うし,ま た,各 々 の項 目の 中 には お 互 い に相 反 す る もの もあ る。 速 報 性

を重 視 す れ ば 検 索 キ イ に対 す る配 慮 を あ る程 度 犠 牲 にせ ざ るを 得 ない。 従

って,最 終 的 には 利 用 者 の 使い 方 に副 って総 合 的 に評 価 す る こ とにな るが,

そ れが シ ス テ ム間 の優 劣 に は単 純 には結 びつ か な い。

3.2デ ー タ リソ ー スの構 築

デ ー タベ ー スの作 成 は そ れ ぞれ社 会 的 に重 要 な もの で あ って も,一 般 的

に採 算 が ≒ りに くい と云 わ れ る。 そ れ故 に国 家 資源 とし て国 家 の プ ロジ ェ
'

ク トとい う認 識 が 生 れ て きてい る。

現 在 提供 され て い るデ ー タベ ー スの多 くの ものは,昔 か ら 出て いた 刊 行

物 の機 械 可 読 化 し た ものが 多 く,そ れ な りに長 い 蓄 積 を も って い る。 つ ま

り,デ ータ ベ ー スを つ くる とい うこ とは,デ ー タを各 方 面 か ら集 め,評 価

を した上 で,一 定 形 式 に直 し,二 次 情 報 デ ー タベ ース な らイ ンデ ク シ ング

とい う根 気 のい る仕 事 を5年 も10年 もや って よ うや く一 人 前 の デ ー タベ

ー ス にな る とい う大 変 な仕 事 な の で あ る。

今,世 界 で デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの科学技術,産 業 活 動 等 々へ の影 響 が

高 く評価 され る よ うに な って,国 産 デ ー タベ ー スの立 ち 遅 れ が喧 伝 され る

よ うにな った。

日本 は海 外 の 巨大 情 報 流 通 業 者 の格 好 の 市場 にな り,日 本 の 情報 産 業 に

与 え る影 響 が 大 き く,有 事 の際 には 情 断 の危 険 があ る とい う論 が あ った。

ICASの 開通 以 後,米 国 の3大 オ ン ライ ン提 供 業 者 は 日本 上陸 を果 した 。
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情 報 の 世 界 では 日本 が今 米 国 か ら非 難 され てい る貿 易 摩 擦 とは逆 に 日本 側

の百 パ ーセ ン ト近 い 輸入 超 過 で あ る。 これを 相 互 主 義 に し よ うと して も 日

本 か ら米 国へ 出す もの は何 もな い。 そ こか ら,日 本 か ら世 界 へ提 供 す る情

報 は 何 も出 さず に,海 外 の情 報 の 利用 だけ は 人一 倍 熱 心 で あ る とい う逆 の

形 の摩 擦 の種 とな る。 国 内 で 国 内 ユ ーザ ーの み を対 象 とす る デ ー タベ ー ス

サ ー ビス では 日本 語 に よ って提 供 す る こ とは それ な りに必 要 で あ ろ うが,

世 界 の 中 の 日本 と して,情 報 の生 産 と流通 に ど う関与 して ゆ くか とい う視

点 を 忘 れ ては な らな い だ ろ う。

3.3サ ー ビ ス の あ り 方

サ ー ビ ス の 質 に つ い て は,わ が 国 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス が 半 官 半 民 あ

る い は 少 数 の デ ー タ ベ ー ス ・プ ロデ ュ ー サ ー と デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ を 併 せ 持

与 ネ ジテ グ レー テ ッ ド・デ ィス トリビュータ ー及 び 米 国 の大手 デ ィス トリビ

ュー タ ーの 国 内代 理 店 か らな り,そ れ らが,競 争 状 態 に あ り,特 に,米 国

系代 理 店 間 の競 争 が 激 し い の で問 題 は複 雑 で あ る。

そ のい つ れ もが,こ こ数 年 の うち に ス ター トを した ば か りで あ り,そ の

経 営 基盤 は 安 定 した とは い え な い状 態 で あろ う。 自 由社会 にお い ては 競 争

原 理 が 強 力 に 働 く市場 で あ る。 この ため 赤 字 が続 け ば 撤 退 せ ざ るを得 な く

な るだ ろ う。 企 業 内 の 情 報 部 門 の担 当者 とし ては,い つ 撤 退 され るか判 ら

な い不 安 定 な 供給 体 制 の 業 界 で は安 心 し て社 内 に導 入 で きな くな る。 ユ ー

ザ ー と して も,た だ安 け れ ばい い とい うの では な く,将 来 に わた って望 ま

しい サ ー ビス とは 何 か とい うこ とを 正 し く提 供 側 に伝 え る こ とが 必要 で あ

'
ろ う。

日本 オ ン ラ イ ン情 報 検 索 ユ ー ザ 二会 が会 員 に対 し て行 った 調査 に よれば,

提供 側 に対 す る要 望 と しては,前 述 の評価 項 目の殆 ん どの項 目が 挙 げ られ

てい るが,中 で も,デ ー タベ ー スの遡 及 年 数 の拡 大,一 次 情報 入手 体 制 の

整備,に つ い て 強 い 要 望 が 寄 せ られ てい る。
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(a)デ ー タベ ース の充 実

デ ー タベ ー ス の充 実 に つい ては,サ ー ビス側 の対 応 と して は,技 術 的

な 問題 では な く,今 の とこ ろ記 憶容 量 の拡 大 如 何 にか か って い る もの と

思 わ れ る。 しか し,単 に デ ィス クを 拡 大 して大 フ ァイル群 を提 供 して い

るDIALOGな どの アメ リカの シ ス テ ム と対 抗す るこ とが 良策 で あ る

とは 思 われ な い。 わが 国 の デ ー タベ ー ス産 業 の効 率 の 良 い体 制 は ど うあ

るべ きかは これ か らの問 題 で あ ろ うが,一 つ の方 向は,ネ ッ トワー ク化,

即 ち,新NIST構 想 の推 進 で あ る。

シ ス テ ム間 の ネ ッ トワー ク化 に よ って デ ータ ベ ー スの量 の豊 富 さを 確

保 す るこ とが で き る。 特 に,異 種(文 献 デ ー タベ ー ス と物 性 デ ー タ,環

境 デ ー タ等)デ ー タベ ー スの結 合 利 用,二 次情 報検 索 と一 次 情 報検 索 と

の 連結,分 析 ・評価 サ ー ビスの バ ック等 の 実現 は 単 な るデ ー タベ ー スの

量 の 問題 を こえ て新 しい利 用 法 を 生 む だ ろ う。

も う1つ の方 法 は,技 術 的 な解 決 法 で あ るが,JIP/BRSが 試 み て

い る オ フ ライ ン検 索 で あ る。 提供 す るデ ー タベ ー スの充 実 と検 索 機 能 の

充 実 は表 裏 の関 係 にあ る。 不 充 分 な検 索機 能,例 えば イ ンバ ー デ ッ トフ

ァイル が不 十 分 で一 次検 索,二 次検 索 の区 別 が 障害 とな る シ ステ ムで は,

デ ー タ ベ ー スの 増加 も半 分 の効 果 しか ない。 結局 こ の解 決 も記 憶 容 量 の

拡 大 に よれ ば 容 易 で あ ろ うが,当 面 この記 憶 容量 の不足 を オ フ ライ ン検

索 の導 入 に よ って,一 時的 に解 決 で き るだ ろ う。 そ して,さ らに優 秀 な

検 索 プ ログ ラムの 開発 に力 を 注 い で欲 しい もの で あ る。

(b)一 次 資料 の 入手

一 次 情 報 の 提供 の問 題 につ い ては 図 書 館 を 含 め て
,学 術 情 報 シ ス テ ム

全体 に関 わ る問題 で あ る。

図 書 館 の 役割 の変 化,学 術 雑 誌 発 行 の行 づ ま り と媒体 の 多様 化,コ ピ

ー の氾 濫 と著作 権 問題 の対 応 の混 乱 ,こ れ らの未 解 決 の問 題 の上 に更 に

デ ー タベ ー スサ ー ビスが ど う影 響 し て ゆ くか,問 題 は 山積 してい る。
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国 立 国会 図 書 館 で は,過 去5年 で来 館者 が30%増 加 し,そ の 人 た ち

が コ ピーを 要求 す る度 合 い は 実 に100%増 加 し,さ らに郵 送 に よ る コ ピ

..依 頼 が13。%増 加 して ・・る とい うこ とで あ る.1)とL・ うこ とは,デ ー

タベ ー ス ・サー ビスの浸透 につ れ て 図 書 館 は本 を 読 む ところ か ら,コ ピー

を と って資料 を入 手 す る場 所 に変 質 し てい るの で あ る。 図 書 館側 に と っ

て は,多 くの印刷 形 式 の 資料 の破 本(本 の傷 み)と 図 書 館 の も う1つ の

機 能 で あ る保存 とい う要 求 に対 して相 反 した事 象 に悩 んで い る。

ユ ー ザ ーの側 か らは,今,世 界 の代 表 的 な デ ー タベ ー スを 利 用 す る こ

とが で きる よ うに な った が,そ の反 面,一 次 資料 とか デ ー タが す べ て国

内 に 入 って来 て い る訳 では なM・。 一一・一・説 に よ る と,世 界 には約6万 種 の学

術 雑 誌 が刊 行 され て い る と推 定 され てい るが,こ の うち,わ が 国 に入 っ

て くる ものは 数 千 種 にす ぎな い と見 られ てい る。 以 前は これ らの 未入 手

資料 は さほ ど問 題 にな らな か った が,デ ータベ ース ・サ ー ビス に よ って検

索 され てみ る と,あ らた め て 利 用 者 へ 要 求 を生 む結 果 とな り,そ の多 く

の もの が入手 不 能 とい うこ とに な る。 一 次 資料 の評 価 に問題 は あ る もの

の これ らの要求 に応 え るた め,オ ン ライ ンに よ るオ ーダ リング ・システム

の ネ ッ トワー ク化 な ど,サ ー ビス側 の努 力 と エ レク トロニ ック ・メイル ポ
く

ラクス ・サー ビス とい った 新 しい 情 報 メデ ィアの 開 発 を 待 ちた い と思 う。

(c)教 育訓 練 に つい て

コ ンサ ル タ ン ト機 能 の 充 実 につ い ては,教 育訓 練 の体 系 と,そ れ を誰

が 受持 つ のか とい う点 を考 え て み る。

コ ンサ ル タ ン トにつ い て の 要 求 が 出 る とい うこ とは,"誰 にで も使 え

ます"と い う宣 伝 文 句 が 決 し て顧 客 通 りでは な い こ とを 示 してい る。 通

常,そ の尋 問領 域 の知 識 と語 学,論 理 演算 な どの教 養 を も った人 に対 し

て デ ー タベ ー スの構 成 と コマ ン ドな どシ ス テ ムの使 い 方 を 教 育す る とい

1)情 報 管理24(1)1012(1982)
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う形 が 多い。 そ れ に もか か わ らず,マ ニ ュ アル ・説 明書 数 の わ か りに く

さ,デ ー タベ ー ス の ク リア リング機 能 の不 備 な どが 指摘 され る。 とこ ろ

が,コ ンサ ル タ ン ト機 能 とか教 育活 動 はす べ ての ユ ーザ ーに と って同 じ

様 に必 要 な の で は な い。 既 に そ うい う水準 は卒 業 し 自ら の手 で 処 理 で き

るユ ーザ ー に と って その為 の 費用 まで も負 担 す る理 由 は ない。 とい うこ

とか ら,コ ンサ ル タ ン ト機 能 の充実 と料 金 問題 は 密 接 な 関係 に あ る。 こ

の 論 か らは,サ ー ビス付 料 金 と利用 契 約 のみ の サ ー ビスな しの 料 金 の二

本 立 て にす べ し とい うこ とにな る。

しか し,検 索料 金 が も っと安 けれ ば,そ ん な に訓 練 だ教 育 だ と金 をか

け な くて も,気 楽 に端末 にな じ ませ て,習 うよ り慣 れ よ とい う方法 も可

能 とな ろ う。

も う一 歩 進 め て,教 育訓 練 につい ては,提 供 側 に 責任 が あ るの では な

くユ ーザ ー側 に もあ る とい う見方 が あ る。 このた め にユ ーザー ・グル ープ

を結 成 し研 究 活 動 を行 な うこ とが 有 効 とな る。 日本 オ ン ライ ン検 索 ユ ー

ザ ー会 は 共 通 問 題 につ い ての研 究 会 と各 専 問別 に 分科 会 を設 け共 同 研 究

会 的 に検 索 手 法 の研 究 と情 報 交換 を 行 な ってい る。 こ こで利 用 者 は 狭 い

自分 だ け の経 験 を 他 の同 じ専 問領 域 の 人 々 の集 りの中 で経 験 の共 有 化 と

相互 協 力 の関 係 を 持 つ こ とが で きる。

3.4検 索 コマ ン ド(ユ ー ザ ー言 語)

最 後 に技 術 的 側 面 につ い て二 つ の点 を のべ る。

現 在,国 内 も世 界 各 地 に もか な り多 数 の情 報 シ ス テ ムが存 在 し,そ れ ぞ

れ に ユ ニー クな コマ ン ド体 系 が つ くられ て い る。 シ ス テ ムの特 徴 は この コ

マ ン ド体 系 に最 も よ くあ らわ れ てい るが,悪 くい え ば 放任 ・野 放 し状 態 と

い うこ とにな る。 今 は まだ,各 シス テ ムは相 互 に遊 離 ・独 立 した もの とし

て存 在 してい るが,将 来 シ ス テ ム間 ネ ッ トワー クが 完成 し,い ろ い ろ な セ

ンタ ー に収 納 され てい る多 種 多様 の デ ー タベ ー スが容 易 に検 索 の対 象 とな
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る よ うな ネ ッ トワー ク シス テムが や が て現 実 の も の とな るだ ろ う。 この時,

コ マ ン ド体 系 の野 放 し状 態 は あ ま り望 ま し くない 。 分 散 配 置 された デ ータ

ベ ー ス相 互 の結 合 処 理 を 試 み る とす ると この よ うな差 異 は大 き な障 害 とな

るだ ろ う。 この よ うな難 問 題 の解 決 の為 には,下 記 の よ うな手 段 が 有効 で

あ る と考 え られ て い る。

① コマ ン ドの標 準 化 を は か る。

② 各 シス テ ム の コマ ン ドには 手 を つ けず,コ マ ン ドを 解 析 し て異 な った

シ ス テ ムヘ ア クセ スで き る よ うに変換 す る ソフ トウ ェ アの開 発。

③ 標 準 コマ ン ドセ ッ トを 定 め て,そ れ を現 在 の コマ ン ドシ ステ ム とは別

に附 加 す る。

④ そ の他

わ が国 の 将 来 の ネ ッ トワー クシ ステ ムが 上 の何 れ を採 用 す るか は まだ

わか らない 。

現 実 には,便 利 な コマ ン ド機 能 は やが て他 の シ ス テ ム に も採 用 され てゆ

く傾 向 に あ る。 た と えば,DIALOGとORBITな どの よ うに,互 い に他

の長 所を 自分 の シ ス テ ムに生 か す 試 み がな され てい る。 利 用 者 としては,

た しか に同 一 の コマ ン ド体 系 で異 な る シス テ ムが 同 様 に検 索 で き る こ とは

有難 い け れ ど も,そ の た め には 少 く とも各 シ ス テ ムの コマ ン ド機 能 が まず

同 格 で な くては な らな い。 あ る特 定 の機 能 が重 要 で あ るた め に,特 定 の シ

ス テ ムを 利用 して い る とい う利用 者 は決 して 少 な くは な い。 発 達,成 長期

に おい て,無 理 な 画一 化 を 行 な わ な くて も,十 分 に時 間 を お け ば 前記 の米

国 の二 大 シス テ ムの ご と く次 第 に類似 した コマ ン ド体 系 に な って ゆ くこ と

を期 待 したい 。 こ うな って は じめ て標 準 化 とか コマ ン ド変 換 が具 体 化 で き

るので は な い か と思 わ れ るが,わ が国 の水 準 は ま だ まだ相 当 の 努 力を 要す

る と思 う。

最 後 に,ユ ーザ ー言 語 の も う1つ の問題 で あ る ロ グオ ン手 続 き につ い て

のべ る。 数 あ るシ ス テ ム中最 も不 統 一 な の は ログオ ン手 続 で あ ろ う。 シス
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テ ム設計 上,機 能 上 の 本 体 で ない ので,軽 視 され てい るの か も知 れ な い。

しか し,こ の ロ グオ ン手 続 は ユ ー ザ ー に と って,特 に 端末 管理 上 重 要 な 問

題 を 含 ん で い る。

ユ ーザ ーIDや パ ス ワー ドは,シ ス テ ム側 とし ては許 可 を受 け た ユ ー ザ

ー にの み公 開 し ,デ ー タを保 護 す るシ ス テ ムで あ るが,ユ ー ザ ー に と って

は 問題 は そ れ だ け で な く,パ ス ワー ドの セ キ ュ リテ ィ,ユ ー ザ ー情 報 の セ

キ ュ リテ ィへ と広 範 囲な 問題 を も ってい る。

コ ン ピュー タ ・セキ ュ リテ ィの問題 は,シ ス テ ム側 の防 護 ば か りで な く・

個 々 のユ ーザ ーの安 全 も考 慮 に入 れ てお か な け れ ば な らな い。 そ して,最

もユ ー ザ ーが 懸念 してい る問題 は,ユ ー ザ ー の質 問 内容 の 第 三者 へ の漏 洩

で あ る。 デー タベ ース ・サー ビスにおいては ユ ーザ ーの こ の点 の信 頼 を 確 立

しない 限 り産 業 と して の発 展 は な い だ ろ う。 現 在 は,利 用 契 約 には こ の点

の 保証 は 弱 く,信 頼 関 係 に のみ 立脚 して い るが,質 問 内容 の 記 録禁 止 を 契

約 中 に入 れ るべ きで あ ろ う。 特 に国 際 間 に わ た るもの につ い ては この点 の

配 慮 が望 まれ る。
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C。 ニ ュ ー ・メ デ ィ ア と デ ー タ ベ ー ス

1.ニ ュー ・メデ ィア の 状 況 と特 徴

1.1ニ ュー ・メデ ィア の状 況

一 般 に ニ ュー ・メデ ィ ア とい わ れ て い る もの には雑 多 な もの が 含 ま れ てい

て,厳 密 な 定 義 が用 意 さ れ てい る とい うこ とが ない。 既存 の メデ ィ アの立 場

か らみ て,将 来 的 に脅 威 にな り うる と 目 され るか,あ るい は逆 に新 展 開 の チ

ャ ン ス にな る と予想 され るか,い ず れか で あ り うる よ うな新技 術 をベ ー ス と

した 将 来 型 の メデ ィア(情 報 シ ス テ ム)を 広 くニ ュー ・メ デ ィア と よん でい

るの で あ る。

ニ ュー ・メ デ ィア とい ういい 方 は 日本 に限 られ るわ け では ない 。 アメ リカ

では しば しば ニ ュー ・テ ク ノ ロジー とい うこ とば が使 わ れ,そ れ ぞ れの ニ ュ

ー ・テ クノ ロジー の 利 用 形 態 として ニ ュー ・サ ー ビ スが問 題 とされ る。 ヨー

ロ ッパ で は ニ ュー ・メデ ィア とい うこ とば が ア メ リカ よ りしば しば 用い られ

てい る とい えそ うであ る。 その場 合 には,既 存 のマ ス ・メ デ ィア の立場 か ら

み て い る ものが 多い 。 い ず れ に せ よ,ど こまで が ニ ュー ・メデ ィア であ るの

か,と い う境 界 線 が明 確 に ひ か れ てい る わ けで は な い。

メ デ ィ アを完 結 した 体 系 を もち うる もの と限 定 す る と,実 は 一 般 にい わ れ

てい る ニ ュー ・メデ ィアの 多 くは 枠 か らは み 出 し て しま う。 完 結 した体 系 を

もつ もの として規 定 し難 い と こ ろが あ る の が,む しろ ニ ュー ・メデ ィア の一

般的 特 徴 とい っ て もいい くらいで あ る。 例 えば,ビ デ オ テ ック スの場 合,西

ドィ ッ の 例 にみ られ る よ うに,外 部 コ ン ピ ュー タへ の接 続 の 方 にむ しろ ウ ェ

イ トが 置 か れ る よ うにな る と,ビ デ オ テ ック スな のか デ ー タ通 信 の シス テ ム

な の か,境 い 目が あい まい にな る。

現 状 と して は,余 り定 義 を狭 く と るこ とに 意 を 注 ぐべ きで は ない だ ろ う。

従 来 の メ デ ィ ア概 念 自体 に も変 更 が及 ぶか も しれ ない の が今 日の状 況 で あ る。

現実 の進 展 を ゆ る くカ バー す る も の として ニ ュー ・メデ ィア とい うこ とを 当
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面 は 使 っ てお きた い。

表 一1に 示 した の は,ど ち らか とい うと テ レ ・コ ミュ ニ ケー シ ョン・ それ

もマ ス ・コ ミと し て の 放送 か らみ た ニ ュー ・メ デ ィ ア と そ の周 辺 の状 況 で あ

る。 こ こで は メ ッセ ー ジの 伝送 路 に着 目 してい る。 さ ま ざ まの伝 送 路 が現 在

す でに 利 用 され てい るが,そ れ ら に加 え て,一 つ は 多重 技 術 の利 用 に よる既

存 伝 送 路 の有効 活 用 で 開 発 され る新 伝 送 路 と して の機 能 が あ り,さ らに全 く

新 しい伝 送 路 の開 発 利 用 とい うもの があ る。後 者 の典 型 が放送 ・通 信衛 星 で

あ る。

伝 送 路 を とお っ て送 られ た メ ッセー ジが,最 終 利 用 者 に お い てい か な るデ

ィスプ レイ形式 を と る か,そ れ を モー ドと よぶ な らば,デ ィ スプ レイ ・モー

ドが表 の右側 に とられ てい る。音声のモー ド,静 止文字 ・図形 の モ ー ド,動 画 の モ

ー ド,と 三 つ に分 け ら れ て い る。

ニ ュー ・メデ ィア は し か し,テ レ ・コ ミュニ ケー シ ョンに 限 られ るわ け で

は な い。 物 流 系 の メ デ ィア の領 域 に も,例 えば ビデ オデ ィスク の よ うな ニ ュ

ー ・メ デ ィア が登 場 し て き て い る。 こ こに挙 げ た 物 流 系 の メ デ ィアは,そ れ

ら の信 号 処 理 が 電子 技 術 に よ る もの で あれ ば,そ の メ ッセー ジ の伝 送 には テ

レ.コ ミ ュニケ ー シ ョンを 利 用 す る こ とが可 能 で あ る。極 端 な 例 を あげ れ ば,

フ ィル ム に代 る磁 気 デ ィス ク ・カ メ ラの 開発 と利 用 が あ る。磁 気 デ ィス クに

収 め られた 映 像 は,将 来 は 多分,デ ィジ タ ル回 線 で 伝送 す るこ と が でき る よ

うにな るだ ろ う。 新 聞 記者 が 外 で とった 写 真 の静 止 映 像 信号 は,デ ィジ タ ル

に符 号 付 す る こ と に よっ てそ の ま まデ ィジ タル 回線 で 一 将 来 は公 衆 網 すべ

て がデ ィジ タル 化 し て い るだ ろ うが 一 新 聞社 に送 られ る こと にな るか もし

れ ない 。 そ うな れ ば,物 流 系 の カメ ラ用 小 型磁 気 デ ィス ク の信 号 を テ レ ・コ

ミュ ニケー シ ョンで 伝 送 す る,と い'うか た ち が実 現 す る こ とにな る。 物 流 と

テ レ ・コ ミュニ ケー シ ョンは,明 らか につ な がる 方 向 で 事 態 は動 い てい る と

い え る。

表 では,す で に開 発 され た り,実 験 に付 され てい る もの,あ るい はす で に
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実 用 化 し てい る もの につ い て は二重 マル を付 して おい た。

1.2開 発 中 の ニ ュー ・メ デ ィアの特 徴

デ ー タ ベ ー ス と の 関 連 で は,ニ ュー ・メ デ ィ アの特 徴 として二 つ の こ と

を挙 げ るべ きだ ろ う。

一 つ は ほ とん どの ニ ュー ・メ デ ィア が,最 初 か ら家 庭 内 で の 利用,い わ ゆ

るホ ー ム ・ユ ー ス を 目 的 として い る ことで あ る。 テ レテキ ス ト(文 字放 送)

に して も ビデ オ テ ック ス(日 本 のキ ャプ テ ン ・シ ステ ム)に して も,そ れ ら

は 家庭 内 にす で に 用意 され てい るテ レ ・コ ミュ ニケ ーシ ョ ン機 器 を前提 に し

て い る。 前 提 に し てい る とい うよ り,そ れ ら の活 用,有 効 利 用 を図 る こ とが

狙 い とされ てい る の で あ る。

機器 の 有効 利 用 とい う観 点 自体,特 に問 題 が あ るわ け では な い。 しか し,

家 庭 内の機 器 に若 干 の 改 良 を加 え 一 ア ダプ ター を 付 加す る等 に よ り 一 家

庭 内で の新 しい 利 用 を うな がす とい うこ とは,家 庭 内 の人 間情 報行 動 の範 囲

内 で の利 用 を 前 提 とし てい る もの とい わな け れ ば な らな い 。 ニ ュー ・メ デ ィ

ア の将 来 性 の問 題 の根 幹は こ こに あ る。 人 々が 家 庭 内 で行 な う情 報行動 は,

ビ ジネ ス の場 に お け る情 報 行動 とは 異 な る。 ビジネ ス の場 の情 報行動 が 明確

な 目標 を も っ た もの で,し たが ら て可 能 な 限 りの効 率性 の高 さが要 請 さ れ る

の に対 し,家 庭 内 の情 報 行 動 は,テ レ ビの視 聴,新 聞 の閲読 に み られ る よ う

に,必 ず し も明 確 な 目標 に しぼ ら れ る構 造 を もた ず,し た が っ てそ こでは 高

い 効 率性 は 第1次 的 な基 準 とは な って いな い。

ビジネ ス の場 で の情 報 行動 は,広 い意 味 で のデ ー タ ・情 報 検 索 行 動 とい え

るだ ろ うが,家 庭 で の行 動は む しろ非 検 索 的 な い し無検 索 的 で あ る。 ビジネ

ス にお い て は,到 達 す べ き 目標 地点 が 明確 な の だ が ,家 庭 で の行 動 の多 くは

そ うで は な い。 強 い て 家庭 内 で の情 報行 動 で デ ー タ ・情 報 検 索 的 な もの を探

せ ば,な ん らか の 体系 的 な学 習行 動 を と もな う もの か,投 機 的 な金 銭 の 出 し

入 れ に関 わ る経 済 的行 動か であ ろ う。 ニ ュー ・メ デ ィア のサ ー ビス の構 想 に
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お い て,CAI的 な フ.ログ ラ ム や,株 価 等 の提 示 サ ー ビス が必 ず挙 げ られ る

所以 で あ る。 しか し,そ れ らは 家 庭 内 で の 日常 的 な情 報行 動 の 中 では む しろ

例 外的 な もの であ る。 日常 的 な情 報行 動 には 明確 な構 造 を想 定 す る ことは極

め て 困難 な ので あ る。

ホ ー ム ・ユ ー ス とい うこ とか ら派 生 して くる こ との一 つ と し て,経 済 性 に

も触 れ て お く必要 が あ る。 これ は家 庭 内 で の構 造 性 の希 薄 な情 報行 動 と深 く

関 係 して い る こ とだ が,ま た,家 庭 内 の 既存 の情 報 メ デ ィア環 境 とのつ な が

りも大 きい 。す な わ ち,家 庭 内 には す でに新 聞,ラ ジオ,テ レ ビ,雑 誌 等,

多 くの メデ ィア が あ り,通 常 の 日常 生 活 に必 要 な情 報 は ほ とん ど間 に合 っ て

い るの であ る。 さら に百 科 事 典 等,家 庭 内 に ス トック され てい る情 報 も多 い 。

こ うし た家 庭 内情 報 メデ ィア環 境 の 中で 人 々は,新 た な メ デ ィ ア へ の 大 幅

な支 出 の必 要性 を感 じては い な い。 現 在 の マ ス ・メ デ ィ アで は,利 用者 が 負

担 す べ き単 位 当 た りの 価格 一 た と えば 放 送 の天気 予 報 の価 格 一 は ほ とん

どタ ダで あ る。新 聞 の場 合 の1記 事 当た りの価 格 で,ニ ュー ・メデ ィア がサ

ー ビスす る こ とは ほ とん ど不 可 能 だ ろ う。 こ うした 経 済性 の問 題 が ホー ム ・

ユ ー ス の ニ ュー ・メデ ィ ア につ い ては あ る。

デ ー タベ ー ス との 関 連 で い ま 一 つ 挙 げ るべ き ニ ュー ・メ デ ィアの 特徴 は,

多 くの ニ ュー ・メ デ ィア がデ ー タ,情 報 の デ ィ スプ レイ にテ レ ビ受 信機 の

CRTを 使 って い る こ とで あ る。 もち ろ ん,例 え ばキ ャ プ テ ン ・シ ステ ム に

は キ ャフ.テン ・シ ステ ム専 用 の デ ィスフ.レイ も用 意 さ れ てい るが,ニ ュー ・

メ デ ィア 開発 の 一 つ の 契機 が,既 存 の家 庭 の テ レ ・コ ミ ュ ニケー シ ョン機 器

の有効 利用 であ っ た と こ ろか ら,テ レ ビ受 信 機 の 存 在 が 多 くの場 合 に前 提 に

され て い る。

テ レ ビ受信 機 は そ れ な りに高 級 な 端末 では あ る が,文 字,数 字ゐ デ ィスプ

レ イとし ての 解像 度 は け っ して十 分 とはい えな い。受 信 機 のCRT上 の解 像

度 の問 題 に加 えて,家 庭 内 の機 器 として メイ ンテ ナ ンス も調 整 も十 分 では な

い,と い う点 を考 慮 しな け れば な ら ない 。 そ うした条 件 を考 慮 し,か つ,漢

一86一



字 の よみ と りの 限 界 を 考 えて,例 えば文字 放 送 の場 合,標 準 の文 字 数 が15

字 ×8行 と され て い る。

この120字 とい う字 数 は け っ して 多い とは い え ない 。 む しろ極 め て少 な い

とい うべ き で あ ろ う。 文 字 放送 の場 合,よ み と りに必 要 な 時間 を考 慮 して,

1番 組 に数 ペ ー ジが 割 り当 て ら れ,120字 の ペー ジが 数 ペー ジつづ い て ま と

ま った情 報 が提 供 され る こ とに な る。 例 え ば朝 日新 聞 の第1面 下 段 の 「天 声

人 語 」 の1回 分 を文 字放 送 で行 な うには,ざ っ と7～8ペ ー ジ必 要 にな る の

で あ る。 こ うした 表 示 情報 量 の 少 な い点 を考 え る と,こ れ を百 科 事典 的 な メ

デ ィ ア にす る こ とは と うてい 無 理 といわ な け れ ば な らな い。

通 常 の家 庭 用 の テ レビ受 信 機 のCRTを デ ー タ,情 報 のデ ィ スプ レ イと し

て活 用す る とい うこ と には,こ うした限 界 があ る こと を十 分 に考 え てお か な

け れ ば な らな い 。 セ ンター の デー タ ・ベ ー スを よび 出 して,特 定 の デー タ ・

情 報 を家 庭 の端 末 にデ ィ ス プ レイす る こ とは,シ ス テ ムの構 想 としては 簡 単

に考 え られ る こ とな の だ が,端 末 の性 能 の グ レー ドの問 題 が,結 局 は シ ス テ

ム の グ レー ドを決 め る要 因 に な って くる ので あ る。

で は 端末 を 高 解 像 度 の 画像 デ ー タ端 末 と して 専 用 化す れば い い,と い うこ

と にな る。 確 か に技 術 的 には そ の とお りで ある が,そ の場 合 には,前 述 した

ホ ー ム ・ユ ー ス と して の情 報 行 動 な らび に家庭 内 の情 報 サー ビ スへ の コ ス ト

意 識 か らみて,ど こま での普 及 が見 込 め るか,問 題 があ る といわ な けれ ば な

ら な いだ ろ う。

2・ 文 字 ・画 像 情 報 系 ニ ュー ・メデ ィア

2.1実 現性 の高 い文 字 ・画 像情 報 系

前 出 の ニ ュー ・メデ ィ ア の表 の中 で,デ ー タ ・ベ ー ス と 関 連 が 深 く,か

つ,実 現 性 の 高 い もの としては,テ レテキ ス ト,ビ デ オ テ ック ス,VRSを

挙 げ る こ とが で き るだ ろ う。

テ レテ キ ス トの場合,パ タ ー ン方 式 で あれ ば1チ ャ ンネル(1H)の 番 組

一87一



数(項 目数)は16～18程 度,1番 組5～10ペ ー ジ の規 模 で あ る。2H

を 使 うと して も,こ れ では 大 した 情 報量 とは な らず,デ ー タ ベ ー ス な ど も

ち 出す こ とはな くな る。 東 京 で7つ のテ レ ビ ・チ ャ ンネ ル で 放 送 が行 な わ れ

てい る が,こ れ ら7つ のす べ て が2Hを 使 った として も7×2×16～18

=224～252と い うこ とで,デ ー タ ベ ー ス ど こ ろ で は な い 。 た だ,デ ー タ

ベ ー ス の 規 模 に ま で は い た ら な い とい うこ とが,テ レテキ ス トのサ ー ビス

の 有効 性 を損 うこ とに は な らな い。 む しろ前述 の よ うな ホー ム ・ユ ー ス,家

庭 にお け る情 報行 動 の特 質 を 考 え る と,テ レ ビに付 加 的 につ い た情 報 サ ー ビ

ス と して,そ れな りの 便宜 性 は あ り,日 常 生 活 上 の 有 用性 は 高 い とい え よ う。

昨 年10月 にNHKが 発 表 した,い わ ゆ るハ イ ブ リ ッ ド方式 は,端 末 の受

信 機 に文 字発 生 器 が必 要 だ が,送 る こ との で き る番 組 数 と して は,パ ター ン

方式 の ほs'10倍 と考 えて よい 。 伝 送 速 度 もほ ぱ同 じ くらい の 倍 率 で速 くな

る。 従 っ て東 京 地 区全 体 と して は2,500種 程 度 の項 目 が効 率 よ く送 られ る こ

と にな る。 これ で も もち ろ ん 少 な い が,パ ター ン方式 の場 合 とは,グ レー ド

が一 つ 上 で あ る こ とは確 か で あ る。 た だ,こ れを もっ て テ レテ キ ス トにお け

るデー タ ベ ー ス を 論 ず る に は ま だ 無 理 が あ る とい うべ きだ ろ う。

これ に 比べ て ビデ オ テ ック スは,コ ン ピュー タ化 され て い るシ ステ ム であ

り,理 くつ として は 本 式 の デ ー タ ベ ー ス に 依 存 す る も の で あ る。 現 在,日

本 のキ ャプ テ ン ・シ ス テ ムは 蓄 積 情 報 量20万 ペ ー ジ とい わ れ て い るが,こ

れ は規 模 と しては イ ギ リス の ビデ オ テ ック スで あ るプ レス テル を 上 まわ っ て

い る。 ニ ュー ・メ デ ィ アの 中 では もっ と もデー タ ベ ー ス 系 の も の で あ る 。

ビデ オ テ ック ス 自身 の問 題 は あ とで も う少 し触 れ たい 。

VRSは 日本電 信 電 話 公 社 が長 年,構 内にお い て実 験 を重 ね て い るシ ス テ

ム であ る。 当初 のイ メ ー ジ と異 な り,現 在 のVRSは 極 め て 多 モー ド的 な複

合 シ ステ ムの方 向 に向 っ て動 い て い る。 フ ァイル を み て も,つ ぎに示 す よ う

に多様 で あ る。部 分 的 に み れ ばCATVの 機 能 も引 き受 け てい る し,ま た,あ

る部 分 をみ る とキ ャ プ テ ン ・シ ス テ ム に類似 して い る。 そ れ ら のす べ て を シ
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ス テ ム として機 能 させ よ うと し てい るの で あ る。 実 際 の と ころ,こ のシ ステ

ム が,電 電 公 社 の1NS構 想 とどの よ うに結 合 され るの か,目 下 の ところ は

っ き りしな い が,こ うした拡 大VRSの 場 合 は,デ ー タ ベ ー ス と の 関 係 は

極 めて 深 い ものに な る。

表 一2VRSの 画 像 ・音 声 フ ァイ ル装 置 の 概 要

区分 装 置 名 コアイル内容 容 量 等 平均 アクセス時間 記 事

静

止

画

ディジタル直像

ファイル装置
カラー自然画

約4,000コ マ

/400M8
0.2⇔

サービス中登録

更新可能

コマン ド形

図形文字ファイル装置

文字,ク ラフ及 び

イラス ト図形

釣10万 一15万 コマ

/200M8
0.1秒

文字檀 豹5,000租

カラー60色 サービ

ス中登算更新可能

ディジタル図形

ファイル装置
イラスト図形

約4,000コ マ

/100M8
0.1秒 カラー60色

動

画

16願自動装嶺

映写装置
調 同報動画 最大10拳

1巻:最 大70分
一 フィルム用

カラーカメラ使用
←

ランダムアクセス

動画ファイル装置

複合静止酉

リクエスト動画.

カξツトテ_プ120

巷,再 生用VTRぼ 台
ll⇔

Uマ チック

VTR使 用

・

音

戸

デ ィジタル音戸

ファイル装置

画面別音戸

(自 然音を含む)

10秒 音声X4,000音 戸

/200M8
0.2⇔

サービス中萱鋒

更新可能

パー コール形画面別

音戸 フ ァイル装置

画面別音戸

{人 戸のみ}.

10秒音声X8,000音 戸

/IOOM8
0.1⇔

音戸応答装置
システム

メッセージ等
!・1秒単 語xsl2窟.

/35M8
0.5秒

音声単層を文章に

届集出力

エ ンドレステープ

レコーダ
主として音楽 最大7分 エンドレス

一
バックグラウン ド

ミュージック等

(電 電 公 社技 術局VRSパ ン フ レ ッ トよ り)

しか も,VRSに つ い て注 目すべ き ことは,画 像 セ ンター の 通信 制御 装 置

か ら,こ のシ ステ ムは 外 部 へ つ な ぐこ とがで き る。 当面,電 電 公 社 の科 学 技

術 計 算 シ ステ ム ・サー ビス を.行な うDEMOS-Eへ の 接続 が構想 され てい る。

外 部 シ ス テム との接 続 機 能 がVRSで 想 定 され て い る こ とは,ヨ ー ロ ッパ に

お け る ビデ オ テ ック ス の展 開 との 関 連 で極 めて興 味深 い もの が あ る。
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2.2プ レ ステ ルの 場 合

イ ギ リスの ビデ オ テ ック スで あ るフ.レス テル は,78年6月 に実 験 を 開始

し,そ の 翌年 の3月 に早 く も商 用 化 に移 行 した。500を 越 え る 情 報 提 供 者

(IP)を 擁 してい るが,商 用3年 を経 て 端 末 数 は よ うや く1万 を越 えた程

度 で あ る 。 昨 年 春,プ レ ス テ ルは そ れ まで の ホー ムユ ー ス,ビ ジネ スユ ー

ス同 時 並 行 推進 の方針 を変 更 し,当 面 は ホ ー ムユ ー スは 二 次 的 に位 置づ け,

ビジ ネ ス目的 の 利 用 にキ ャ ンペ ー ン のタ ー ゲ ッ トを しぼ り込 んだ 。 それ だ け

ホ ー ムユ ー ス が伸 び な かっ た。(昨 年 春 の数 字 で9割 弱 は ビジネ ス利 用 と し

て端末 が 登 録 されて い た)

そ の 後,プ レ ステ ル全 体 と して の伸 び が 思 わ し くな く,要 員 の配転 を行 な

っ・た り,プ レス テル 地 域 セ ンター を続 々 と閉鎖 した りして い る。 シ ステ ム の

機 能 と して も昨 年 の春 か ら,ゲ ー トウ ェイを 通 じて 第三 のデ ー タベ ー スに ア

クセ スで き る よ う計 画 の実 施 を手 が け てい る。 プ レス テ ル 自 身 の デ ー タベ

ー スの デ ー タや情 報 を供 給 す る,と い う情 報 提 供 サ ー ビスの機 能 か ら,外 部

デー タ ベ ー ス を プ レ ス テ ル に接 続 して,予 約,注 文,送 金,お よび端 末 間

の メ ッセー ジ交換 等 の イ ンタ ラクテ ィ ブな側 面 の 機 能 を 強化 す る方 向に 明 ら

か に 方 向 を転 じて い る。 そ れ で も商 用 シ ステ ム として の実 績 があ が って い な

い の は,昨 年 暮れ あ た りの情 報 で も うか が え る。 こ の点,は じめ か ら外 部 コ

ン ピュー タ との接 続 を 前 提 とした ビデ オ テ ック スを導 入 した西 ドイツ の方 が,

ス ター トは80年6月 と遅 か った のだ が,そ の あ と の伸 びは む しろ順調 で あ

る。

これ を み る と,一 つ は デ ー タベ ー ス を 備 え た 情 報 シ ステ ムの ホー ムユ ー

ス市場 には問題があ る,と い わな け れば な らな い。 イ ギ リスの テ レテ キ ス トは,

そ れな りの展 開 を み せ てい るの に対 し,プ レス テル の ホー ムユー スは まず は

失 敗 に終 った 。 テ レテ キ ス トの情 報 量 と情 報 の性 格 は,テ レビ に付 加 され た

サ ー ビ ス にふ さわ しい 程 度 の も ので あ る。 一 方,ビ デ オ テ ック スの場 合 は,

蓄積 さ れ た情 報量 は桁 違 い に大 きい が,さ て 家庭 で の利 用 とい うと現在 の と
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ころ では,そ れ は ど明 確 な 市 場 が保 障 され てい るわ け では ない。 ニ ュー ・メ

デ ィア の 中 で,本 格 的 な デー タベ ー ス に よ る もの が,果 た し て ど こ まで ホ

ー ムユ ー スの メデ ィア た り うるの か ,問 題 が あ る。 もち ろ ん,遠 い将 来 の構

想 と しては,そ の よ うな シ ステ ムが実 現 す る こ とを想 定 して もよい。 シ ステ

ムそ れ 自身 の機 能 も少 しず つ 変 っ て くるの で あろ うし,利 用 す る側 の行 動 も

生 活 も変 るわ け で あ る か ら,現 在 の ビデオ テ ック スの状 態 を もっ て,ビ デ ナ

テ ック スそ の もの の将 来 性 を 断 じて しま うことは 間 違 い で あ ろ う。 ただ,ニ

ュー ・メ デ ィア と して の初 期段 階 の あ り方 として問 題 が あ る とい うことだ け

は 確 か で あ る。

プ レ ステ ル の も う一 つ の教 訓 は,ホ ー ムユ ー ス も ビジ ネ スユ ー ス も含 め て,

常 にデ ー タ,情 報 のデ ー タ ・バ ン クを 売 りもの にす る こ とだ け で は,ニ ュー

・メデ ィ ア と して の魅 力 に欠 け る,と い うこ とであ る 。 デ ー タベ ー ス とい

う とす ぐに家 庭 用 のエ レク トロニ ック ・エ ンサ イ ク ロペ デ ィア とい うア イデ

ィアが 出 て くるが,ど うや ら そ うした ところ に この シ ステ ム の魅 力 の 中心 が

あ る とは い え なそ うで あ る。 少 くと も初期 段 階 の機 能 と して は.そ うい え る

の では な い だ ろ うか 。 エ レク トロニ ック ・エ ンサ イ ク ロペ デ ィアでは な く.

この シ ステ ムを介 し て.外 部 の さ ま ざ まの コン ピュー タにつなが り(も ちろん

国 境 を 越 え て の利 用 に な っ て)そ こで多様にインタラ ク テ ィ ブな機 能 が発 揮 さ

れ る,と い うとこ ろ に.ビ デ オ テ ックス の大 き な展 開 の方 向 があ りそ うであ

る。 現 実 に西 ヨー ロ ッパ の ビデ オテ ック スぱ そ うした 方 向 で動 い て い る とい

っ て、、いo

少 くと も,一 つ の ビデ オ テ ック スの シ ステ ム 内の デー タ ‥ ミン ク に よっ て。

シ ステ ム に対 す る情 報 需 要 の すべ て を まか ない,完 結 さ せ うる.と 考 え るの

は無 理 で あ る。 外 部 の デ ー タ ・バ ンク につ な が っ て,多 様 な情 報 ニ ーズ に対

応 で き る開 か れ た シ ステ ム に な る こ とが必 要で あ る。 日本 の 場合,キ ャ ブテ

ン ・シ ステ ムが将 来 に つ い て も,同 じよ うな こ と がそ ろそ ろ考 え られ てい る

様 子 であ るが,一 シ ス テム に よ るサ ー ビス完 結 性 とい うこ とは,日 本 で も無
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理 とい うべ きで あ ろ う。 ま た,そ うした多 くの外 部 コ ン ピ ュー タへ の接 続 と

い うこ とにな れば,シ ステ ム の機 能 は い っ そ うホ ー ムユ ー スか ら 遠 ざか り,

ビジネ スや学 術 研 究 の 専 門 的 な領 域 に お け る利 用 とい うこ とに な りそ うで あ

る。

3.ホ ーム ユ ース のデ ー タ ベ ー ス へ の 過程

3.1画 像 情 報 利 用 の シ ステ ム の高 度 化

ニ ュー ・メ デ ィア に画 像 デ ー タ ベ ー ス を 結 び つ け れ ば,ホ ー ムユ ー スの

新 しい デ ー タ ・サー ビ スが で き る,と い うのは余 りに も安 直 な 考 え方 とい わ

な け れば な らない 。 家 庭 に入 るべ き情 報 シ ステ ム は,素 人 に よ る全 くの 日常

的 使用 に耐 え うる も の で,か つ 利用 コ ス トが相 当程 度低 い もの でな けれ ば な

らない 。 そ の よ うな サ ー ビスを 可 能 にす るシ ステ ム で,し か も高 度な 技 術 を

ベ ー ス に した もの の場 合 に は,家 庭 に入 る前 で十 分 に実 用 化 され,安 定 した

シ ステ ムにな っ てい な け れ ばな らな い。

例 え ば,目 下 わ が国 で も家 庭 用VTRが 普 及 の初 期 段 階 に あ る が,こ の家

庭 用VTRの 前 には長 い 間 の プ ロフ ェ ッシ ・ナ ルVTRの 開 発 と実 用 の歴 史

が あ る。 そ うした プ ロ フ ェ ッシ ョナル の利 用 の中 で,技 術 も安 定 し,家 庭 用

と して ふ さわ しい基 準 に まで下 げ て も少 しの問 題 な い と ころ まで な る。 初 め

か らVTRが 家 庭 用 を 第1次 の 目標 と して,市 場 に導 入 されてい た ら,お そ

ら く今 日の よ うな 安 定 した 商 品 に な る ま での時 間 が もた な か った こ とだ ろ う。

画像 デ ー タ ベ ー ス に し て も同 じ こ とが い え るの で はな いだ ろ うか。 画 像

情 報 を フ ァイ ル す る こ と自体,ま だ まだ ご く初 期 的 な段 階 に あ る。 フ ァイ ル

すべ きベ ー ス 素材 自身,よ うや くVTR,デ ィス クの 使 用 が一 般 化 しつ つ あ

る ところ で あ る。 それ まで は スチ ー ル の写 真,フ ィル ム,マ イ ク ロフ ィ ッシ

ュ とい っ た と ころ が ほ とん どで あ っ た。 これ らの ベ ー ス素材 に の せ た大 量 の

画像情 報 の ライ ブ ラ リー の設 計 自体,ま だ まだ 標 準 化 し てい な い の であ る。

画像 情 報 の イ ン デキ シ ング に つい て も同様 であ る。 フ ァイ ル した画 像情 報 を,
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どの よ うな シ ステ ムで検 索 す べ きな のか,ま だ ま だ結論 に までは 程 遠い 。 ビ

デ オ以 前 の段 階 で結論 が 出 て い な か った と ころ に磁 気 フ ァイ ル が可 能 に な っ

て きた 。 確 か に 蓄積 容量 は 拡 大 した の だ が,他 の要 件 は ほ とん ど未 解決 の ま

ま であ る。

そ れ で もビジ ネ ス上 の必 要 か ら,さ まざ まの専 門分 野 で画 像情 報 の利 用 が

開 発 され つ つ あ る。 警 察 に おけ る指 紋 等 の画 像情 報,医 療 セ ンタ ー にお け る

医 用 画 像 情 報 の利 用 の シ ステ ム,あ るいはCADの 活 用 等,個 別 の分野 で の

開 発 の努 力が つづ ら れ てい る。 現 在,必 要な こ とは,こ うした個 別 的 な 分野

の ハー ド,ソ フ トの技 術 開 発 の い っ そ うの促進 で あ り,そ れ らの間 の 開発 情

報 の交 換,相 互促 進 の体 制 づ く りで あ ろ う。 そ うした個 々 の分 野 の シ ステ ム

を 高 度 化 す るこ とが あ っ ては じめ て,次 の段 階で の ホ ー ムユ ー スへ の展 開 が,

技 術 的 に も,経 済的 に も可 能 に な る,と 考 え るべ きで あ ろ う。 従 っ て,個 々

の企 業,あ るい は企 業 グル ー プ,あ るい は 自治 体等 の組 織 単 位 におけ る画像

情 報 の シ ス テ ム開発 を と もか くい まは 手 が け るべ きな の で あ る。

京都 の西 陣 工 業組 合 が検 討 して い る よ うな,特 殊性 の あ る地 域 を前 提 に し

た ケー ブル シ ス テ ムに,デ ザ イ ン に 関す るデー タ ・バ ンク を組込 ん だ画 像情

報 利 用 の サ ブ シ ステ ムを構 成す る こ とな ど,こ うした プ ロフ ェ ッシ ョナ ル な

シ ス テ ム の いい 例 とい え よ う。 この場 合 で も,デ ザ イ ンに関 す る画 像情 報 シ

ス テ ム を,経 済 的 に も成 り立 させ る もの にす る こと がで きるか否 か,実 の と

ころ は分 らな い し,ま た,西 陣 の デ ザ イ ン にそれ ほ どの共 用性 を 与 え る こ と

が可 能 な の か ど うか も問 題 で あ る。 そ うした問 題 が沢 山 あ る こ とは事 実 で あ

るが,と もか く,こ うした ク ロー ズ ドの,イ ンナー シ ステ ム として 画像 情 報

の デ ー タ ・バ ン ク化 が まず 検 討 さ れ,構 築 され,実 用 化 されな け れ ば,と て

もホー ムユ ー スの夢 の実 現 は期 し難 い の で あ る。

社 内 デ ー タベ ー ス 化,業 界 デ ー タ ベ ー ス 化,プ ロ フ ご ッ シ ョナル ユ ー

ス の た め の デ 一 夕 ベLス,そ し て地 域 限定 的な,ク ロー ズ ドのシ ステ ム の

実 験 と実 用化 の年 月 を 経 て,ハ ー ド,ソ フ トの い ず れ もが一 般 の ホー ムユ 一
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ス に耐 え る もの とな り うる こ とだ ろ う。

ニ ュ ー ・メデ ィ アの 中で も,画 像情 報 的 な も のにつ い ては,第 三 者 か ら極

め て安 易 に,放 送 局,出 版 社 の ス トックの 利 用可 能性 が 口 に出 され た。 しか

し,現 実 は そ の よ うに簡 単 で はな い。 放 送 局 が放 送 の た め につ くった 映 像 が,

そ の ま ま切 り とられ さ えす れ ば ニ ュー ・メデ ィア のた め の ソ フ トに な る,と

い う具 合 には い かな い 。 それ ぞ れ の ニ ュー ・メ デ ィア には,そ れ ぞ れ に ふ さ

わ しい フ ォー マ ッ トの ソ フ トが十 分 に時 間 をか け て開発 され なけ れ ば な らな

い 。 そ れ は 文字 放 送 の よ うに,1ペ ー ジ120字 程 度 の テキ ス ト ・ペー ジ の作

成 につ い て も同様 で あ る。 そ れ は新 聞記 事 を書 くの とは違 うの であ る。 ノ ウ

ハ ウは こ れか ら蓄積 さ れ な けれ ぱ な らな い。

3.2家 庭 内 イ ンフ ォメ ー シ ョン ・ター ミナ ル時 代 は来 るか

r第 三 の 波 』の アル ビン ・ トフ ラー は,し き りに在 宅勤 務 時 代 の到 来 を説

い た。 電 電 公社 のINS構 想 が実 現 す れ ば,ト フ ラー の構 想 も十 分 に可 能 性

を も っ て くる。 そ して,家 庭 に と ど ま って,自 宅の 端 末 で仕 事 をす る よ うな

こ とに なれ ば,家 庭 内 の 人間 の 情 報行 動 は 変 っ て くる に違 い な い。 果 た して

そ うな る だろ うか。

人 に よ っ ては,日 本 の企 業や 官庁 の仕 事 のや り方 は,根 本 的 に欧 米 の や り

方 とは異 っ てい るの で,在 宅勤 務 でデ ー タや情 報 を 送受 し,処 理 を して い れ

ば そ れ で すむ とい う具 合 に はな らな い,と 主 張 す る。 また,そ うでな く とも,

ビジ ネ スは100パ ー セ ン ト,情 報 処 理 とい うこ と もない の で,全 面 的な 在 宅

勤 務 には 到 らない だ ろ うとの予 想 もあ る。 お そ ら くは,自 宅 勤 務 で は な く,

そ れ ぞ れの住 居 か ら比 較的 近 い と ころ の リモ ー ト ・オ フ ィス まで 出か け て,

そ こで テ レ ・コ ミュ ニケー シ ョンを 活 用 した シ ステ ムを動 か して仕 事 を して,

あ とは週 の うち1,2日,若 干,時 間を 使 って 会社 ま で出 かけ て行 く,と い

うよ うな か た ち を と る,と い うと ころ が 現実 に近 い もの とな る ので は な い だ

ろ うか 。
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一一
そ れ に して も,仕 事 の中 にテ レ ・コ ミュ ニケー シ ョンの シ ス テ ムの操 作 が

入 って くる領 域 は拡 大 す る とみ てお か な くては な らな い だ ろ う。 そ うす れば

家 庭 にあ っ て も,い ま よ りは テ レ ・コ ミ ュニケ ー シ ョンの シ ステ ムを 自分 で

操 作 す る こ とに,そ れ ほ どの異 和 感,あ るい は不 快感 を もつ こ とは な くな る

か も しれ ない 。 つ ま り,ビ ジネ スの場 の メデ ィ ア環 境 の変 化 が,家 庭 内 にお

け る情 報 行 動 に も影 響 を 及 ぼ して くる こ とも予 想 され る。 そ うな れば,現 在

の テ レ ビ視聴 に典 型 的 にみ られ る よ うな,.送 られ て くる もの を受 動 的 に受 け

容 れ る とい う態度 もか な り変 わ っ て くるか も しれ ない 。

だ が,そ うは い っ てみ て も,人 間 には 緊張 と弛 緩 の リズ ムが 必 要 で あ る。

弛 緩 の場 と して の家 庭 とい う要 因 は そ うは 簡 単 に消 え な くな る こ とはな い だ

ろ う。 弛 緩 の リズ ム に対 応 した もの と して 現在 は 家庭 にお け るテ レ ビの視 聴

が あ る。 そ の テ レ ビの 視 聴 の時 間量 は す で にほS'飽 和 点 に達 し,大 幅 な増 大

は とて も期 待 で きな い。 とな ると,そ の幅 の 中 で,つ ぎつ ぎに登 場 す るニ ュ

ー ・メ デ ィ7が シ ェア を争 い合 わ ね ば な らな い
。 多 方,放 送 テ レ ビの視 聴 時

間量 は,少 しず つ新 しい メ デ ィア に食 わ れ るこ とにな るだ ろ う。 その 場 合,

放 送 テ レ ビへ の視 聴 行 動 とは 原 理 を異 にす る情 報検 索行 動 を 基 本 とす る ニ ュ

ー ・メ デ ィア が
,ど こ まで くい込 め る のか,こ こに家庭 内 の情 報行 動 の全 体

の 値 の変 化を 招 来 す る モ メ ン トが あ り うるの で あ る。

ビジ ネ スユ ー ス,プ ロフ ェ ッシ ョナル ユー ス の段 階 を経 由 して ,ハ ー ド,

ソ フ ト共 に熟 した技 術 にな った もの がホー ムユ ー スに入 っ て くる と して ,そ

の場 合 で も,た だ,デ ー タ ・バ ンクか らデー タや情 報 を家 庭 にい て取 り出 し

て よみ取 る,と い うこ とには な ら ない だ ろ う。 そ うした デー タや情 報 の検 索

の行 動 を うな が す よ う'なシ ステ ムの機 能 が あ って は じめ て,わ れわ れは 家 庭

にあ っ て 自 ら積 極 的 にデ ー タ を探 し,情 報 を追 い求 め る とい うこと にな る の

では な い だ ろ うか 。 そ うした機 能 は 明 らか にそ の シ ステ ム が イ ンタ ラク テ ィ

ブネ スを もっ てい る こ とを 前 提 とす る。 予 約 が で き る とい う一 つ の機 能 を考

えて も,そ の シ ス テ ムで予 約 が で き るか ら こそ,予 約 の状 況 につ い ての情 報
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をい そ い で求 め るは ず で あ る。 情 報 を 求 め る こ とと予 約 をす る とい う行 動 と

が連 結 してい るの で あ る。 エ レク トロニ ック ・シ ョ ッ ピン グに して も同 じだ

ろ う。 そ の シ ステ ム で オー ダー を して支 払 を す る こ と もで き る とい うこ とが

あ らそは じめ て,し んけ んに デ ィ スプ レイ上 にカ タ ログ を よぴ 出 して検討 す る

こ とにな る。 トラン ザ ク シ ョ ン が で き る と い うこ とが あ っ て,そ れ につ な

が る情 報行 動 が活 発 化 す るの で あ る。

考 え てみ れ ば ビジ ネ スの 場 にお け る情 報行 動 の 目的 もそ うした と ころ にあ

る。 情 報 を よむ こ とで 完 結 す る コ ミュニ ケー シ ョンで は ない の で あ る。 家 庭

内に あ っ て も,検 索 行 動 を 本 筋 とす るメデ ィアの場 合 には,情 報 が よみ 出せ

れ ば,そ れ で完 結 す る とい うこ とで は,メ デ ィア機 能 と し ては極 め て限定 さ

れて い る とい わ な け れ ば な らな い。

こ うみ て くると,イ ギ リスの プ レステ ル の 方向転 換,西 ドイ ツの ビル トシ

ル ムテ キ ス トの着 実 な 伸 び,い ず れ も指 示 してい る こ とは 同 じ方 向 であ る こ

とが 分 づ て くる の で あ る。

一96一



D。 国 際 公衆 デ ー タ網 に よ る国 際 デ ー タベ ー ス流 通 の 発 展

1.は ・ じ め に

近 年 に お け るコ ン ピ ュー タ技 術,電 気通 信技 術 の 発 展 は 目 ざ ま し く,こ れ

が産 業 社 会 の一 層 の 緊密 化 ・組 織 化 を強 め てい る。 また 「ペ ー パ レス ・オ フ

ィ ス」 に代 表 され る よ うに,事 務 処理 の 自動 化 も進 み つ つ あ る。 こ の よ うに,'

社 会 の変 化 が急 速 化,複 雑 化す る につ れ,組 織 を効 率 よ く運 営 す るため に ご'

の よ うな変 化 を正 し く,か つ い ち 早 くと らえ る こ とが極 め て重 要 にな って き …

つ つ あ る。

電 話 機 と簡 単 な 端 末 が あ れば 必要 な情 報 を即 座 に取 り出す ことの で き る,

い わ ゆ る オ ンラ イ ン ・デ ー タベ ー スの利 用 は最 近 と くに急 速 に普 及 しつ つ あ

り,こ れ は 企業 活 動,研 究 開発 にお い ては情 報 の把 握 の迅 速 さ と正 確 さ が如

何喧 視されているか嘘 館 と案 ・舗 囎 姫 垣 ・瓢 ζ二 口U

KDDが1980年9月 よ り開始 した新 しい 公衆 デ ー タ通 信 サ ー ビス,1白 田 ・

(国 際 コ ン ピ ュー タ ・ア クセ スサ ー ビス)は,海 外 の コ ン ピ ュー タ ・リソー

スを 日本 か ら居 な が ら に して手 軽 に利 用 で き るサ ー ビ ス と して,急 速 に その

利 用 が増 加 して きた 。 〔図1〕

外 国 にあ るデ ー タベ ー スを この よ うに利 用 す る 形態 が普 及 し て きた こ とに

は い くつ か の要 因 が推 察 さ れ るが,基 本 的 には1台 の コ ン ピュー タ を時 分 割

的 に複 数 の利 用 者 が利 用 す るTSS(TimeSharing)技 術 の 開 発 と,こ れ

を 利用 す るの に好 都 合 な ネ ッ トワー ク(パ ケ ッ ト交 換 網)が 発 達 した こ とが

挙 げ られ る。

す で に1970年 代 か ら欧米 各国 に おい て,公 開 された デ ー タベー スを遠 隔

地 か ら手 軽 に利 用 で き る よ うな環 境 を作 ろ うとす る動 き が あ り,ま た このた

め に有 用 な通 信 方式 に 関 す る 国際標準化作業 も進め られてきた。わが国 において

も国 内 の デ ー タベ ー ス 構 築 と,そ れ をオ ンラ イ ンで利 用 す るた めの デ ー タ通

信 網 の 建設 が進 め ら れ て きた が,日 本 電信 電 話 公社 に よ るDDXJICSTな
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図11CAS契 約数 の推 移

どに よ る国 内オ ン ラ イ ンデ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス,と 並 んで,海 外 のデ ー タ

ベ ー ス を提 供 す る コ ン ピュ ー タに アク セ スし,情 報 検 索 を可 能 とす るICAS

も開始 された わけ で あ る。 ま た,4)が 国 の デー タベ ー スを海 外 か ら も利 用 で

きる,国 際公 衆 デー タ伝 送 サ ー ビス(VENUS-P)も 近 く開始 され る。 この

よ うに,情 報流 通 の た めの ネ ッ トワー クは 今後,世 界各 国 に張 りめ ぐら され,

デ ー タベ ー スを提 供 す るホ ス ト ・コ ン ビa .一 夕 は,容 易 に この ネ ッ トワー ク

へ の接 続 が可 能 で あ る上 に,こ れ を利用 す る端 末 も簡 単 に ネ ッ トワー ク に ア

クセ ス し,デ ー タベ ー スを利 用 で き る よ うに な って く傾 向 にあ る。 この よ う

に,イ ンフ ラ ス トラ ク チ ュア とし て のデ ー タ通 信 網 の存 在 は 今 後一 層社 会 活
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動 に と っ ての 重 要性 を 増 し,網 の発 達 も急 速 に進む もの と思 わ れ る。 こ の よ

うな状 況 にお け る国 際公 衆デ ー タ 通信 網 の役 割 と今 後 の 動 向に つ い て述 べ る

こ とに す る。

2・ デ ー タベ ース のオ ン ライ ン 利 用 の 発 展 と通 信 網 の役 割

オ ンラ イ ン に よ るデー タベ ー ス利 用 が これ ほ どまで に普 及 し,ま た普 及 し

つ つ あ る要 因 と して は,1つ に は コ ン ピュー タ技術 の発 達 に よ う て際 限 な く

発 生 す るぽ う大 な量 の情 報 を 蓄積 し,こ れ を必 要 に応 じ て選 択 して とり出 す

ことの で き る方 法(デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト)が 開 発 され た こ とで あ り,

も う1つ は遠 隔 地 に あ っ て も,あ た か も自分 が コ ン ピ ュー タ を専 有 して い る

か の よ うに端 末 を使 っ て,必 要 な情 報 を検 索 す るこ とがで き る よ うな通 信 技

術 が発 展 し た ことで あ る。

この よ うな コ ン ピ ュー タ と端 末 間 の通 信,あ るいは コ ン ピ ュー タ相 互 間 の

通 信 ・デ ・ ジ タル'フ ・クシ ミ リの通 伺 ま・ 「㌃ 増 刷 頃 称 され る こ

とが あ るが,こ れ は この よ うな ネ ッ トワー ク の端末 に接続 され て い る機 器 が,

電 話 網 にお け る電 話 機 とは異 な り,文 字 や 図 形,;あ るい は機械(コ ン ピ ュー

タ)だ け が読 み と る こ との で き る よ うな 情 報形 態(デ ィジ タル ・デ ー タ)を

受 け入 れ る こ との で き る もの であ るた め,電 話 や テ レ ックス な ど と区別 す る

意 味 か ら この よ うに呼 ばれ るの で あ る。 しか し,遠 隔 地相 互 間 で情 報 の交 換

をす る,と い う意味 では 電 気通 信 の範 疇 の もので あ る こ とには 違 いは ない 。

一 般 に ,電 気 通 信 にお い ては利 用 者 が 使 い た い とき に簡 単 に利 用 で き る こ と,

例 え ば電 気 の コ ンセ ン トに プラ グを さ し込 め ば 直 ち に電 気 器 具 が 使 え る よ う

にな っ てい る こ と,が 望 ま しい。 事実,電 話 に おい ては相 手 の番 号 さ え ダイ

ヤ ル す れ ば相 手 に接続 され,話 をす る こ とが で き る。 デ ー タ通 信 にお い て も

これ と同様 の こ とを可 能 にす るた め にい ろい ろ努 力 が積 み重 ね られ て きた。
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2.1オ ン ライ ン ・デー タ ベ ー ス とパ ケ ッ ト交 換

通 常,異 な る機 種 の コ ン ピ ュー タ相 互 間 の通信 は,そ れ らの ソ フ トウ ェア

を管 理 す るシ ステ ム の構 造 が異 な るた め,困 難 であ る が,多 数 の異 機種 コ ン

ピ ュー タ 間通 信 を可 能 とす る試 み が1960年 代 後 半 よ り米 国 防総 省 が中心 と

な っ て進 め られ た。 この 実 験 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クはARPANETと 呼

ば れ,多 くの 大 学 ・研 究 所 も参 加 した。 この実 験 の 中 では,異 な る種 類 の端

末 か ら も種 々 の ホ ス ト ・コ ン ピュー タ に接 続 で き,利 用 で き る よ うにす るた

め の ネ ッ トワ「 ク機 能 が研 究 され た 。 そ の結果,コ ン ピ ュー タは この ネ ッ ト

ワー ク に何 ら困 難 を伴 な わず に接 続 す る こ とが で き る よ うにな った し,入 出

力端 末 も何 ら ネ ッ トワー クを意 識 せず に この コ ン ピュー タを利 用 で き る よ う

に な っ た。 このARPANETの 実 績 ・経 験 を ベー ス に商 用の公 衆 デー タ通 信網

で あ るTYMNETやTelenetが1970年 代 前 半 に 出現 した。

従 来,オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー スを 提 供 す る機 関 は そ の た め のネ ッ トワー

クを 自前 で作 る必要 が あ っ た が,公 衆デ ー タ網 の 出現 に よ り,そ の 運 用 ・保

守 の わず らわ し さか ら解 放 され た。 ま た この よ うな公 衆 デー タ網 では,パ ケ

。 咬 換 方襲)が採用 され一 つの国劇 多 くの一ー ザの ・ラ ・。クを相剰

さ せ,効 率 的 な伝 送 が可 能 とな った た め,回 線 コ ス トを従 来 よ りも低 くお さ

え る こ と が でき る よ うにな った。

こ のTYMNETやTelenetは 米 国 内 の公 衆 通 信 業 者(米 国 内 で は彼 らは

VAN:ValueAddedNetwork.付 加 価 値通 信 網 と呼 ば れ る)で あ うた が,

利 用価 値 の 高 いデ ー タベ ー スを 有 す るホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ を数 多 く(約200)

収 容 した た め 欧 州 な どの海 外 か ら の利 用 希 望 も強 ま り,欧 州 な どか ら'

TYMNETやTelenetに 接 続 で き る新 しい 公 衆 デ ー タ通信 サー ビス が実 現 し

注)パ ケ ッ ト交 換方 式:原 デー タ をパ ケ ッ トと呼 ば れ る ブ ロ ック に分 割 し,

個 々の パ ケ ッ トを単 位 と して伝 送 ・交換 す る方 式 ○誤 り制 御 に よ る自動誤

り訂 正,パ ケ ッ トの 通番 管 理や ル ー テ ィ ン グ制 御 を併 用 し,高 信 頼 性 ・高

能 率性 を 有 してい る。ARPANETで 開発 され た 方式 が基 礎 とな っ てい る。
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てい っ た。

他 方 これ とは 別 に欧 州,カ ナ ダな どにおい て も国 内公 衆 デ ー タ網 の構 築 が

急速 に進 め られ,さ ら に これ と並行 して,公 衆 デ ー タ 網 の 国 際標 準 化 も急 ピ

ッチ で行 なわ れ た 。 国 際 標準 化 とは,一 定 の規 格 を統 一 す る こと に よ り通 信

が行 なわ れ る よ うにす る こ とを 目指 した もの であ る。CCITT(国 際 電信 電

話諮 問委員会)で は公衆 デ ー タ網 に関す る研究 グル ー プ を作 り,各 種 の標 準 化

を す す めた 。 この 中 の技 術 的 な条 件 を規 定 した もの はXシ リー ズ勧 告 と呼 ば

れ てい る。 主 な 内 容 を 〔表1〕 に示 す。

表1公 衆 デー タ網 に関 す る国際 標準(Xシ リーズ)

勧告番号 内 容

X.1 公衆 デ ー タ 網 の 国 際ユ ー ザ ーサ ー ビス ク ラ ス

X.2 公 衆 デ ー タ網 にお け る国際 間 ユー ザ ・フ ァ シ リテ ィ

X.3 公 衆 デ ー タ網 にお け るパ ケ ッ ト組 立/分 解機 能(PAD)

φ

X.4 公衆 デ ー タ網 にお け るデー タ伝 送 用 国際 ア ル フ ァベ ッ ト廠5

符 号 の一 般 的 な信 号 構 成

X.20 公 衆デー タ網 におけ る調歩式伝送業務 向けのデー タ端末装置

(、DTE)

X.20

bis

公衆デー タ網におけ る調 歩式伝送 業務 向けのDTEとDCE間
◆

のV.21コ ン パ テ ィ フ ル イ ン タ フ ェ ー ス

X.21 公 衆 デ ー タ網 にお け る同期 動作 向 け の デ ー タ 端末 装 置(DTE)

とデ ー タ 回線終 端 装置(DCE)間 の汎 用 イ ンタ フ ェー ス

X.21

bis

同期Vシ リー ズ モ デル 用 に設 計 され たDTEの 公 衆 デー タ網

に お け る使 用

X.25 公衆 デ ー タ網 にお け るパ ケ ッ ト ・モー ドで動 作 す る端末 の た

めの デ ー タ端 末装 置(DTE)と デ ー タ 回線 終 端 末(DCE)間

の イ ン タ フ ェ〒 ス

X.26 デー タ通信 分野でIC回 路を用いた装置 に一般的 に使 用され

る不平衡 形複流相互接続回路 の電気 的特性
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勧告番号 内 容

X.27 デー タ通信分 野でIC回 路を用いた装置 に一 般的 に使用 され

る平衡形複 流相互接続回路の電気的特性

X.28 同一 国 内 の公 衆 デ ー タ網 のPADフ ァ シ リテ ィに ア クセ スす

る調 歩 式 デ ー タ端 末 装置DTE/DCEイ ンタ フ ェー ス

X.29 パ ケ ッ ト ・モ ー ドDTEと パ ケ ッ ト組立/分 解 機 能(PAD)

間 の 制御 情 報 とユ ー ザ ・デ ータ の交 換 手 順

X.75 パ ケ ッ ト交 換 デー タ網 間 の 国際 回 線 に お け る終 端 お よび 中継

呼 制 御 手 順 とデ ー タ伝 送 シ ステ ム

X..-92 公衆 同期 デー タ網 用標準擬似接続

X.95 公 衆 デ ー タ 網 のパ ラ メ一夕
ト

X.96 公 衆 デ ー タ網 の コ ール ・プ ロ グ レス信 号

X.121 公衆 デー タ網 用国際番号計 画

2.2国 際 コ ン ピ ュー タ ・ア クセ スサ ー ビス(ICAS)

我 が 国 では 日本科 学技 術 情 報 セ ンタ,日 本特 許 情 報 セ ンタ や 民 間の情 報 サ

ー ビス業 者 に よるデ ー タベ ー ス ・システムとそのオ ンライ ン ・ネ ッ トワークが独

自に建設 さ れ て き た が,こ れ ら と並 行 して外 国 の情 報 も(従 来 は 印刷物 の形

で 海 外 よ り情 報 入手 して い た もの を)オ ンラ イ ンで 検 索 したい とい う要望 が

極 め て強 く,こ の よ うな需 要 に 応 える形 で 暫定 的 に国 際非 標 準 の 交換 方 式 を

導 入 して,米 国の デ ー タベ ー ス損 供 業者 の ホ ス トコ ン ピ ュー タを利 用す るた

めの 国 際 公衆 デ ー タ網,ICASを 開始 した。 前述 した よ うに欧 州諸 国 で は既

に この よ うなサ ー ビ スを 当 時始 め て いた。 現 在 の状 況 を 〔図2〕 に示 す。 最

近 で は40か 国近 くか ら米 国 にあ るデー タベ ー スを 使 うこ とが で き る形 とな

っ てい る。

ICASと は オ ン ライ ンデ ー タベ ー ス利 用 を 可能 とす る国 際 デー タ通 信 サ ー

ビスで あ る。 即 ち デ ー タベ ー スを提 供 して い るホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ とそれ

を利 用 す るユ ー ザ の 端 末 との 間 を結 び つ け る通 信 手 段 を 提 供 して い るわ け で
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あ る。 ユ ー ザ は こ のサ ー ビスを利 用す る こ と に よ り,米 国 内のTYMNETや

Telenetに 接 続 され てい る数 百 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ を 自由 に選 ん で こ

れ らを 利 用 す る こ と が で きる。

即 ち ユ ー ザ か ら見 る と,情 報検 索 の た め の海 外 の ホ ス ト ・コ ン ピュー タ を

利 用 す るサ ー ビ ス と,そ のホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ に接 続 し,利 用 す るた め の

通 信 サ ー ビス(ICAS)の 両 者 を 同時 に利 用 して い る こ とにな る。 この点 は

料 金 の面 に お い て も反 映 されて い る:あ るデ ー タベ ー ス の使用 料 は例 えば1

分 当 り何 百 円 とい う料 金(こ のほ か に毎 月 の会 費 を必 要 とす る場 合 もあ る)

で あ り,ICASの 通 信 料金 は 〔表2〕 に示 す とお り,1分 当 り55円,1,㎜

字 当 り165円 の合 計 額 であ る。 した が っ て,ユ ー ザ のオ ン ライ ン情 報検 索 に

必要 な経 費は これ らの 総 計 で あ る。

と こ ろで す で に1970年 代 初 頭か ら海 外 の1つ の コ ン ビ=.一一タの提 供 す る,

オ ン ライ ン情 報 サ ー ビ スを 日本 で販 売 す るサ ー ビスが あ りまた国 内 で も 日本

電 信 電 話 公 社 の販 売在 庫 管理 シ ステ ムサ ー ビスや 科 学技 術 計 算 サ ー ビスを は

じめ,一 般 の情 報 処 理 セ ン タに よ るオ ンライ ン情 報 サ ー ビス も行 な われ てい

た 。 こ うした中 でICASに よ り海 外 に存 在 す る情 報 資 源 を 自由 に選 択 して 使

用す るた め の道 のひ とっが き り開かれたわけであ る。開 始 後1年 半 を 過 ぎ よ うと

してい る が,利 用 も比 較 的 伸 び て お り,ICASに よ り流入 して きた外 国 か ら

の情 報 と,そ れを コ ンピ ュー タ に よ り利 用 しや す くした技 術(情 報 の収 集 方

法 や デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジメ ン トな ど)は わ が国 の オ ン ライ ン情 報利 用 を も

促 進 す る一 要 因 とな る こ とが期 待 され てい る。
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表21CASの 利 用料 金

契 約
利用契約に よ

加 入 契 約 に よ る 利 用

種 別 300bps 1,200bps

料 金 る利用
品目の場合 品目の場合

契 約 料 300円 300円 300円

契
約 電電公社 が定め 電電公社が定め

時 め る2線 式 国内 め る4線 式国内

一 設 備 料 専用線設備料 と 専用線設 備料 と

回 同額(55年9月 同額(55年9月
限

り
現在8万 円) 現在11万 円)

の 実 費(KDD直 営 実費(KDD直 営
料
金

取 付 料 の変復調装置 の

取付料)

の変復調 装置の

取付料)

毎
基 本 料 19200円 24,500円

KDD直 営の変 KDD直 営の変

月 使 用 料 復調装置1台 ご 復調装置1台 ご

と に5,700円 と に6,000円

の 有料時分1分 ま 有料時分1分 ま 有料時分1分 ま

通 時分料 でごとに で ご と に で ご とに

料
55円 55円 55円

信
有料伝送字数 有料伝送字数 有料伝送字数

金
料 伝送料 1,000字 ま で ご 1,000字 ま で ご 1,000字 ま で ご

とに165円 とに165円 とに165円

注)1)品 目:300bpsで は 端末 の伝 送 速 度 は110,150,お よび

300bpsが,1,200bpsで は 端末 の 伝 送速 度110,150,

300お よび1,200bpsが 使 用 で き ます。

2)有 料 時 分:端 末 か ら発 せ ら れた呼 がホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ に接 続

され た時 刻 か ら,そ の呼 が切 断 され る まで の時 間。

3)有 料 伝 送字 数:有 料 時 分 内 に端末 とホス ト・コンピュータ との間 で

や り と りされ た字数 の合 計 。

3.国 際 デ ー タ通 信 の 現 状 と動 向

3.11CASの 現 状

前 述 した よ うにICASは わ が国 のオ ンライ ン情 報検 索利 用 に関 す るユ ー ザ
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か らの 強 い要 望 に応 え る形 で開 始 され たサ ー ビスで あ っ た。 この サ ー ビスで

利 用 で き るホ ス トコ ン ピ ュー タの 内 容は 公 開 され た,い わゆ るPublicAccess

形 の も の と,特 定 の企 業 専 用 タ イ プ の もの とがあ る が,前 者 は不 特定 多数 が

利 用 で き るサー ビス で あ る。 事 実,利 用 者 の現 状 を見 る と,米 国 最 大 の デー

タベ ー スで あ るDIALOGの 利 用 が 多 く,こ れ にSDC,NEWYORKTIMES'

な どの利 用 が次 ぐ。 これは,こ れ らデ ー タベ ー スが企 業 の情 報戦 略 に とっ て

不 可欠 の もの で あ る こ とを反 映 し て い る もの と思 わ れ る。 また最 近 のICAS

の利 用実 態 を見 る と,開 始 当初 に 比べ る とCa11数,利 用 時 間数 お よび文 字

数 な どは1年 間 でほ ぼ2倍 の伸 び を示 した。 これ は海 外 のデ ー タベ ー スを利

用 す る こ との 重 要 さ が広 く認 識 さ れ る に到 っ た こ との現 わ れ とみ る ことが で

き よ う。

3.2諸 外 国 の公 衆 デ ー タ網 とEURONET/DIANE

1970年 代 末 よ り欧 州 諸 国 や カ ナ ダ等 で はICAS類 似 サ ー ビス に よ り一 方

的 に米 国 か ら情 報 が 流 入 す る こ とに,あ るいは これ ら諸 国 の情 報 が無 制 限 に

米 国 に流 出 す る こ とに 懸 念 を示 し,各 国 にお け る 自前 の デ ー タベー スの構 築

と これ を利 用 す るた め の公 衆 デー タ 網 の建設 を 開始 した。 と くにE℃ 諸 国 は.

EC内 の デ_タ ベ ー スを 各 国 が共 向 利 用可 能 とな る よ うに,L共 同 し'・(域内 の

ネ ッ トワー ク を早急 に整備 す る こ ととす るEURONET計 画 を 立案,1980年

3月 に はEURONET/DIANEサ ー ビスを 開始 した。ECの 計 画 に よれ ぱ,

EURONETは 各国 の公 衆 デー タ網 が完 成 した 暁 には これ ら に置換 さ れ る こ と

とな っ てい る。EURONETはEC内 の国 際 ネ ッ トワー ク であ り,域 内 では 同

一 の料 金 が定 め られ てい る。 また 利 用可 能地 域 は 原 則的 にEC諸 国 内に限 ら

れ てい るが,一 部EC外 の 国 に も提 供 され てい る。

KDDは この よ うな 欧 州 諸 国 の デー タベ ー ス もオ ンラ イ ン利 用 可 能 とす る

た め,ICASの 利 用可 能 地 域 を 米 国以 外 に も拡張 す る こ とを予 定 し てい る。

これ が実 現す れば 日本 で利 用 で き るデ ー タベ ー ス も拡 大 す る こと にな り,利
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用 者 に とっ ては一 層広 範 囲 に わ た る情 報 収 集 が可 能 とな ろ う。 現 在 の 欧州 各

国 の公 衆 デー タ網 の 接 続状 況 を 〔表3〕 に示 す。KDDはICASの 欧州 へ の

対 地拡 張 を米 国 にお い て 中継 す る こ とに よ り実 施す る計 画 で あ る。

表3欧 米の公 衆パ ケ ッ ト交換網 の国際接続状 況

米 国 英 国 カナ ダ フ ランス 西 ドイツ スペ イ ン ス イ ス
二L－ ロ

ネ ッ ト

米 国 ○ ○ ○ ○ ○ 09 一

英 国
0

1978 ＼ ○ △ △ 一 一 ○

カナ ダ ○
0
1979 ＼ △ ○ ○ 一 一

フ ラン ス
0
1978

△

1982春

△

1982 ＼ △ ○ 一 ○

西 ドイツ
0

1981

0

1981末

0

1980

△

1981 ＼ 一 一 ○

スペイ ン ○ 一 ○ ○ 一 ＼ ○ 一

ス イ ス ○ 一 一 一 一 ○ ＼ 〇

二L－ ロ

ネ ッ ト
一 ○ 一 ○ ○ 一 ○ ＼

○

△

接続 ず み

接 続 計 画

接 続 され て い な い

ICASに よる欧 州 の公 衆 デ ー タ 網 へ の アクセ ス例 を 〔図3〕 に示 す。
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PLERSETYPEYOUR
-330:1-037－

TERMINALIDENTIFIER

PLEASELOGIN:UKJPOOOOSBL

PASSVVORD:'23411000004001

REMORD:
/LOGIN

CALLCONNECTED
(BLAISE)

PLEASEENTERUSERID

PROG:

SS1/07
USER:
LUNG

PROG:
SS(1)PSTG (4743)

SS2/07
USER:
1FNDSMOKE

PROG:
SS(2)PSTG(19)

SS3/07

USEF:
liPRTFULL

PROG:

1

AU-SHEPHARDRJ

AU-COLLINSR

AU-SILVERMANF

TI-PESPONDESOFEXERCISINGSUBJECTSTOACUTE"PASSIVE:CIGARETTE

SMOKEEXPOSURE.

LA-ENG

MH-ADULT

MH-AIRPOLLUTANTS

MH-CARDIOVASCULARSYSTEM/PHYSIOPATHOLOGY

MH-EXERTION

MH-FEMALE

MH-HUMAN

MH-HYPERVENTILFTION/ETIOLOGY

MH-LUNEVOLUMEMEASUREMENTS

MH-MALE

MH-◆SMOKE

MH-◆TOBACCO

SO-ENVIROMRES1979AUG:19(2):279-91

USEP:
11STOP

TIME1:12:44

USER:

BLTIME1・2:22:3811

PROG:
DONE7(YES/NO)

USER:
Y

PROG:

GOOD-EYE:

REMOTE:CALL

PLEASELOGIN:

CLEARED

(IPSS:International
Packet
Switehing
Service)

図3英 国IPSSへ のICASに よ る接 続 例
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一
3.3VENUS-Pサ ー ビス

KDDはVENUSと 称 す る国 際 デ ータ通 信 計 画 を既 に1977年 に決 定 し,

これ に沿 っ て,当 時 か ら各 国 で進 め られ つ つ あ った 公衆 デ ータ網 の 構 築 に と

り組 む こ と に な った 。 この計画 の骨 子 は 次 の よ うな もの で あ っだ。

① 任 意 に相 手国 を選 択 して デ ータ通 信 が可 能 なサ ー ビス とす る こ と。

② 高 速 ・高 品 質 の ネ ッ トワ ー クを構 築 す る こ と。

③ 国 際 的 な標 準 に従 ったネ ッ トワ ー ク とし将 来 の拡張 性 を も考 慮 す る こ と。

④ 暫 定 的 に国 際 コ ンピ ュータ ・ア クセ スサ ー ビス を導 入す る こ と。

近 く開 始 され るVEN'US-Pサ ー ビスは,

①CCITT標 準 に よ るパ ケ ッ ト交換 方式 を 採 用 し,

②2,400,4,800お よび9,600bpsと い う比 較 的高 速 の 端末(コ ン ピ ュー

タ を も含 む)を 接 続 可能 とし,

③ 誤 り制 御 に よ る低 誤 り率 を実 現 してい る。

このVENUS-Pの 開 始 に よ りわ が国 を含 めた 世 界各 国 の オ ンライ ン ・デ ー

タベ ー ス利 用者 に とっ ては,さ らに広範 囲 な情 報 を迅 速 に交 換 ・入手す る こ

とがで きる よ うに な る 。 このサ ー ビス の利 用可 能 性 の第1は,我 が 国 の デ ー

タベ ー ス提 供 機 関 の ホ ス ト ・コ ンピ ュ ータ が海 外 か ら利 用で きる こ とで あ る,

従 来 は,こ れ が不 可 能 だ ったた め 情 報 を磁 気 テ ー プの形 に して空輸 し ていた

り,或 は 外 国 の コ ン ピ ュータ に デ ータ を投 入 し,そ の情 報 を 海 外か ら利 用 し ・

た りし て いた が,こ の よ うな面 倒 さは今 後解 消 され て い くの で は な か ろ うか 。

VENUS-Pで は,海 外 の端 末 か ら我 が国 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュータ に ア クセ ス

す る こ とが可 能 とな る ぽか りで な く,高 速 の リモ ー ト・ジ ョブ ・エ ン ト リー

端 末 が利 用可 能 で あ り,ま た高 速 フ ァイ ル転 送 な ども簡単 にで きるよ うにな る;

VEN【JS-Pの ネ ッ トワ ー ク概 念 図 を 〔図4〕 に示す 。 また 主 な利 用形 態 を

〔図5〕 に示す 。

〔図4〕 に見 る とお り,VENUS-Pの 加 入者 は 諸外 国 の 公 衆 デ ータ網 に接

続 され た端 末 や コ ン ピ ュ ータ との 間 で,ち ょ うど電話 にお い てダ イ ヤ ル に ょ
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(フ ラ ン ス)

PTT

X.25

X.28

X.25
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X.28

BSC
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(IS)

アメリカ合衆国)

ITT

X.25

X.28

BSC

X.25/BSC/HDLC

2400/4800/9600bps

/
/

X.25

X.28

KDD

VENUS-P

NTT /

T?C)`苦
.15し

X.25
DDX-P

Telenet

注)

X.75(TPC)

/

叱7s
(P8

ノ

X.25:パ ケフ ト端末 と網とのインタフ ェース

X.28:非 同期端末か ら網への接続手続

X.75:局 間信号方式

BSC:同 期式基本形デー タ伝送制御手続

(ア メリカ合衆国)
WUI

X.25

X.28

(アメリカ合衆国)

RCA

TYMNET

X.25

X.28

点線は接続 準備 中の回線 を示す。

TBC:太 平洋横 断クーブル

PS':太 平洋衛 星

IS:イ ン ド洋衛星

図4 VENUS-Pの ネ ッ ト ワ ー ク 概 念 図
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(1)コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン ピ ュ ー タ 通 信(フ ァ イ ル 転 送 等)

外 国

外 国 側

国内公衆データ網

DDX

(2)コ ン ピ ュ ー タ ー 端 末 通 信(リ モ ー ト ・ ジ ョ ブ ・エ ン ト リ/TSSア ク セ ス)

KDD

OO

外 国

§

(3)端 末 一 コ ン ビ4一 タ 通 信(リ モ ー ト ・ジ ョ ブ ・ エ ン ト リ)

外国

§KDD

v

DDX

(4)端 末 一 端 末通信(フ ァ イル転 送/ワ ー ドプ ロセ ッサ 間通 信/フ ァク シ ミ

リ間 通信)

KDD外 国

/▽ ＼
ll

!!

11

/
/

/
/

DDX

図5国 際 公 衆 デ ー タ伝 送 サ ー ビスを 用 い る主 な例
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って相手 を選 んで呼 び出 して通信 するのと同様 に,'デ ータ通信 を行な うことができる。

なお,〔 図4〕 が示 すよ うに,外 国側 の国内公衆データ網はICASに よって も接 続

可 能 であ る。VENUS-Pサ ー ビスは前 述 の よ うに2,400bpsか ら9,600bps

とい う高 速 の端末 向 きの サー ビスで あ り,ICASで 利 用 され る(1,200bps

以 下 の)端 末 はそ の ま まで はVENS-Pで は利 用 す る こ とが で きない 。 した が

っ て対 外 的 に はICASお よびVENUS-Pと い う2通 りの国 際公 衆 デー タ網 が

並存 す る こ とにな る が,将 来 はICASもVENUS-Pと 同様 のネ ッ トワー ク に

吸収 して い く計 画 で あ る。

CCITTで は標 準 的 な パ ケ ッ ト交 換 網 を 利 用 して 非 同期 低 速 端 末(非 パ ケ

ッ ト端 末)か らパ ケ ッ ト端 末(ホ ス ト ・コ ン ピュー タ)に ア クセ スす るた め

の 方 式 を も標準 化 し,PAD(PacketAssembly/Deassembly:パ ケッ

ト組 立 分 解機 能)と 呼 ん でい る。PAD機 能 を 導 入 す る こ とに よ り,各 国 の

公 衆 デ ー タ網 に接 続 さ れ た ホ ス ト ・コ ン ピュー タ に統 一 され た 方法 で ア クセ

スす る こ とが で き るわ け で,KDDに お い て も このPADに よ り現 在 の

ICAS交 換 設 備 を置 き換 え てい くこ とと してい る。

3.4今 後 の オ ン ライ ン ・データベース利用 に よる情 報 流 通 の発 展 につ い て

前述 した よ うなパ ケ ッ ト交換 方式 に も とつ く,オ ン ライ ン情 報検 索 に適 し

た 公 衆 デ ー タ網 が全 世 界 に発 達 し,こ の ネ ッ トワー ク を通 じて流れ る トラ ピ

ック が増 加す る に した が っ て,通 信 路 の コ ス トは相 対的 に低下 し,ま たパ ケ

ッ ト交 換 技 術 の 採 用 に よる通 信 の信 頼性 の 向上 は デ ー タベ ー スの 充実 ・拡 大

相 模 って一 層 利 用 の便 を 良 くして い くで あ ろ う。 さ ら に,こ の よ うな デー タ

ベ ー ス を居 な が ら に して容 易 に利 用 す る こ とを可 能 に した端 末 機 器 は最 近 特

に低 廉 化 の傾 向 を示 して お り,ま た そ の信 頼度 も良 くな りつ つ あ る。 い わ ゆ

るパ ソ コ ン(パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ)の 普 及 にみ られ る よ うに,端 末 も

多様 化 ・機 能 統 合 化 を 強 め て お り,こ の よ うな複 合 端末 が情 報 検 索 用 として

使 わ れ る傾 向 も強 まっ てい る。
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KDDが 構 築 を す す め てい る国 際公 衆 デー タ網 は,標 準 化 され た制度 的 お

よび技 術 的 条 件 を 有 す る各 国 の公 衆 デ ー タ 網 とで きる限 り多 く接 続 し,電 話

や テ レ ック スな どと同様 の世 界 的 なひ ろ が りを もち,不 特 定 多数 の加 入者 が

自 由に利 用 で き る,経 済 的 な か つ高信 頼 度 な 国際 ネ ッ トワー ク とな る こ とを

め ざ して い る。

VENUS計 画 開始 当初 は まだ数 か国 に しか この よ うな公 衆 デー タ網 は存 在

して い な か づた が,近 年,急 速 に各 国 の公 衆 デ ー タ網 サ ー ビ スが開始 され,

そ れ らの相 互 接 続 が進 み つ つ あ り各国 もKDDと 同様 の構 想 の もとに今 後 の

サ ー ビス拡 充 に努 め てい く計 画 であ る。

4.お わ り に

企 業 戦 略 ・研 究 開発 に とっ て オ ン ライ ン ・デー タベ ー スの利 用 は不 可 欠 で

あ り,我 が 国 に おい て も国 際 的 な競 争 の 中 で有 効 に企 業 活 動 ・研 究活 動 を 推

推 す るた め の手 段 と して最 近,と み にそ の重 要 性 が認 識 され つつ あ る。』2,

3年 前 に は,と か く日本 人 は情 報 に対 して投 資 を しない,な ど との批 判 が一

部 に あ っ た が今 や その よ うな事 態 は な くな りつ つ あ る と言 え るの では な か ろ

うか。 人 々は 手 軽 に端 末 を 使 うよ うにな っ た し,必 要情 報 を検 索 す る技術 も

向 上 して い る。ICASな どの 国際 公 衆 デ ー タ網 サ ー ビス も これ に対応 して効

率 的 に,ま た広 範 囲に 利 用 されつ つ あ る。 今 後,国 際 公 衆 デー タ網 の整備 が'

進 む に つ れ,日 本 か ら外 国 のデ ータ ベ ー ス を利 用 す る に とど まらず,我 が 国

の公 開 さ れ た デ ー タベ ー ス も外 国か らひ んぱ ん に利 用 で き る可 能性 も生 じ て

くる。 この よ うな 通信 の 利 用 形態 は 必ず 出現 し拡 大 し てい くもの と思 わ れ る。

現 状 で はあ きら か に我 が国 は,情 報 につ い て は輸 入 超 過な の であ り,ま た

一 方 で我 が 国 が 「情 報鎖 国 」 の 方針 を とっ てい る の では な い か と批 判 す る向

き もあ るが,現 実 には,出 版物 ・磁 気 媒 体等 の形 で かね て よ り海 外 には情 報

の 流 出現 象 は存 在 して い る ので あ る。 今後 は,海 外 との通商 も質 的 な転換 を

求 め られ て い る こ と もあ り,こ れ に ともな う新 た な情 報 流 通 の流 れ も生 じ る
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可 能 性 があ る。 他 方,こ の よ うな 自由な情 報流 通 の動 き に と もな い これ を警

戒 す る傾 向 も出 て きてい る。 欧 州 諸 国,カ ナ ダ等 にお い て プ ライ バ シー保 護

の 法 令 を整備 した ことやTDF(TransborderDataFlow:越 境 デ ー タ フ

ロー)の 問 題 が議 論 され て い る と伝 え られ るが,こ れ らの点 につ い て も注 目

す る必 要 が あ ろ う。

社 会 活 動 の た め に 自 由な 情 報 の流 通 が,広 汎 に行 な わ れ,地 域 の差 異 を 越

え てい くこ とは重 要 で あ る が その 中 での制 約 につ い て も配 慮 が 必 要 で あ ろ う。

しか し公 衆 網 とは,元 来 全 く自 由 にそ の 加入 者 間 で 情 報 をや り と りす るこ と

が で き るた め の手 段 な の であ っ て,そ こを流 れ る情 報 の質(内 容)に つい て

は 通 信 とは別 の次 元 で制 御 しな けれ ば な らな い 。

KDDはVENUS計 画 にお い て デー タ通 信 の ため の最 適 な ネ ッ トワー ク作

りを 目 ざ した が,情 報 流 通 は デ ー タ 通信 の ほか に,テ レ ビジ ョンや 電話 な ど

の メデ ィ アを通 じ て も行 な われ るわ け で,通 信 事 業者 と してKDDは この よ

うな 各種 メ デ ィアを 統一 し,デ ィジ タ ル 化す るな ど して信 頼性 を 高 め ると と

もに コ ス トの低 減 を は か る努 力 を続 け て い る。 この た め には 各種 技 術 の開 発

も必 要 であ り,ま た この よ うな技 術 に対 応 す る料 金 や制 度 の体 系 な ど も整備

す る必 要 があ る。 す で に欧 米 ではElectricPublishingと い う名 称 で,

高 速 デ ィ ジタル デー タ伝 送 路 を 用 い て,ぽ う大 な量 の情 報(例 えば 本一 冊 分

の内 容)を 瞬 時 に利 用 者 に 届 け よ うとす る構想 もあ るの であ り,こ の よ うな

新 た な通 信 需 要(こ れは 一 例 で は あ るが)に 応 え られ る通信 手 段 を準 備 して

い くこ とも通信 事業 者 に とっ て の1つ の課 題で あ る と考 えて い る。
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E・ 越 境 デ ー タ流通 を め ぐる論 議 とそ の 展望

1.は じ め に

越 境 デー タ流通 とはTransborderDataFlowの こ とで あ り,国 際 デー タ流

通 と も呼 ば れ る。 本 稿 で は以 下TDFと 表 す こと と したい 。

TDFは 通 常,「 コ ン ピ ュー タ入 出力データで国境 を越 え て移動 す る もの」

を指 し,そ の移 動 手 段 は 原 則 と して電 気 通 信 回 線 で あ る。

では,言 葉 と してTDFと 国 際 デー タ通 信 は ど う違 うのか 。 国 際 デー タ通

信 が,コ ン ピ ュー タ と電 気 通 信 の触 合 し たメ デ ィア を意 味 す るの に 対 し,

TDFは,メ デ ィア に よ るデー タ流通 の ほ か,コ ン ピュー タに おけ る デー タ

の処 理 ・蓄積,デ ー タベ ー ス の作 成 ・利 用 な どの局 面 を 含 む 広 い概 念 をい う。

1960年 代,経 営 分 野 で コ ン ピ ュー タ が使 わ れ る よ うにな る とす ぐにTDF

も流 れ始 め,や がて オ ン ラ イ ンに よ るこ と とな った。

1970年 代,国 際 貿 易 の拡 大,海 外 直接 投 資の活 発 化等 ニ ーズ の 増 大 と技

術 進 歩 に伴 い国 際 デー タ 通信 は発 達 し,TDFは 増 大 して い った6

しか し,1970年 代 は,ま た,プ ライ ・ミシー ・デー タ保 護,デ ー タ通信 網

の利 用 制 度 ・料 金,情 報 産 業 の振 興 な どTDFに 関連 す る各国 の政策 に不 整

合 が 目立 ち,国 際 的 調 整 が 必要 にな っ た時 期 で もあ っ た。

1980年3～4月,米 国連 邦議 会下 院はTDF公 聴 会 を開 催 し,国 際 専 用

線 の 利 用条 件 そ の他 諸 外 国 の政 策,制 度 が もた らす 制 約 につ い討 議 した。

TDF問 題 の提 起 で あ る。

1980年9月,OECD閣 僚 理 事 会 は 「プ ライバ シー 保 護 と個 人 デ ー タ国 際

流通 につ い て の ガ イ ドラ イ ン」 を採 択 し,加 盟 国 に勧告 した。 これ は プ ライ

バ シー ・デー タ保 護 の 国 際的 枠 組 の成立 で あっ た。

1981年6月,OECD閣 僚 理 事 会 は,経 済,貿 易,エ ネル ギ ー,途 上 国 問

題 につ い て討 議 した 際,"サ ー ビス貿易"の 重 要性 に注 目した。 これは デー

タベ ー スサー ビス,コ ン ピ ュー タ リソー スの越 境 利 用 とい うTDFの ほか,
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広 く銀 行,保 険,航 空,海 運,流 通 そ の他 サー ビ ス産 業全 体 の国 際 ルー ル作

りを 目指 す検 討 を始 め た もの で あ る。

さ て,本 稿 の テ ー マ は 「越境 デー タ流通 を め ぐる論 議 とその展 望」 であ る

が,ま ず,前 段 と してTDF自 体 につ い て解 説 の うえ,論 点 を集 約 して説 明

す る こと と したい 。

2.TDFの 現状 と構 造

(1)TDFと は どん な も の か

わ が 国 に お け る 国 際 デー タ通 信 シ ステ ムは,昭 和56年3月 末 現 在,会

社シ ス テ ム6,自 営 シ ステ ム150,計156シ ス テ ム に達 したが,自 営150

シ ステ ムの な か で は製 造 業(48;32%),商 業 、(30;20%),金 融業(31;

21%),運 輸 業(24;16%)が 多 く,こ の4者 で 約9割 を 占め てい る。

で は,こ の よ うな シ ス テ ムに どんなTDFが 流 れ て い るの か をみ よ う。

商 業,す な わ ち総 合商 社 シ ス テ ムのTDFに つ い て み る と,そ の大半 を

占め るのは,毎 日,本 店 と海 外支 店 間 を往 き来 し て い る取 引 情 報 であ る。

取 引活 動 の結 果 と して の経 理 財務 諸 表 とし て は,各 ポジシ ョン表,チ ェック

リス ト等 が毎 日,成 約高 等 が毎 月,海 外支 店 か ら集 信 さ れてい る。

金 融 業 シ ステ ムの ほ とん どす べ て は銀行,バ ン キ ング シ ステ ム であ り,

これ に毎 日,貿 易 取 引 の決 済 の た め の為 替 電 文,信 用 状 等 の 外 為 情 報,

あ るい は 外 国 為 替 取 引 の確 認 情 報 が流 れ てい る。 各 店 の 動 き を集信 し て,

常 時,外 貨 ポ ジ シ ョ ン表 もア ップ デ ィ トされ て い る。 活 動 結果 を現 わ す 海

外店 経 営 財 務 状 況表 は,毎 月 リモー トバ ッチ で 処 理 さ れ るもの が多い 。

運輸 業 で は,航 空 会 社 シ ステ ム に対 し航 空 便 の問 合 せ,申 込 み が行 われ

て お り,座 席 予 約表 は 常 時 リアル タ イ ムで 維持 され てい る。航 空 会社 の

ADP化 は,発 券,搭 乗 手 続 等 の営 業管 理,運 航 管 理,整 備 関係,物 流 関

係 等 す で に広 く進 ん で い るの で,フ ロー や フ ァイ ル も多岐 にわ た って い る。

海 運会 社 のTDFで は,船 積 書 類 や コ ンテ ナ ー 管 理 情 報 が流 れ てい る。 コ
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一
ンテ ナー 情 報 は対 米 国 は電気 通信 回線 経 由 であ るが,対 欧 州はMT郵 送 で

間 に 合 っ てい る。

製 造 業 のシ ステ ムは 製 品 の種 類,生 産 体系,産 業立地等 によ り多様 にな っ

て い る。 大量 生 産,大 量 販 売,メ ー カー 直販 型 の例 として 自動車 産業 をみ

る と,現 地 デ ィー ラー の車輌 受 注 を生 産 計画 や 出荷 等 に反 映 す るオ ンラ イ

ンシ ス テ ムが あ り,ま た,数 十 万 点 の部 品 を供 給 す るため のオ ー ダー エ ン

ト リー お よび イ ンボ イ スを 管 理す るシ ステ ムが あ る。 自動 車 ほ どの ス テイ

タ ス管 理 を要 しな い 業種 で は,販 売在 庫 管理情 報 がMT郵 送 に より流 れ て

い る。 海外 出先 の経 営財 務 状 況 は毎 月 末 に集信 され る会 社 が 多 い。

国 際 デ ー タ通 信 シ ステ ム のな か には,数 は 少 い が独 特 の もの と して,国

際 情 報 通 信 業 者 の コ ン ピュ ータサ ー ビ スシ ス テ ムが あ る。 これ に よるTDF

に は,コ ン ピュー タ の処 理 能 力 を 利 用 す る ため の 入 出 力の ほ か,前 述 の よ

うな コ ンテ ナー管 理 情 報,自 動車 部 品管 理情 報 な どのユ ー ザ ・デー タベ ー

ス が含 ま れ,ま た,株 式 ・商 品 ・外 国 為替 等 の 市況 情 報,学 術 文 献情 報,

技 術 や特許 情 報 な どの デー タベ ー ス サー ビスの フ ロー が あ る。

(2)TDFの 分類

以 上述 べ て きたTDFに つ い ては,共 通 点 は コー ド化 された文 字,数 値

情 報 で あ る こ とだ け で,多 種 多様 な もの であ る。 そ こで どんなTDFの 分

類 が あ るか考 えて み よ う。

簡 単 に考 えつ く分 類 と しは,① プ ライ バシ ー 性 の あ る情 報 を 含むTDF

と含 まないTDF,② 国際 情 報通 信 業 者 の シ ステ ムを流 れ る処 理 結 果 の 出

力や デ ー タベ ー スサ ー ビ スの よ うな 「値段 のつ い た有 償 のTDF」 と各 企

業 や政 府機 関の シ ステ ムを 流 れ るTDFの よ うに 自分 で生産 し 自分 で消 費

す る,「 値段 のつ か ない 無 償 のTDF」 とい う区別 が あ る。

① の プ ラ イ ・ミシー 性 の あ る情 報 に つい ては,最 も広 く定 義 す る とOECD

ガ イ ドラ イ ン に い うr識 別 され た または され得 る個 人 に 関 す る すべ て の

情 報=個 人 デ ー タ 』 とい うこ とに な る が,情 報の主 体 の権 利 は 別 と して,
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デー タ保 護 に つ い て は,ど こ の 国 で も個 人 デ ー タすべ て を特 別 扱 い す る

こ とは な い 。 例 え ば,人 種,宗 教,肌 の 色,犯 罪 歴等 微 妙 な性 質 を もつ

個 人 デ ー タ に つ い て 保 護 を厚 くして い るだ け で あ る。 わ が国 で は敏 感 に

な る 素 地 が 少 い も の で あ る。 も と も と現 在 のTDFは,世 界 的 にみ て も,

ほ と ん ど非 個 人 デ ー タ だ とい わ れ る。

② の有償 と無 償 の 区別 に つ い て は,デ ー タベ ー スサ ー ビス のTDFは,
ロ

生 産 者 が作 成 し て予 め コ ン ピュー タ に蓄積 して お い た情 報 を対 価 を支 払 っ

て買 うフ ロー で,有 償 の 典型 であ り,提 供 者 に よ る輸 出,利 用者 に よ る輸

入 とい う商 品 貿易 に準 じて 理解 で き る。 しか し処 理 サ ー ビスにつ い ては,

コ ン ピ ュー タパ ワー とい う目に見 えぬ もの の売 買 で,そ の利 用 は機械 の 時

間 貸 しか,業 務 の委 託 か請 負 か,法 律 論 と して追 求 すべきものを残 してい る。一

さて,TDF論 議 を考 え る うえで重 要 な 分類 と し て,③ 「伝 達 す れば そ

れ で足 りるメ ッセ ー ジ」 と 「処理 すべ き,ま たは,処 理 された デー タ」 の

区別 が考 え られ る。

メ ッセ ー ジTDFは,人 か ら人 に情 報 を伝 え る,商 品市 況 な り為 替 レー

トな り知 りたい情 報 を照会 し,回 答 を得 る とい っ た場 合 に,情 報 伝達 を 目

的 と し て行 わ れ るTDFで あ り,送 信側 と受信 側 とで情 報 の 内容 は 変 らな

い.こ うし た ・ 。セ ー ジ は そ の㌔ ン ピ ・一 夕処 理 体 系 の定 め られ た デー タ

フ ォー マ ッ トに従 っ た形 を して い て も,実 質 的 には テ レ ック スの メ ッセ ー

ジ と変 りがな い。 こ の種 メ 。セ ー ジvaつy・ ての ・ ン ピ ・一 タ の機 能 は・ 基

本 的 に は トラヒ ック の集 約 ・管 理,伝 送 コ ス トの節 減等 の 役割 だ け であ る。

現 在 の 統 合商 社 シ ステ ムのTDFは,こ うした意 味 の人か ら人 へ の メ ッセ

ー ジ が ほ とん どで あ る。

これ に対 し,処 理 デー タTDF,は 伝 達 だ け では な く何 らか の コ ン ピ ュー

タ処 理 を 伴 うTDFで あ り,外 為情 報 の よ うに伝 達 が主 で処 理 が従 の"ト

ラ ンザ クシ ョン型"と,航 空 座 席 予 約,車 輌 オ ー ダ ・エ ン トリー,一 般 的

な経 営 財務 状況 の よ うに,処 理 とそ の結 果 の整 序 さ れた情 報 の維持 が主 で
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伝 達 が 附随 す る"デ ー タベ ー ス型"と が あ る。 外 為情 報TDFの 直接 の 目

的 は送 金,ま たは取 立 で あ り,そ れ は 顧客 の トラ ンザ ク シ ョンフ ァイ ル に

記 録 され る が,一 時 的 であ り取 引 完了 とと もに消 され る。 外 為取 引 の判 断

資 料 の一 つ と して の 外 貨 ポ ジ シ ョン表 は,本 来"デ ー タベ ー ス型"の 別 個

の存 在 であ るが,外 為情 報 が単 な るテ レ ック ス メ ッセー ジか ら処理 デー タ

に改 変 され た こ とに よ り,こ れ との 連動 に よ り迅 速 に更 新 され る もの であ

る。"デ ー タベ ー ス 型"の 航 空 座 席 予 約 では航 空 便 の空 席 問 合 せ が先 行 し

て,こ れ に予 約 とい う処 理 が連 続 す る。 また,車 輌 オ ー ダ ・エ ン トリー で

は,受 注 処 理 が先 行 し,こ れ に管 理 資料づ く りが連 動 す る。

(3)デ ー タベ ー ス ・サ ーゼ ス につ い て

銀 行 や航 空会 社 の シ ステ ムを み る と,一 旦あ る業務 の デ ー タ処 理 化 が行

われ る と,そ れか ら価 値 あ る情 報 がさらに生産 され,ま た,メ ッセ ー ジ も デ

_タ ・フ ォ_マ ッ トで伝達 され るよ うになると,そ の ままな い し若 干 の 加 工.

に よ りデー タ ベ ー ス生 産 に連 動 され る傾 向 があ る こ とが分 る。

これ まで,デ ー タベ ー ス とは,一 般 に 「コ ン ピ ュー タ に よ る検 索 が可 能

な,大 量 の 統 合 され た デ ー タ」 をい い,デ ー タベー ス ・サ ー ビスとは,「 デ

ー タベ ー スを 電気 通 信 回線 を通 じて提 供 す るサ ー ビス 」 と解 され,オ ンラ

イ ン情 報 サ ー ビス とほ ぼ 同義 に扱 わ れ て きてい る。 と ころが,デ ー タベ ー

ス産 業 とい う時 には,ジ ャー ナ リズ ム,ビ ジネ ス,調 査 研 究 等 に よ りオ リ

ジ ナル な第1次 的 情 報 を創 造 す る機 能 は外 側 にお い て,① 第1次 的 情報 を

加 工 して第2次 的 情 報 を作 成 しデ ー タベ ース を構 築 す る"プ ロデューサー",

② プ・デ ューサーか らの情報 を磁気テープやオ ンライン等 で提供す る"デ ィス ト

リビュー ター"ま たは"デ ー タバ ンク ・オ ペ レー ター",③ 高 度 な デ ー タ

ベ ー ス の検 索 を代 行 した り,解 析 等 の再加 工 を行 う"ブ ロー カ ー"の3種

で構 成 し,オ ンライ ン ・シ ス テ ム 自体 の機 能 は,ま た,別 個 の 概念 と して

い る。

こ の よ うな整 理 は,現 在 の デー タベ ー ス ・サ ー ビスが,学 術文献 検 索 の シ
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ス テ ム化 に 始 ま り,ビ ジネ ス の世 界 で の専 門 的情 報 サ ー ビス業 の コ ン ピ ュ

ー タ化 を通 じて発 達 し て きた経緯 か らは理 解 で き る。

しか し,今 後,社 会 の情 報 化 と技 術 革新 が ます ます進 展 し,情 報処理 と

情 報 提 供 の機 能 が重 な り合い,社 内オ ンライ ンシ ステ ムの 内部 で も付 加 価

値 情 報 が生 産 さ れ る傾 向が 強 くな っ てい くとすれ ば,デ ー タベ ー スサ ー ビ

スの 構 造 につ い て,将 来 見 直 しが 必要 とな ろ う。

3.TDFを め ぐ る論 議

TDFを め ぐる論 議 は,情 報 化 の進 展 に 伴 う各 国 の通 信,情 報,産 業 諸政

策 の 不 整 合 に つ い て の 国 際 間 の論 議 であ り,米 国 の 提起 に よ りTDF問 題

と し て 登 場 し た の は 最 近 の こ とで あ るが,問 題 の 背景 は1970年 代 の各 国

の政 策動 向に 由来 し てい る。

TDFを め ぐる論 議 につ い て,ま ず,丁 情 報 化 へ の対 応」 とい う一 般 的背 景

に ふ れ,引 続 き 「電気 通信 自 由化問 題 」,「 情 報 産 業 の振 興 」 「情 報 化 の マ

イ ナ ス イ ンパ ク ト」 「サ ー ビ ス貿 易問 題」 の順 序 で論 点 を ま とめ て み る こ と

とす る。

(1)情 報 化へ の対 応

情報 化 とは 「社 会 の な か で情 報 が 次第 に大 きな 役 割 を果 た す よ うにな る

傾 向」 とい わ れ る が,TDFに 関 して特 に関 連 す る のは,近 年,先 進工 業

国 の経 済 が物 質 ・エ ネ ル ギー を 中心 と した ものか ら,情 報 を基 礎 とした も

の に移 行 しつ つ あ る とい う認 識 であ る。

産 業経 済 の発 展 段 階説 に つい て は,Cク ラ一 夕 が1940年 に発 表 した

「第1次 産 業(主 と し て天然 資 源採 取)→ 第2次 産 業(主 とし て製 造 業)

→ 第3次 産 業(サ ー ビス業)」 とい う図式 が 有名 で あ るが,情 報 化 につ い

ては,F.マ ハ ル ップ の 「知 識 産 業 」(1962年),D.ベ ル の 「脱工 業 化 社

会 の到 来」(1973年)が 刺戟 とな り,高 度 成 長 の ゴー ル デ ン'60年 代

を通 じて,各 国 に情 報 化論,情 報 産 業論 が展 開 さ れた 。 さ ら に,Mポ ラ ト
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は1967年 度 の米 国GNPに つい て情 報 部 門 の 比率 を 測 定 し,経 済 成 長 に

対 す る情 報 の貢 献 を定 量 化 す る方 法 論 を創 出 した。ポラ トの方法論はOECD

/ICCPの"情 報 活 動 の経 済 分析"プ ロジ ェ ク トに使 わ れ た。

この よ うな情 報 産 業 論,情 報経 済 論 が情 報 の 重要性 を 認 識 さ せ,そ の認

識 が情 報 の意 識 的活 用 とい う発 想 を生 み,各 国 を情 報 化戦 略 の推 進 に駆 り

立 て た。 情 報 化論 は,先 進 国 との経 済 格差 に団 結す る"南"の 国 に も波 及

し,'第3世 界諸 国 は工 業 化 時 代 の 憂 き 目を く り返 さぬ た め,工 業 開 発 の途

上 に あ っ て情 報 化 を先 取 りし よ うと決 意 す る。

情 報 化 の戦 略 産業 は,情 報 伝 達 に 関 して は電 気通 信事 業 であ り,情 報 処

理 に 関 し て は コ ン ピ ュー タ産 業 で あ る。 こ うした産 業 の 水 準 も含む 情 報 化

の進 展 度 がTDFに 影 響 す る。

TDFの 現 状 につ い て単 純 化 して図 示 す る と次 の とお りであ る。

OECD IBI

回
/

一国

回

.＼
〆

一

ぐ一一一一一一工
第3世 界 諸 国

〈注 〉・← 一 一 製 品 と し て の 情 報ex.処 理 さ れ た デ ー タ,デ ー タ ベ ー ス

●一一一一原 始 デ ー タex .入 力 デ ー ・タ,第1次 的 情 報

電 気通 信 とコ ン ピュー タの技 術,製 造,サ ー ビスで米 国 は優 位 に立 つ た

め,TDFに お い て米 国 へ原 始 デー タが 流入 し,価 値 が付 加 され て米 国 か

ら情 報 が 流 れ る とい う方 向 に よっ て偏 った 流通 にな っ てい る。

問 題 は今 日の わ が国 の 地 位 で あ る。 電気 通 信 メ デ ィア,コ ン ピュ一 夕 ハ

ノ
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一 ドウ ェ ア,電 子 部 品 な どの技 術 水 準 は 米 国 な み,国 際 デ」 タ通 信 シ ス テ

ム も国 内に ホ ス トコ ン ピ ュー タ のあ る もの が大 半 であ るので,こ の図 の 矢

印 は 国 際情 報通 信 サ ー ビスに 限定 した も の とい うこ とにな る ま た,工 業

製 品 の 貿易 につ い て この よ うな図 を描 くと,先 進 国 グルー プ内 での 日本 の

位 置 は,日 本 優 位 に逆転 す るこ とに注 意 し てお く必 要 があ る。

(2)電 気 通信 自 由化 問 題

TDFは 原 則 と して電 気 通信 回線,つ ま り国際 網 とそ の両端 の 国内 網 を

通 じて流 れ る。 デー タ通 信 の高 度 化 に伴 い,各 国 とも 国 内 では デ ィジ タル

デ ー タ網 を計 画,建 設,ま た は運 用 して い るが,国 際網 には まだ本 格 的 に

登 場 し ていな い 。 した が っ て,現 在,TDFに 利 用 され てい るの は,国 際

専 用線,デ ー テル,テ レ ック ス等 が ほ とん どであ り,国 内 側 も専 用 線 あ る

い は テ レ ック ス,加 入 電話 な どの公 衆 網 で あ る。

電 気 通 信 事 業 体 は,多 くの場 合,国 内 と国際 ともに通 信 主 管 庁(PTT)

が 当 っ て い るが米 国 では,国 際網 はAT&TとIRCs,国 内網 はAT&T,電

話 会社,WUお よび衛 星 そ の 他 の通 信 事 業 者 等複 数 の 民 間企 業 に よっ てい

る。

電気 通 信 自由化 問 題 とは,電 信 電 話 時 代 に は,"事 実 上 の独 占"と"法

定 独 占"の 相 違 は あ って も,米 国 と西 欧諸 国は電 気 通信 網 の 計画,建 設,

提 供 条 件 等 が同 様 であ っ た が,米 国 が,1970年 代 国 内 で 自由 化政 策 を進

め た こ とを1980年 代 に国 際 間へ もち こん で きた こと で生 じた 不 整 合 で あ

る。

米 国 内 で 開 放 さ れ た市 場 は ネ ッ トワー ク と端 末 機 器 で あ るが,TDF問

題 と しての 焦点 は ネ ッ トワー ク,特 に国 際専 用 線 の共 同 使 用 ・再 販 売 の 自

由 化 に あ る。FCCは1976年7.月 の専 用 線裁 定 では 国 際 を除 外 した が,

自由化 政 策 が全 般的 に な って き た1980年4月,国 際専 用 線 の規 則 制 定審

理 を 開始 した。 と こ ろが,CCITT議 長 は 国務 省 に手 紙 を 送 り,勧 告D.1.

で 国 際専 用線 の利 用 に一 定 の制 限 あ りと定 め,そ の決 定 に米 国 も加 っ てい
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る と不 快 の 念 を表 した。FCCは そ の まs審 理 を進 め た が,利 害 関 係者 の

意 見 がFCCの 支 持 と反 対 に2分 され た こ と もあ り,そ の後 中断 され て い

る。

米 国 の 国 内法 の レベ ル では,電 気 通信 自由 化政策 は通 信 法 第222条 を 削

除 し て,国 内 ・国 際,音 声 ・記 録 と通信 事 業 者 を4分 して い た 枠組 を 廃 し,

誰 が何 を提 供 し よ うが 自由 に した。 通 信法 全 体 の改 正 の取 組 み と切 離 した

議 会 の努 力 に よ る もの で,1982年1月 に成 立 した。

国 際電 気 通信 事 業 の参 入 は 自由,料 金 は公 正 な コ ス トに も とつ く,専 用

線 の使 用条 件 は制 限 な し,こ んな米 国 の現状 と西 欧諸 国 の 制度 ・料 金 とで

は か な りの 開 き があ る。 制 度上 の思 想 の相 違 は,新 技 術 の社 会 的適 用 にあ

た っ て私的 競 争 こそ進 歩 を もた らす とす る米 国 と,情 報 通信 革 命 には 何 ら

か の公 的調 整 が 必 要 だ とす る西 欧諸 国 と,技 術 哲 学 の相 違 に帰 着 す る。

CCITT勧 告 が"伝 送,回 線,メ ッセ ー ジ交 換は 通信 主 管 庁 の 独 占的 責 任"

とい う西 欧 的考 え 方 に支 配 され てい る間は,米 国 流 の電 気 通信 自由化 政 策

は 門 前 払 い とな り,TDF問 題 の論 議 は別 の場 に移 され る。

な お,米 国 以外 の 国 で始 め て の 民 間付 加 価 値通 信 事 業 が,1982年2月,

認 可 され た。 そ の英 国 の マ ー キ ュ リィ計 画 は,BTと 別 網 で あ り,光 フ ァ

イ バー 網 の 端 の 自 己 の地 上 局 か らINTELSATに 対 向 し,BTの 定 めた 計

画 と料 金 に従 っ て 回線 を 開通,維 持,販 売 す る とい う。 国際通 信 にお け る

BTの 独 占を保 ち つ つ,実 質 的 にはVAN業 者 も満 足 させ る興 味 深 い妥 協

で あ る。

(3)情 報産 業 の振 興

情 報 産 業 とい う時,従 来 の電 子 計 算 機産 業+情 報処 理産 業 で は 狭過 ぎ る

し,さ りとて ポ ラ トの情 報 経済 論 では広 過 ぎ る 。TDFに か ら め て考 え

る と,従 来 の情 報 産 業+電 気通 信 事業+電 気 通信 機 器 産 業 あ た りが,本 稿

にふ さわ しい よ うに思 わ れ る。 す な わ ち,商 品=コ ン ピュー タ,通 信機 器,

宅 内機 器,サ ー ビ ス二電 気 通 信(基 本,高 度),処 理,専 門サ ー ビス,ソ
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フ トウ ェア製 品,デ ー タベ ー スが情 報産 業 を構 成 す る とし よ う。

情 報産 業 に つい て のTDF問 題 は,進 ん だ国 と遅 れ た国 の利 害 対立 であ

る。TDFに つい て は どの国 もサ ー ビスと して は遠 隔 処 理 サ ー ビス,デ ー

タベ ー スの 流 れ の不 均 衡,商 品 と しては 通信 ・情 報 ハ ー ドウ ェ アの一 方 的

輸 入 がな い こ とが 目標 で あ る。 と ころ が コ ン ピュー タ お よび コ ンピ ュー タ

サ ー ビス につ い ては,米 国 が世 界 的優 位 を 占め てい る。 石 油 につ い て の

OPEC諸 国 の よ うに,情 報 財,情 報 サー ビス の売 上げ は 米 国 に流 入 す る。

そ こで,遅 れ た 国 は 政 府 の指 導,援 助 な どに よっ て情 報 産 業 の振 興 に努 め,

場合 に よっ ては,国 際 情報 通信 サ ー ビス の提 供 を制 約 し た りす る。 ブ ラジ

ル の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス許可制がそ の例 で あ る。

しか し,先 進 工 業 国 の場 合 はむ き出 し の直接 規 制 も で きな い。 そ こ で,

フ ラ ン スの ノ ラ ・マ ンク ・レポー ト 「社 会 の情 報 化」 や カ ナ ダ のク ラ イ ン

・レポー ト 「電 気 通 信 とカ ナ ダ」 な ど対 米 総 合戦 略 を盛 りこん だ もの が 出

る。 そ れ を読 んだ米 国 は,も しや,デ ー タ保 護 法 とか デー タ通 信 の制 度 の

料 金 が,米 国 内 の処 理機 能 や デー タベー ス利 用 を制 約 す る よ うに意 図 され

て い ない か と勘 繰 る こ と にな る。

商 品 貿 易 の視 点 か らみ る と,コ ン ピ ュー タ につ い ては,競 争 の歴 史 があ

りメイ ンフ レー ム に おけ るIBMを 頂 点 に一 種 の棲 み わ け が で きて お り,

か つ性 格 と しては 自 由商 品 で あ る。 電気 通信 機 器 に つい て は,調 達 老 とし

て のPTTと 自国 産 業 の 結び つ き が強 い とい う伝 統 が あ る。近 年,電 気 通

信 サ ー ビスの利 用 制 度 上 い わ ゆ る端 末 自営 の範 囲が 次 第 に拡 がっ てお り,

宅 内機 器 につ い て は 自由商 品 化 しつ つ あ る。 し か し,通 信 機器 につ い て は,

ネ ッ トワー クへ の適 合 性,ラ イ フ サ イ クル が比 較 的 永 い こ と等 の 事情 に よ

り,マ ー ケ ッ トセ グ メン トが 固定 化 す る傾 向 に あ っ た。

と ころ が,電 気 通 信 網 の デ ィジ タル 化 とコ ン ピ ュー タ化情 報 シ ステ ム の

拡 大 が併 行 し,電 気 通 信 ・コ ン ピュー タ ネ ッ トワー クが重 な り合 って きた

こ とが,通 信機 器 に影 響 を もた らしつ つ あ る。
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情 報 産業 の振 興 とい う要 因 は,こ の よ うな意 味 で,電 気通 信 自由化 問 題

と も関連 し,問 題 を複 雑 に してい る と ころ で あ る。

(4)情 報 化 のマ イ ナ ス ・イ ンパ ク ト

情 報 化 のマ イ ナ ス ・イ ンパ ク トと して最 初 に問 題 に な ったの は,コ ン ピ

ュー タ の登 場 に 伴 うプ ラ イバ シー 侵 害 の新 たな危 険 性 であ る。 情 報 上 の プ

ライ バ シー を守 るた め の制 度 に つい て,各 国 と も1960年 代 に 着 手 した が,

法 制 の 伝 統 や問 題 の とらえ 方 に よ り,個 人 の権 利 に着 目 して プ ラ イバ シー

保 護 法 を 制定 す る米 国 と,コ ン ピュー タ入 出力 デー タ に着 目 し て デー タ保

護 法 を 制定 す る西 欧 諸 国 の2途 に 分れ て し まっ た。

保 護 法 制 の不 整 合 は,ひ い ては デー タヘ イ ブンを生 む との認 識 もあ り,

COE(欧 州 評 議会)とOECDの2つ の場 で,プ ライノミシー ・デー タ保 護

の 国 際 的 調整 が行 わ れ,COE協 約 とOECDガ イ ドライ ンが 結 着 した と こ

ろ で あ る。

TDFに 関 し,米 国 は 自由 な流通 を 強 く うち 出 し,ス ウ ェー デ ンを 始 め

と して国 内法 で 国 外 デー タ処 理,蓄 積 制 約規 定 を設 けた 国 と対 立 した が,

OECDガ イ ドライ ンは 「過 度 な規 制 は控 え る」 「正 当 な理 由 の あ る制 約 は

認 め る」 と う'まい妥 協 を図 って い る。

こ う してプ ラ イ バ シー ・デ ー タ保 護 とい う制 約要 因 に つ い ては,な お,

い わ ゆ る法 人適 用問 題 な どを残 しな が ら も,原 理的 には解 決 さ れ てい る。

も う一 つ の マ イナ スイ ンパ ク トと して,社 会 は情 報 シ ステ ムの コ ン ピ ュ

ー タ依存 度 が高 くな る につ れ
,脆 弱 な面 を もつ とい う問 題 があ る。 シ ステ

ム の拡 大 や,ネ ッ トワー ク化 に伴 い,シ ステ ム停止 時 の不 便,社 会的 混 乱

は 大 き くな る。 そ の対 策 と して,重 要 な デー タ の国 外処 理;蓄 積 等 を制 限

す る国 が 出 て来 る と,TDFが 制 約 さ れ る とい うと ら え方 で あ る。

この 問 題 は,定 性 的 な 認 識 は 容易 で も,リ ス クの計 量 的 測 定 が困 難 で あ

り,ま た,コ ン ピュー タ資 源 を外 国 に求 め る こ とが 多い小 国層と国 内 自給 体

制 をた て易 い 国 とで は,TDFの ポ ジ シ ョンが違 うとい う特 徴 があ る。
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コ ン ピュー タ化 社 会 の脆 弱性 は,コ ン ピュー タ ・電気 通信 設 備 の物 理 的

レベ ル,デ ー タや 情 報 シ ステ ムの レベ ル,2次 的 影 響 を含む 社 会 的 レベ ル

と3層 構 造 を もち,前2者 につ い て は コ ンピ ュー タ ・セ キ=リ テ ィとほ ぼ

重 な り合 っ てい る。但 し,セ キ ュ リテ ィ がで き上 った シ ステ ムを対 象 とす

るの に対 し,脆 弱性 は シ ステ ムの 変 化 の管理 で あ る とい う本質 を もつ 。

OECDで の政 策 研 究 も始 ま ったば か りであ り,国 を 単位 とし,ま た,将 来

の国 際 的 セ キ ュ リテ ィ体制 を 考 え,こ れ か ら調査 分 析,対 応 策 の検 討 が行

わ れ るべ き もの であ る。

(5)サ ー ビ ス貿 易問 題

貿 易 とは 「国 境 を 越 え て行 わ れ る商 業 取 引⊥ で あ るか ら,サ ー ビス貿 易

とは,輸 出国 がサ 「 ビスを提 供 し,輸 入 国 が代 金 を支 払 う関 係 をい う。

TDFに 関 しては,国 際 企業 の社 内 シ ス テ ムやSITA,SWIFTの ような

国 際 組 織 の特 別 網 を流 れ る もの は,原 則 と して 自 己生産,自 己消 費 の無 償

デー タ であ っ て 貿易 は 行 わ れ ない 。 国 際情 報 通信 サ ー ビス,す な わ ち,コ

ン ピ ュー タ ・サ ニ ビス産業が国際 空 気 通 信 回線 を通 じ て処理 機 能 や デー タベ

ー ス を 国外 に提供 す るサ ー ビ スが,サ ー ビ ス貿易 で あ る。

と ころ で,今 起 き てい る サー ビ ス貿易 問 題 は,必 ず し も,TDF問 題 を

主 要 課 題 と してい るわ けで はな い。 サ ー ビス産 業 の主 力は,卸 ・小売 業,

金 融 ・保 険 業,運 輸 ・通 信 ・そ の他 の公 益事 業 等 であ って,コ ン ピ ュー タ

・サ ー ビス,産 業 は小 さな 比重 しか 占め て い ない。 国 際収 支 では商 品 貿易

を 「貿 易収支 」,サ ー ビ ス貿易 を 「貿 易 外収 支 」 とい うが,現 在 の貿 易 外

収 支 の 主 な も の は,運 輸(船 舶,航 空 機),旅 行,投 資 収 益 等 で あ

って,国 際情 報 通 信 サ ー ビスは"そ の 他"の なか に埋 没 してい る。

現 在 のサ ー ビス貿 易問 題 は,GATTに よ る 自由 貿易 体 制 を確 立 す るた め,

工 業 製 品 関税一 括 引下 げ を図 っ た ケネ デ ィ ・ラウ ン ド,非 関税 障 壁 の 軽 減

・撤 廃 を 加 え た東京 ラ ウ ン ドと多国 間 貿 易 交 渉(MTN)を 重 ね て きた の を,

商 品 を越 え てサ ー ビ スの領 域 の 制 約 に拡 大 し て 自 由化 努 力 を行 う段 階 とな
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っ た もの で あ る。

サ ー ビス貿 易 自由化 を主 導 す る米国 は,東 京 ラ ウ ン ド終 結 に伴 う1979

年 通商 協 定 法 に よ り機 能 が強化 さ れ た米 国通 商代 表(USTR)を 中心 に,

貿 易 障 壁 リス トの作 成,1981年6月OECD閣 僚 理 事 会 で のサー ビス貿 易

の 言及,1982年11月GATT閣 僚 会 議 に 向 け て の 働 きか け等,積 極 的 な

活 動 を展 開 しつ つ あ る。

USTRはTDFに つ い て も,1981年3月,議 会 に 「電気 通信 ・デー タ

・情 報 サ ー ビス の 貿易 障壁 リス ト」 を報 告 し ,今 年秋 か らはOECDのICCP

に 「電 気 通信 サ ー ビス市場 の構 造 変 化」 を 研 究 す る こ とを迫 る等,活 発 で

あ る。 この よ うな動 きは,た また ま,前 述 の よ うに 国 際専 用 線 の共 同使 用

・再 販 売 自 由化 につ い て ,FCCがCCITTの 研 究課 題 にで きな か っ た こ

と に連続 し てい る。

米 国 政 府 部 内 の 裏 の 動 きは 分 ら ない が,一 方 に おい て,か ね て よ りデー

タネ ッ トワー ク政 策 を 研究 して い るOECD/ICCPでTDF問 題 を長 期 の

視 点 で扱 い, 、他 方,短 期 の"障 壁"解 消策 はGATTの 場 に提 起 す る とい う

使 い わ け と連 け い が 明 らか にな ろ うとしてい る。

4.む す び

TDFを め ぐる論 議 は,今 後 しば ら くの 間,サ ー ビス 貿易 問 題 の視 点 で展

開 され る もの と思 わ れ る。 電 気 通信 は 大規 模 な設 備 や 技 術 の集積 の重 み に よ

り,多 分 に"慣 性(inertia)"で 動 く もの であ る。 自由 化政 策 の展 開 は,衛

星通 信 を除 き,一 般 的 には 現在 行 わ れ て い る論 議 の延 長 線 とみ て良 い。 情 報

政 策 に つ い て も,プ ラ イバ シ ー ・デー タ保 護 問 題 は 枠 組 が で きて い る。 脆 弱

性 問 題 は 堀下 げ が必 要 で あ るが,性 質 上,余 り表 立 っ た論 議 には な り難 い。

情 報 産 業 の振 興 問 題 も,国 内 的な積 上 げ が先 行 して,時 に国 際 的 な 動 きを生

む もの で あ る。 先 端 技 術 に期 待を か け る米 国 の 自 由貿 易路 線 に基 き市 場 開放

の政 策 論 議 が行 わ れ る の は,サ ー ビス貿 易問 題 であ る。
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TDFに は さ まざ まな 顔 が あ る。 電気 通信,デ ー タ処 理,情 報 サー ビス,

宅 内 機 器,コ ン ピ ュー タ,ネ ッ トワー ク,サ ー ビス貿 易等 々,多 様 な もの が

複 合 して い る。 しか し,直 接,間 接,人 間 の情 報活 動 にか か わ っ てい る こ と

は 同 じ であ る。 す な わ ち 人 間 が集 まっ てな す さ ま ざ まな 社 会集 団,社 会 関係

がTDFを 扱 っ てい る。

TDFが 多様 な も の で あ る だ け に,今 後 を展 望 す る こ とは な か なか 難 しい 。

縁 あ っ て一 昨 年 か らTDFの 研究 を始 め てい る者 として,昨 年 は,情 報 化

と国 際 化 の2軸 でTDFを 考 え,通 信,情 報,産 業 政 策 を統合 化 した情 報化

政 策 の 必要性 を 感 じた 。 今 年 は,嵐 の よ うな貿 易摩 擦 問 題 に接 す るにつ け,

さ らに世 界 的視 点 にた っ て,!PF問 題 を研 究 しな けれ ば な らな い こ とを痛 感

して い る。 ←
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資 料

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス の ユ ー ザ/ベ ン ダ ー

と し て の 世 界 の 有 識 者1500名 へ の ア ン ケ ー ト票

(和 文 お よ び 英 文)



コ



昭和56年 度 データベース調査

(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ スのユ ーザ ー/ベ ンダ ー

としての世 界の有識者1500名 へのアンケー ト調 査

(昭 和56年12月51日 現 在)

◇ 本調査 につい ては厳 κ機 密を守 り,個 別デ ータは絶対 κ公表 いた しませ ん。

◇ ご回答頂いた 方 に は,集 計 分 析 結果 を昭和57年7月 ない し8月rcお 送 り申し上 げ ます。

(1)



調 査 の 目 的

デ ータベ ース ・サ ービスのニ ーズ.流 通機 構.国 際 デ ータ流通(TDF)な ど同サ ー ビスκ関す る問題点 を整

理す ると共 に,ニ ューメデ ィア によ るデ ー タベ ース ・サニ ピスの可能 性を探 るこ とを 目的 とし ます。

調 査 対 象

内外 の有 識者k500名

(日 本1.000名,海 外500名)

結 果 の 報 告

本 ア ンケ ー トにご回答い ただい た方には.後 日.分 析結果を ご報 告いた し ます。

ア ンケー トの〆切 り

お手数 ですが,ア ンケー トに ご記 入の上. ,1982年2月28Hま で に.ご 返送 下 さい。

関連用語 の定義

。デ ータベース

デ ータを整 理,統 合 し,コ ン ピュータ処理が可能 な形態でひ とつの 集合体 に した情報 フ ァイル

・デ ー タバ ンク

通常 は,デ ータベ ース ・サ ー ビス を行 う組織.機 関.部 局

。デー タベ ース ・サー ビス業 者

他 人の用 に供 するた め,デ ータベース の構 築.流 通.検 索.解 析 等の情報 サ ービス業務を行 う者

。デー タベ ース ・プ ロデ ューサ

デ ータベ ースを構 築す る者

・デ ータベ ース ・デ ィス トリビュー タ

デ ータベ ース ・プロデ ューサか らの情 報 を磁気 テープあるいはオ ン ライ ン等 で提供す る者

。ブローカー

デ ータベースの情報を ユーザ ーに代行 して検 索.解 析 し.ユ ーザ ーκ提 供す る者

。なお,本 調 査κお けるデ ータベ ースは.個 人 または社 内のみ での利用 を 目的 として開発 ・作成 した ものは除

外 し,広 く外部への提供 を 目的 とした ものを対象 κ します。

アンケー トに関 する問合 せ先

例)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会

技術調査 部調 査課 担当 鈴 木

電話(05)454-8211内 線451

(2)



質 問

Q1属 性

ご回答者名: 男 女

所属社 名(ま た は団体名)

所属 ・役職

連絡先(住 所および電話番号) 麓

国 名

.
頃.■.

Q2活 動

あなたはデ ータベ ース ・サ ー ビス の利用者(利 用予定 を含む)で すか。 またはデ ータベース ・サ ー ビス業者

(プ ロデ ューサ,デ ィス トリビュ〒タ.ブ ロー カー)で すか?概 当欄 にチ ェック し,指 定 の質 問 に進 んで下

さい。

ロ デー・ペース ・サーピ・の利用者で・・

ロ デー・ペーー サーピ・を糎 ・予定・ある"　
..■..

ロ デ ー・ペ ース'サ ー ビ・業者 ・あ・

ロ デ ー ・ペ ース ヂ ビ・の棚 者 で ・あ … 一ビ・業 者・ ・あ・

→Q5

→Q・4

→Q5"

→Q・3

.v

(3)



Q3デ ータベ ース ・サー ビス利用 の現状

下表 のデ ータベ ースにっ いて.現 在利 用 してい る もの を.利 用形態(オ ンラインのみで利用,バ ッチ のみ

で利用,オ ン ライン/パ ッチ ともκ利用)に 従 って○印 を付 して下 さい。

〈現 状 〉

文献/記 事デ ータベ ース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ータベ ース 原 値 二次加工値等

オンライン バ ッ チ
オンライン

バ 夢 チ
オンライン バ ッ チ

オンライン
&バ
ッ チ

オンライン バ ッ チ
オンライン

バ3チ

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術)

文 献(人 文 ・社会科

学)

新聞記事

法例 ・判例

工業所有権

著作権

その他

B

数

値

マクロ経済(世 界国

民経済)

→Q4へ

セ ミマク ロ経済

(産 業)'

・

ミク ロ経済(企 業財

務)

商品,株.債 券 の市
況

科学技術,物 性

その他

C

画

像

自然画像

ビ ジ ネ ス ・グ ラフ ィ

ク ス

科学技術画像(含 む
医学)

その他

(4)



Q4デ ータベ ース ・サ ービス の将来 の利用予定

下表 のデ ータベ ースvaつ いて,将 来(5年 以 内)利 用予 定の もの について,利 用 予定形態(オ ン ラインの

み で利用.バ ッチのみ で利用,オ ンライン/パ ッチ ともに利用)に 従 って○ 印 を付 して下 さい。

〈将 来〉

文献/記 事デ ー タベ ース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ー タ ベ ー ス 原 価 二次加工俺等

オンライン バ ッ チ
オンライン

パ ξ チ
オンライン パ ッ チ

オンライン
&

パ ッ チ
オンライン バ ッ チ

オンライノ&

パ ッ チ

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術)

文献(人 文 ・社 会科
学)

新聞記事

法令 ・判例

工業所有権

著作権

その他

B

数

値

マク ロ経済(世 界国

民経済)

→Q6へ

セ ミマク ロ経 済

(産 業)

ミク ロ経済(企 業財

務)

商 品,株,債 券 の市

況

科 学技術,物 性

その他

C

画

像

自然画像

ビ ジ ネ ス ・グ ラ フ ィ

ク ス

科学技術画像(含 む
医学)

その他
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Q6貴 社の予想売上伸率

下表のデ ータベース江つ いて,利 用形態(オ ンラインのみで利用,バ ッチのみ で利用.オ ンライン/バ ッ

チ ともに利用)ご とva,今 後5年 間 でfiva利 用 が拡大 す ると見込 まれ る主 なものについ て.貴 社 の年 間平均

売上伸 び率 ・予測値 を記入 して下 さい。

文 献/記 事デ ータベース 原 報 抄 録 書 誌

数 値 デ ー タ ベ ー ス 原 値 二次加工値等

オンライン バ ッ チ
オンライン&

バ ッ チ
オンライン パ ッ チ

オンライン&

バ ッ チ
オンライン バ ッ チ

オンライン
&

バ ッ チ

A

文

献

・

記

事

文献(科 学技術)

文献(人 文 ・社会科
学)

新聞記事

法 令 ・判例

工業所有権

著作権

その他

B

数

値

マクロ経済(世 界国

民経済)

→Q6へ

セ ミマク ロ経済

(産 業)

ミク ロ経済(企 業財

務)

商品,株,債 券 の市
況

科学技術,物 性

その他

C

画

像

自然画像

ビ ジ ネス ・グ ラフ ィ

ク ス

科学技術画像(含 む
医学)

その他
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Q6デ ータベ ースの使用条件 について の ご意見

複製 お よび検索代 行業 につい てチ ェックし,

6-1複 製

定 義

ご意 見があれば コメン ト欄 にご記 入下 さい。

複製 とは次 の もの をすぺ て含 む もの とす る。

手 写 に よる複製

コヒや

印刷方式

写真方式

レーザ ー方式(ホ ログラム)

磁気方式

電子 方式

その他,原 本(全 部 または一部 を問わ ない),複 本(全 部 または一部 を問 わ ない)を 作 成す るす

べての行為。

複製物の 第三 者供与 は二 次使用 か再販売K帰 着 する もの とし,単 に「複製 」とい うときは,提 供情

報の,被 提供 者の家庭 内 または企業内 におけ る複製 忙限定す る もの とす る。

YESNO

・組織内住ついては全 く自由に認める[==コ ⊂==コ 〔

。複数部数.組 織の範囲等条件つきで認める[==コ[==コ 〔

・その他 〔 〕[==][=コ 〔

6-2検 索代行業

定 義

コ メ ン ト

〕

〕

〕

他 人のため に,業 として,他 人 の情報需要 に対 し

ファイル の選択

検索式 の作成

検索 の実行

検索結果 の評価

その他 の検 索 コンサル テ ィング 等

の1ま たは2以 上の業 務 を行な う者

。必 要 であ る

。不 用 であ る

。その他 〔

〔=コ[=コ 〔

[=コ[=コ 〔

〕[コ[=コ 〔

(7)
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Q7デ ータベース ・サービス のク リア リン グ機能{DD/D)に っい てのご意見

定 義

デ ータベ ース を実 際に利用 す るに際 しては,希 望す るデ ータベ ースの所在,内 容,料 金,利 用 条件 な

どの案 内情報か ら,デ ー タベ ースの 内容の 評価,ア クセス方式,さ らには 複数デ ータベ ースの総合 使用

の可能 性など多様な機能が必要 に な ります。 こ うした情 報をクljア リング機能 あ るい はDD/D(Data

DictiOnaryDireetory)と 呼 び ます。 ま た,こ れ ら機能 を集中管理 して専 門に行 な うセン

ターを,ク リア リング ・セ ンタ ーあるいはDD/Dセ ンタ ーと呼 びます。

現
実

的
機

能

レ
ベ

ル

π

7-1デ ータベ ースの ク リア リング機能 を各 レベ ルに従 って段階的 に整 理す る と下図 の よ うになる と考 え

られ ます。 今,あ なたが一番 必要 として いるク リア リング機能 につい て.チ ェ ック欄 に○ 印をつけ て

下 さい(多 重回答可)。 また,ク リア リング機 能rcっ い てご意見 があれば,コ メン ト欄K自 由 κご記

入下 さい。

〈ク リア リン グ機 能 〉

(i)デ ー タ ベ ース ・メ ニ;一

(の コ ン タ ク ト先

(ili)料 金,契 約 条 件

(iv)使 用 条 件(時 間 帯etc)

(V)デ ー タベ ース 内容 の 概 要

(分 野.蓄 積 デ ータの範 囲,更 新周 期etc)

(vi)デ ー タベ ー ス 内容 の 評 価

(デ ー タ量,コ ー ド表ete)

(vii)ア ク セス 方式

(コ マ ン ド

使
用

デ

ー

タ
ベ
ー

ス
の
単

独

サ
ー

ビ

ス

レ
ベ

ル

A
R

P

A

の
N
C

C

ー

付加加工処理機能)

欄ク
ツエチ

口
呂

口
口

(案

内

情
報

)

使

わ
せ

る

た
め

の
情
報

}
マ

ニ

ュ

ア

ル
で

カ

バ

ー

(
A

R

P

A

)

/

.

一

1… □

…

使

う

と
き

必
要

左
情

報

口

ー

∨技

術
開

発

要

素

(viii)デ ータ 項 目 の 関連

(e・9デ ー タ ベ ー スAのitemPAと

デ ー タ ベ ー スBのitemPBは 同 一 デ

ー タ ま た は類 似 デ ー タ
,関 連 す る デ ー

タ項 目 間 の変 換 規 則etc.)

コ メ ン ト

の
統
合

使

用

複

数

〔ア
ー
タ

ベ

ー

ス
－

ARPAの 例

日

(8)



7-2 ク リア リング機能の提供 を専 門 に行 な う機関は ビジネ スとして成 立する と思 いますか。 デ ータベ ー

スの種別 に従 って.概 当欄 に○ 印を付け て下 さい。 その際,ク リア リング機能 としては,ガ イ ドブ ッ

ク(出 版 物)で 済 む とお考 えの場合 は同欄 に、 また オ ンライン ・ク リア リン グ ・七ンター として も成

立(あ るいは不成立)す るとお考 えの場 合は,同 欄 にチ ェックして下さい。 また,成 立 の条件等 につ

い て御意見があれば,コ メン ト欄 にご記 入下 さい。

デー タベ ー スの種類

成 立 す る 不 成 立

ガイ ドブ ック

(出 版物)

オ ン ライ ン ・

ク リア1」ング ・

セ ン タ ー

ガイ ドブ ック

(出 版物)

オ ン ラ イ ン ・

クリア リング ・

セ ンタ ー

文 献 ・記 事 デ ー タベ ー ス

数値 データベ ース

画像 ・映 像デ ータベ ース

コ メ ン ト

文献 ・記事 データベ ース

数値 デ ータベ ース

画像 ・映像 デ ータベ ース

(9)



Q8ニ ュー ・メデ ィアによ るデ ータ ベー ス ・サー ビスの可能性

二 ・.一 ・メデ ィア の 定 義 は まだ は っ き りし てい ま せ ん が,現 在 下 表 の よ うな もの が ニ ュ ー ・メデ ィア

と し て注 目 され て い ます 。 ニ ュ ー ・メ デ ィアは 家庭 お よ び 企 業 κデ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス を 提 供 す る 大

き な可 能 性 を 秘 め て い ます 。 各 メデ ィア につ い て,家 庭 あ る い は 企 業 に 対 し て,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ

ス と し て成 立 す る か ど うか,そ の 可 能 性 を チ ェ ック し て下 さい 。 こ こで は,ニ ュ ー ・メデ ィア に よ っ て

提 供 さ れ る情 報 を ,ろ

A:娯 楽(映 画,ス ボ ー ソ 中 継 な ど)お よ び ニ ュ ー ス 、

B:株 価,気 象,旅 行 情 報 な ど広 く浅 い デ ー タ ベ ース ・サ ー ビス

に 分 け て い ます 。

チ ェ ック の 際 に は,各 メデ ィ ア にっ い て,A,B,Aお よ びBの カ テ ゴ リItSva成 立 不 成 立 の 可 能

性 を つ け て 下 さ い。 ニ ュ ー'・ メ デ ィアva関 し て ご 意 見 が あ れ ば,コ メ ン ト欄vaご 記 入 下 さ い。

ニ ュ ー ・ メ デ ィ ア

現 在 お よ び 近 い 将 来

(1982、85年)の 可能性
将来(1985年 以降)

の 可 能 性

家 庭 む け 企 業 む け 家 庭 む け 傘 業 む け

成 立 不成立 成'立 不成立 成 立 不成立 成 立 不成立

CATV

(含 むPay-TV)

A

B

Aお よ びB

SubscriptionTV

.A

B

Aお よびB

Videotex

(Viewdate)

A

B

Aお よびB

Te|etext

A

B

Aお よびB

Videodisc

A

B』

Aお よびB

注CATV:(含Pay-TV)

SubscriptionTV

VIDEOTEX

TELETEXT

ここでは双方向 有線TVを 指 す。一般 に同軸ケ ・一ーブル網 に よる。

予約者 のみが解読器 をもつ暗号 化電波 に よる有料TV放 送

加 入者網 とTV受 像器 による双方向有線型 情報提供 サー ビス

わが国 では 「文字 多重放送 」 をい う。一般TV放 送の 画面 と画

面の電 波間隔 に文 字 ない し静止 画像 を挿 入す る。

(10)



コ メ ン ト

QgTDF(越 境 デ ータ流通)を め ぐる問題

コン ピュー タ とデ ータ通信 網 の結 合お よび多様 なデータベ ース の整 備 に伴 なって.国 境 を越 え るデー タの

流通(TranborderDataFlowlTDF)が 拡 大 してお ります。一 方vatCい て.TDFは.経 済.

政治,社 会.制 度 面 で各 国の様 々 な思惑がか らみOECD等 で論議 が展開 されてい ます。

以下 は,TDFの 問題 点を整理 した もの です が,現 在何 が最 も問題 とお考 えになるか,ま た.今 後特 に解決

を要 する もの は何 かを 答えチxッ ク して下 さい。 また,TDFに つい てご意 見が あれ ば,コ メン ト欄 に ご

記入下 さい。

分野 問 題 点 現在 将来 コ メ ン ト

経

済

TDFに よる経済格 差の増 大

雇用問題の発生

制

度

通信制度の不統一

通信料金体系の不統一

データの法的保護の未確立

社

会

プ ライバ シー侵害 の不安 `.「 、

情報化社会の脆弱性

政

治

国家主権,国 防上の危機

南北格差の増大
、

そ
の
他

(11)



Questionnαireaimedαt1500Experts

inDatαBαseServicesVVorldωide

JIPDEC

JapanlnfbrmationProcessingDevelopmentCenter

◇Theidentitiesofallthosewhotakepartin

thissurveywillbekeptstrictlyconfidential

(12)



旦urveyObjectives

Thissurveyhastwomajoraimes.First,itishopedthatitwillhelp

sortoutvariousproblemsconcerningdatabaseservicesingeneral,and

suchrelatedmattersascustomerneeds,distributionsystems
,transborder

dataflows(TDF),etcりinparticular.Second,itisdesignedtoprobethe

possibilitiesfordatabaseservicesbasedonNeWMediatechnologies.・'

SurveyTargetGroup

1,500Expertsfromallovertheworld

(1,000fromJapanand500fromoverseas)

DeadlineforQuestionnaire

WeaskthatallcompletedquestionnairesbereturnedbyMarch5
、28,

1982.,

'

.

一 1

Database.・

Aninformationfilewhicharrangesandconsolidatesdataintoanag--

gregatedformcapableofbeingdirectlyaccessedandprocessedbycomputer.

DataBank,

Variouskindsoforganizations,companies,』institution,anddepart-

metntsofthemwhichprovidedatabaseservices.

(1・3)



DatabaseServicesVendors

Thebusinessofprovidinginformationservicessuchasdatabasepro-

duction,distribution,retrieva1,analysis・andsoforthtopeopleororganiza-

tionsinneed

DatabaseProducers

Individualsorcompaniesengagedinproducingdatabases

DatabaseDistributorsor'Dealers

Companiesengagedinprovidingdatabasesinformationinmagnetic

tapesandtoron-linesystemsandsoforth.

Brokers.

・ndi。id。 。1。 。r。 。mp。 。i。 。wh・ret・i'・veand・n・1y・ei・f・ ・m・ti・nf・ ・ma'

`

d。t。b。 』。 。nb。h。lf。f。 。。dusera。dth。np.。vid・th・ ・d・t・ …h・u・er.

Thetermdatabaseasusedinthissurveydoesnotrefertothose

databasespreparedfortheexclusiveuseofacertainindividualorenter-

P・isei..e.in-h・use,butrathert・th・sewhi・harep・ ・vid・df・ ・th・use・f・

awidevarietyofindividuals,companiesandorganizations.・

Inquiriesconcerningthisquestionnairecanbedirectedto:

Mr.ShigekiSuzuki・

Japan工nformationProcessingDevelopmentCenter

EngineeringandResearchDepartment

ResearchSection

Te1,(03)434-8211ext.451

(14)



Questionnaines

Q1. Affiliations

「
Questionee.sNa皿e

r

Man

-

Woman

NameofEmployeror
'.

Organ■zat■on

Relation/Position
1

.

Addressandphone

Number
.

.

Country

Q2.
コ ぜ 　

ActlVlt`es

Areyouauserofdetabaseservices(ihcludesindividualsplanning

toutilizesuchserviceSinfuture)orvendorsofda†abaseservic『s

(producers,distributors,ヒ{rokers)?Pleasecheckyourpositionand

goaheadaccordingtothequestionnumbers.

口Use…fd・t・b・ ・ese・vices÷Pleasean・werQ3

[コIndividualsplanningtouse'
databaseinthefuture→pleaseanswerQ4

口VendorsofDatabaseservices÷pleaseanswerQ5

[コBothVendorsandUsersof
databaseservices+pleaseanswerQ3

(15)



Q3.CurrentUti|izationofDatabaseServices

pleaseenteracircle(○)intheappropriateblockofthechartbelowin-

dicatingthetypeofdatabasesyouarecurrentlyusing,accordingtotheuti-

1izationmodes(byon-lineonly,bybatchonly,bybothon-line&batch).

OriginalText BibliographiesDocuments&ArticlesDB Abstracts

NumercialDB OriginalData
Secondary

ProcessedData
一.

On-

1ine
Batch

On-

1ine

&

Batch

On-
.

1■ne
Batch

On-

1ine

&

Batch

On-

1ine
Batch

On-

1ine

&

Batch

の
Φ
】
u
・一
↓JU)
LΦ
<(力 雨

必 口
付

3苫

8q

目

8
口

Documents
(Science&Technology)
Documents
(Cultura1/Social
Sciences)

F

NewspaperArticles

Law,Ordinancesand

JudicialPrecedent

.

r,

・
IndustrialProperty

奄 ,

' =

'

Copyrights
・

Oth色rs
.

ω

9

』

3

呂

完

.9

盲

目
z

MacroEconotnics

(World/National
Economics)

「

」

SemimacroEconomics

(lndustry)'
MicroEconomics

(CompanyFinances)

Co㎜odities,Stocks,

CreditMarkets

Science&Technology,
,

Propert■es

Others

ω
ω
むo
閃
O句

]
吋
○

Φ
◎o
㊦
巨
H

Image--Natura1

BusinessGraphics
.

Image-Science&

Technology(including

themedicalfield)

Others

+Q4

(16)
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ト

Q4.Plansforutilizing.DatabaseServicesinFuture.,

〔withinthenext5years)

Pleaseenteracircle(○)intheappropriateblockofthechartbelow

・indicatingthetypeofdatabasesyσuintendtousbwithinthenext5years

accordingtothemodes(byon-lineonly,bybatchonly,b .ybothon-line&

batch).

.
Documents&ArticlesDB Origina1 Text Abstracts Bibliographies

.

NumericalDB OriginalData
Secondary

ProcessedData

一

. On一 On一 On一

On一
Batch

1ine On-
. Batch

1ine On
. Batch

1ine

1ine & 1■ne & 1me &

Batch . Batch Batch

Documents

(Science&Technology)
Docu皿ents .

uo
(Cultura1/Socia1

Φ
「

Sciences)
一

〇

7

・パ

七 ω
NewspaperArticles

・ ・

<①
, P

の

心 霊 Laws,Ordinancesand
「

む◎d
]→ 」 JudicialPrecedent .

.

口 ㊦

lQ IndustrialProperty
.

r

「

o

oO
Copyrights, F

「

.

Others
F

MacroEconomics

oう
(World/Nationa1、

7

「

Φ
ω

Economics)'
-

吋
ρ

SemimacroEconomics 9

㊦
山 (lndust二ry)』

.

㊦
O

MicroEconomics

H
(CompanyFinances)

、

F.

」

㊦
・■ Co㎜odities,Stocks,

O
臼

CreditMarke亡s

ω
田

Science&Technology,
づ
Z

.
Propert■es,

1

Others
.

ω
O

Image-Natural

しり
」

吋 .

ρ
㊦

BusinessGraphics' ,

u

㊦
〔【 Image-Science& P

ω Technology(including
◎o
㊦

themedicalfield) .

日H
0仁hers

.
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Q5. pleaseenteryourestimates(predictions)concerningthepercentageof

averageyearlysalesgrowthofyourcompanyforeachofthedatabaselisted

belowbymodeofusage(byon-1ineonly,bybatchonly・bybothon-1ine&

batch).Theseestimatesshouldreflectthoseareaswheretheutilizationof

databaseservicescanbeexpectedtogrowdramaticallyinparticularduring

thenext5years.

」

Documents&ArticlesDB 9三ig1皇alTex亡...

malData

Abstracts
,'.AL.

一

Bibliographies

NumericalDB

「「「

Orig'

L吟 「 ・ 「 」

Secondary

ProcessedData

..一 ■・

On

line
Batch

On-
.

1me

&

Batch

On-

1ine
Batch

On-

1ine

&
Batch

On-

1ine
Batch

On-

1ine

&
Batch

吟
Φ
一
〇

・パ
口 切
』 Φ<

Φ付

必 ρ
付

3言

5∩冒

8
0

Docunlents

(Science&Technology)
Documents

(Cultura1/Social
Sciences)

,

NewspaperArticles

Laws,Ordinances・and

JudicialPrecedent

「

「

IndustrialProperty
-

Copyrights

Others

ω
①
o⑲
吋
ぬ
司
]
雨
∩

一
句
・F{

o
臼
Φ
日づ

z

.
MacroEconom■cs

(World/National

Economics)

,

」

.

SemilnacroEconomics

(lndustry)
MicroEconomics

(CompanyFinances)
Co㎜odities,St。cks

,

CreditMarkets

Science&Technology,

Properties

Others

oo
ω
ロ⑲
吋
冷
司
り
d
o

u
oo
㊦

白
H

L

Image-Natura1

BusinessGraphics

Image-Science&
Technology(including
themedicalfield)

Others
ト

, +Q6
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A

Q6. OpinionsregardingConditionsfbrDatabaseUtilization

PleasechecktheapPropriateblocksconcerningyourfeelingson

CopyingandBroker,andgiveyouropinionsregardingtheseinthe

spacemarkedTTcomments・ ↑1"

コ
6-1.Copyingoflnformatlon

Definition:

4

(1)

(2)

CopylngofInformationiscarriedoutinthefollowingways

handcopylng(transcriblng)

coPlers(copylngmachines)

prlntlngPresses

-photography

-Lasermethod(holograms)

-Magneticsdevices

Electronicequipments

AndincludesalltheotherwaySofpreparingorginal

textsaswellasduplicates(regardlessofwhetheritis

thewholetextoronlyapartofit.)

Providlngreproductionstothirdpartyissomethingthat

resultsinsecondaryutilizationorresale.Thus,when

wesayCopyingofinformationhere,wemeanitIs

limitedtothatcompanylsown(internal)use

(19)



oCopyingshouldbefreelyallowed
onlywithiritheorganization

oCopyingshouldbeallowedwhen
someterms(ex.numberof
copies,limitedareaofthe
organization)areattached.

oOthers

6-2.Brokers

Definition:

Yes

口

口

口

No

口[

口[

口[・

Comments

Thisisthebusinessofdoipgonetwo,ormoreof

theactivitiesoutlinedbelowonbehalfofthecustomerin.

ordertofulfillthatcustomertsinformationrequirements.

-Fileselection

-PreparationofRetrievalMethod

-ImplementationofRetrievalProcess

-EvaluationofResults(data)retrieved

-Consultationsetc .

Note:

Peoplewhosupplydatabasestothecustomeronbehalf

ofaproducerordistributorarecalledt'DealerstTor'TAgentsTt

notBorker.TheseDealersorAgentsalsopossesssales

rlghtsreceivedfromthoseproducersand/ordistributors

whereasBrokersdonot

oBrokersareNecessary'

oBrokersareUnnecessary

oOthers

Q7

[

[

[

+

口

口

口

(20)
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Q7.OpinionsontheClearingFunctions(DD/D)

ofDatabaseServices

Definition:

、

Whenadatabaseisactuallyutilizedavanetyoffunctions

becomenecessaryfromguidelineinformationsuchasthelocation

contentscostandutilizationconditionsofthedeslreddatabase

toevaluateofdatabasecomponentsaccessmethodsandpossi-

bilities,forintegrateduseofmultipledatabasesThesearecalled

clearingfunctionorDD/D(DataDictionary/Directory)Further

thecenterspecializinglnthecentralizedmanagementofthesefunc-

tionsisreferedtoastheClearingorDD/DCenter

7-1.

Thechartbelowisaschematicrepresentationofthephased

arrangementofdatabaseclearingfunctionsaccordingtoworklevel.

Pleaseenteracircle(○)intheblocksprovidedattherightofthe

charttoindicatethoseclearingfunctionsmostnecessaryforyouat

present.Also,wewouldappreciateyouropinionsconcerningClear-

ingfunctionsinthespacelabeledtiComments.lt

`

(21)
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Φ
山
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β
]
口
O
]
]
O
ロ
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』
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喝
づ
μ
O

(i)

(ii)

(iii)

(iv)

(v)

DatabaseMenu-一 一 ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一

コ

ContactPo■nt-一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー 一 －

FeesConditionsofContact_一 一___-

ConditionsforUse(Timeperiods,etc.)一 一

〇utlineofDatabaseContents-一 ー ー ー 一

(Field,ScopeofAccumlatedData,

Renewaltime,etc.)

`
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(vi)

(vii)

EvaluationofDatabaseContents,一 一 一 一

(Amountof・data,Codelists,etc.)

AccessMethod-一 一 一 一 ー ー ー 一 口 一 一_
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Function)

< s

烏
居
<

<・
臼

一 一

題
一 一

)

込
弓

'

一 一 □

。。
Φ
山
;

日

O
Φ
田

岩

Φ
日

コ

　

と

エ

Φ
>
o
口

言

口

bo
。
H
。
』

。
Φ
臼

(viii) RelatedDataItems-一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 －
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7-2.

Doyouthinkthatorganizationsspecializinginprovidingclearing

functionssuccessfullycommercializetheiractiyities?Pleaseenteracircle 、
(○)intheappropriateblocksprovidedbelow.Also,youＬropinions

concerningtheNatureofthesespecializedorganizationswouldbe

appreciatedinthespacemarked"CommentsLTt

Typesof

Databases

Commercialization

Possible
.

Co㎜ercialization

NotPossible
Co㎜ents

as

published
Guidebook

as

On-1ine

Clearing

Center

as

published
Guidebook

as

On-1ine

Clearing

Center

as

published
Guidebook

as

Orline

Clearing

Center

Documents&

Article

Databases
,

Numerical

Databases
・

1mage

Databases

F

、

Q8.PotentialfOrDatabaseServicesbasedontheNewMedia

Ithasnotyetbeenclearlydefinedjustwhatismeantbytheterm

l1NewMediallbutmediasuchasthoseappearinginthebelowchartare

consideredtofallunderthiscategory.Theseformsof.TtNewMediaTiare

felttopossessthepotentialforsupPlyingdatabaseservicestohomes .and

businesses.Pleaseindicateyourfeelingsregardingthepossibilitiesof

establishingdatabaseservicesforhomesandofficesforeachoftheMedia

appearingbelowbyplacingacircle(○)intheappropriateblock.,

InformationsuppliedbyNewMediacanbedividedintotwocategories;

A:entertainment(ex.Inovie,1ivesportsprograms,etc.)

andlivenews

(23)



B:simpleinformationsuchasstock
,weather,trave1.,.etc.

So,pleaseenteracircle(○)accordingtothesecategory.Any

opinionsyoulwouldliketosharewithusconcerningNewMedia
,please

writeinthespacereservedfor1IComments.1「

A:entertainment(movie,sports)1ivenewsinformation

B:stock,weather,travelinformation,etc.

「

『N
ewMedia

Current&NearFeature,
Possibilities

(1982-2985)

FuturePossibilities

(1985andbeyond)

HomeUse

.
Bus■ness

Use
HomeUse

Business

Use

POS-
sible

.
■mpos-

sible

pos-
sible

.
■mPOS-

sible

POS-
sible

.

1mpos-

sible
pos-
sible

・
■mpos-

sible

CATV

(includes
Pay-TV)

A

B

A&B.

Subscriptio

TV

A
ヒB

..一.、......声 」 」L」 」' 「.L,」 」.L..－A.

A&B

・.噛.

－

videotex

(viewdata)

A
一 〕一..一.,...F1

B

. ..一.一...A.一 ,1」

A&B

Teletext

A

B

A&B

videodisc
A

B
「

,

A&B .

A.一.. .. .-

Comments:

Q9.TransborderDataFlow(TDF)hasbeenincreasinghandinhand

withtheintegrationofcomputersandtelecommunicationnetworksandthe

creationofmultifariousdatabases.Inthemeantime,TDFisimposing

variouseconomical,politcal,socialandregulatingobligationsonthe

countriesinvolvedanddiscussionsconcerningthesearebeingheldright

(24)
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1

nowintheOECDandotherrelatedorganizations.Thechartbclowsets

forthanumberoftheseTDF-relatedproblems.Pleaseindicatewhich

areascurrentlyposethemostseriousproblemsandwhichinparticular

youfeelwillprovetobeproblemareasinfuturebyplacingacircle(○)

intheapPropriateblock.

Field Problems Present Future

Ecohomica1

Increaseineconomicgapdueto

TDF

ApPearanceofunemploymentproblem

・

Lega1

L

non-unifiedregulation&1awof
..

teleco㎜un■catlon

non-unifiedteleco㎜unication

charges
..

.. .一 一「.

.'一,一 一..一 一...W-一 －W-鍾層〔 ←一 一"・,..

non-availabilityoflegalprotec-

tionfordatasecuritV

一 ÷ 」一 ÷,

Socia1

ApPrehensionsre=invasionofdata・
一 ・旦互・1ya£ エ 、『.∵ 一

......,....
vulnerabilltyoflnformatlon

・
SOClety

「.

Politica1

CrisesofNationalsovereigntyand

Nationalse£urity
..,L'. ..'－L,一'9A⌒ 」'」.一 」

videningoftheNorth-SouthGap

Others

i

Comments=

(25)
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